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　　　プロローグ







　誰だれも居ない部屋で、俺はただぼんやりと椅い子すに座っていた。

　やけに広く感じられる部屋に、秒針の音が重たく降り積もっていく。

　空には雲が重く垂れ込め、部屋は薄うす暗ぐらい。どれくらい時間が経たったのか、雨の音が響ひびき始めた。

　ふとパソコンを操作して、ランキング一位になった自分たちの動画を再生する。

　賑にぎやかな声をどこか遠く聞きながら、机に突つっ伏ぷした。

　声に出さず、（これでよかったんだ）と呟つぶやく。

（……これで、よかった）

　ぶーけは解散。花はなはクラスのギャルとして、俺はモブとしての生活に戻もどる。そうだ。ただ出会う前に戻る、それだけだ。そう何度も言い聞かせるが、気持ちは晴れない。

　ふと、紗さ々さ乃のの言葉が蘇よみがえる。

『あなたが動けば、何か変わるかもね』

　あの時──花が二択たくを突きつけられた時、俺は動けなかった。

　花には友達がいる。努力して手に入れた、カースト上位のギャルという特別な居場所がある。それはきっと、決して手放してはいけないもので、もしもどちらかしか選べないのなら、迷わず選ぶべきものなんだ。だから、これでいい、はずなのに……

『あの子のことを、よく考えて。──そして、自分のことも』

　紗々乃は確かにそう言った。……あれは、どういう意味だったのだろう。

　ふと、目を上げる。スクロールバーを操作して、終わっていた動画を巻き戻した。

　誰もいない部屋に、花の声が響く。

『にゃああああああああ!?　助けて助けて！　ちょっと何笑ってんの!?　笑ってる暇ひまあんならアドバイスしてよ！　アドバウィッスァ[image: ァ゛]ァア[image: ア゛][image: ァ゛]ァア[image: ア゛]ァ[image: ア゛]ァアア!?』

　素すっ頓とん狂きような悲鳴に、思わずふっと口元が緩ゆるむ。

「なんだよその声……学校で聞いたことねーよ……」

　そうだ。花は学校一可愛かわいくて、勉強も運動もできて、いつだって鈴すずみたいな声で笑っていて。ずっと、遠い世界の人間だと思っていた。

　……けれど、花が有名実じつ況きよう者であることを知って、協定関係を結んでから、少しずつ花のことを知っていって。

『んあ───っ！　また死んじゃったよおおおごめんねぇぇぇえええ─────!?』

「……ほんと、不器用なやつ」

　なんだかツボにはまってしまって、喉のどを鳴らして笑う。

　肩かたを震ふるわせて笑っていたはずが、いつの間にか嗚お咽えつに変わっていた。

「……俺、は……」

　気がつくと、そんな声がこぼれていた。

『あんたなんか、大だいっ嫌きらい！』

　そう叫さけんだ時の、花の目を思い出す。睨にらむみたいな、あるいは泣き出す寸前の子どもみたいな、涙なみだをいっぱいに溜ためた、大きく激しい瞳ひとみ。

　机の上で、握にぎった拳こぶしがぎしりと鳴った。

「俺、は……──っ」

　もう一度、紗々乃の言葉が蘇る。

『今あなたが動けば、変わるものや、救われる人がいるのかもね』

「っ……！」

　俺が、本当に守りたいものは──

　パソコン画面をにらみつけて、俺は決意を強くかみしめた。










　　　◆第一章　キングすごろく







　夏休みが明けて、金曜の昼休み。

　俺こと大和やまと宗むね彦ひこは、教室の隅すみ、窓側の席で、友人二名とソシャゲに勤いそしんでいた。

「あ、応おう援えんたのむわ。いま要よう請せい送った」

「うん」

　井いの上うえがすぐさま応こたえ、俺も画面をタップする。

　田た辺なべが不満そうに口を尖とがらせた。

「大和、夏休み前とあんまステータス変わってなくね？　さてはサボってたろ」

「あー……うん」

　歯切れ悪く頷うなずく。

「つか、最近付き合い悪くね？　夏休みも、ぜんぜん誘さそいに乗ってこねーしさー」

「悪い。ちょっと忙いそがしくてさ」

「大和くん、妹さんと二人暮らしだもんね」

　井上のフォローに「そうなんだよ」とありがたく便乗する。……噓うそはついていない。

　たしかに両親が長期の海外出張で、俺は小学生の妹と二人で暮らしている。が、ここのところ忙しいのには、別の理由があって。

　──俺には、数少ない友人である田辺と井上にも、打ち明けていない秘密が二つあった。

　ひとつは、ゲーム実況をしていること。夏休みの間ソシャゲを放置していたのは、主に実況方面の活動に力を入れていたからだ。

　そして、もうひとつ。

「えー、うそぉ」

　教室の反対側から、鈴を転がすような声がした。

　思わず目を上げる。

　教室の後ろ、廊ろう下か側の席。垢あか抜ぬけた女子たちが集つどう派手なグループ。その中心にいる人物に、視線が引き寄せられる。

「それほんと～？　さすがになくない？」

　──駒こま形がた花はな。肌はだは透すき通るように白く、長いまつげに縁ふち取どられた瞳は零こぼれんばかりに大きい。唇くちびるは花びらのようで、笑う度たびに綺き麗れいな黒くろ髪かみがさらさらと肩かた口ぐちに零れる。

　文武両道、おまけに入学したその日に学校中の噂うわさを総ざらいするほどの美少女。そして、スクールカーストの最上位に君臨するギャル。

「マジだって。この前台風あったじゃん？　試ためしに外出たけど、マジ崩くずれねーから」

「え、危ない、なんで外に出んのｗｗｗ」

「ウケるｗｗｗ」

「いやマジオススメだって。騙だまされたと思って使ってみ？　コテとも相あい性しよういいしさー」

「あ、それ嬉うれしーかも。あたしも買ってみよっかなー？」

「つか、今度貸すわ。超ちよう盛れる。パフェみたいになっから」

「パフェはやりすぎじゃない？」

「あっ、パフェといえばさー、駅前のカフェで──」

　ギャル集団は、今日も今日とて俺たちには分からない話に花を咲さかせている。

　その中心でころころと笑う花を、俺はぼんやりと見み遣やった。

　……この教室が水すい槽そうだとしたら、彼女たちはさしずめ、水槽を彩いろどる色とりどりの熱帯魚といったところか。花はその中でも一ひと際きわ華はなやかな女王、そして俺はいいとこ隅っこでコケを食べているタニシだ。

　──一見すると共通点なんかない俺たちが、実は毎週末一いつ緒しよにゲームをしている仲だと知ったら、クラスの連中はどんな顔をするだろう。

　夏休みの合宿を思い出す。ぶーけの面々で別べつ荘そうに泊とまり、海に行って、ゲームをして。夜、部屋で二人っきりになったこともあったな。結局からかわれただけだったのだが、ちょっとどきどきさせられたりもして……

「大和、救きゆう援えん要よう請せい送ったんだけど。おい。大和」

「あ、悪い」

　慌あわててスマホに目を戻す。井上が笑った。

「大和くん、最近なんだかぼーっとしてるよね」

「そ、そうか？」

「うん。っていうか、よくあっち見てる」

　花を見ていたことを指し摘てきされて、ぎくりとする。

　田辺が目を眇すがめた。

「大和……さてはおまえ……」

「な、なんだよ」

　やばい、何か勘かん付づかれたか……!?

　内心焦あせる俺を、田辺は真しん剣けんな顔で覗のぞき込み、

「……女装に興味あるのか？」

「ねーよ！」

「だって、ヘアスプレーの話興味深そうに聞いてたから」

「台風とかパフェとか、あれヘアスプレーの話してたんだ!?　よく分かったなおまえ！」

　ほっとしつつも、女装趣しゆ味みがあるなんて思われてはたまらない。よもや花に聞かれていないだろうなと再びギャル集団に視線を向けると、取り巻きの一人──ヤンキーっぽいギャルが花の袖そでを引っぱった。

「なー、ちょっと。あいつ、さっきから花のことじろじろ見てんだけど」

「!?」

　俺に剣けん吞のんな目を向けているのは、間ま宮みやサキ。ギャルの中でも特に尖っているタイプの女生徒だ。花のことを異様に可愛がっていて、普ふ段だんから何かと目立ちがちな花を好こう奇きの視線から守り、睨みをきかせている。

　慌てて目を逸そらしたが時すでに遅おそし。

「……あいつ、最近よくコッチ見てんだよなー。花、もしかして惚ほれられてんじゃねー？」

　だ、誰だれがあんな自己中ギャルのこと！　俺は単に、あのポンコツがいつボロを出すか心配でっ……！

　……それでも、ちょっと……ほんのちょっとだけ花の反応が気になってちらりと見遣ると、今度こそ間宮とばっちり目が合ってしまった。

「……ちょっとあたし話つけてくるわ」

　ぎらりと目を光らせるさまは、駒形花親衛隊と書かれた特とつ攻こう服がよく似合いそうで。冷ひや汗あせを流しつつ硬こう直ちよくする。

　あーやめてやめてやめて、見てたことなら謝るから、俺みたいな無害なオタクなんか放ほうっておいてください……！

　間宮が肩をいからせながら立ち上がり──鈴すずのような声が「あっ」と響ひびいた。

「いったー……」

「どうした、花!?」

　目元を押さえる花に、間宮が慌てて食いつく。

「コンタクトずれちゃった……ちょっとトイレいってくるね」

「えっ、大だい丈じよう夫ぶかよ！　ついてこーか!?」

「ちょ、それくらい一人で行けるしｗｗｗ」

「サキどんだけ過保護なのｗｗｗ」

　軽かろやかな笑いに見送られて、花が席を立つ。

　よかった、どうやら制裁リンチは免まぬかれたようだ。

　胸をなで下ろしていると、ふと視線を感じた。

　花が、教室の出口に立ってこちらを見ていた。くいっと顎あごをしゃくる。

「…………」

　溜ため息いきを吐つきつつ立ち上がった。

「んあ？　どした？」

「あー、ちょっと飲み物買ってくるわ」

「おれコーラ」

「ぼく、はーいお茶」

「なんで当然のようにおごられる気なんだよ」

　ぼやきつつ、俺は旧校舎へと足を向けた。

　古びた廊下を歩く。旧校舎は使っていない教室も多く、ひと気も少ない。

　周囲に気を配りつつ裏口から外に出た。錆さびた非常階段の下に押し込められるようにして、古い自じ販はん機きが二台収まっている。

　俺はその前を通り過ぎ──

「遅い」

　頭上から降ってきた声に見上げると、花が階段の手すりから身を乗り出すようにして覗き込んでいた。

　あの合図に気付くだけでも褒ほめてもらいたいもんだねと溜息を吐きつつ階段に回る。

　非常階段に立って、花が口を尖らせた。

「昼休み、終わっちゃうじゃん」

「……おまえ、俺といるとこ見られたらヤバいんだろうが」

　花にゲーム趣味があることは、学校では内ない緒しよにしている。当然俺との関係だって極ごく秘ひだ。ゲーマーであることがバレたくないと言ったのは花なのに、ちょっと危機感が足りないんじゃないだろうか？

　しかし花は不思議そうに首を傾かしげた。

「だからこうして呼び出してんじゃん」

　旧校舎の裏口、非常階段。もともと人通りが少ないし、万が一誰かに見つかったとしても、単に飲み物を買いにきたふりを装よそおえる。絶好の密会場所というわけだ。

　階段に腰こし掛かけると、花も俺の二段上に座った。

「ねえ、それよりどのゲームがいいと思う？」

「何が？」

「明日、ぶーけで初めてチーム実じつ況きようするじゃん。記念すべき初ゲーム、どれがいいかって聞いてんの」

「ああ。っていうか、夏に撮とったやつは？　ＵＰアツプしないのか？」

　夏合宿、俺たちぶーけは紗さ々さ乃のの別荘で初めてのチーム実況をした。その時は、メインクラフトを巡めぐって、紗々乃と花が本気でケンカをして、仲直りをして、再び撮り直して。

　その時撮った動画は、それぞれの素すが出た、味のある仕上がりだと思ったのだが……

　しかし、花は頭かぶりを振ふる。

「あ、あれはやだ！　なんか、すごい恥はずかしいことたくさん言った……気がする」

　確かにあの動画には、意地っ張りな花の、めったに聞けない本音が詰つめ込まれていた。

　それがいいのに、と思わず笑ってしまう。

「じゃあ、同じメインクラフトでやり直すのは？」

「んー。それもいいけど、ゲームってやっぱ初見のほうが盛り上がるじゃん？　意外性を狙ねらっていきたいってゆーか。その方が、見てる人も楽しいと思うんだよね」

　花の目は真剣だ。

　学校での完かん璧ぺきなギャルっぷりとは裏腹に、素はわりとポンコツな花だが、ゲームや実況、チームのことを一いつ生しよう懸けん命めい考えているのだ。

「じゃあ、みんなでやれるパーティーゲーム……たとえばモリオパーティーとか、大乱らん闘とうスマッシュシスターズとか」

「あたしもそう思ったんだけど、初回だし、もっとそれぞれのキャラをゆっくりじっくり見せたいかなって」

「ああ。だったら、まったり系のボードゲームがいいんじゃないか？　人生ゲームみたいな……」

　その時、裏口が開く音がした。

「花？」

「「！」」

　この声は……！

　とっさに身を低くして息を殺す。

　花が慌てて立ち上がり、階段を駆かけ下りた。

「サキ！」

　やはり間宮サキだ。

「あー、いた。なんでこんなとこにいるんだよ、捜さがしたっつーの」

「ごめん、喉のど渇かわいちゃって」

「もう時間ねーよ。次、理科室」

「えっ、そうだったっけ。どうしよ、教科書持ってきてない」

「と思って、ほら」

「わ、ありがと～！」

「先行ってろよ。あたし、ちょっと用事あるからさ」

「うん！」

　壁かべと階段の手すりの間、ほんの少しの隙すき間まから窺うかがう。花は校舎に入る寸前、ちらりと俺を見上げた。釘くぎを刺さすように目配せされる。絶対内緒だからね！　というわけだ。

　仕方なく、階段に座って間宮の気配が消えるのを待つ。

　が、間宮はいつまで経たっても校舎に入らない。飲み物を買っている様子もない。このままでは昼休みが終わってしまう。

　え、どうなってんだ？　もしかしてもうとっくにいないとか……？

　俺はおそるおそる立ち上がり──

「おい」

「ひゃい!?」

「そこにいるんだろ？　出てこいよ」

　え、えええええ……？　やばい、バレてるよ……どうしよう、俺がゲームの悪役なら、「ふふふ、よく分かったな」となるところだが……いや、バレてる以上は仕方ない、行くしかないか……

　唇くちびるを引き結び、階段を下りる。

　自販機の前に、間宮が仁に王おう立ちになっていた。化け粧しようが濃こくて分かりづらいが、よく見るときりりと整った顔立ちをしている。手足が長くてモデルみたいだ。

　切れ長の目が、じろりと俺を睨にらむ。

「花と何話してたんだよ？」

　どっと汗が噴ふき出す。

　やばい、聞かれてたか？

「べ、別に、何も……さっき、たまたま会っただけで……」

　間宮は「ふーん？」と目を眇すがめた。

「つーか、最近、よく花のこと見てるよな」

「そ、そんなことは……」

「まあ、あいつ可愛かわいいし気になるのは分かるけど、……悪いんだけど、花に近付かないでくんねーかな？」

　え？　と顔を上げる。

「花がさ、おまえみたいなのに悪い影えい響きよう受けると困るんだよ。見て分かんだろ？　花は純じゆん粋すいで染まりやすいからさ」

　俺の部屋で好き放題やっている花を思い浮うかべる。……むしろ俺の生活があいつ色に染められてんだけど……？

　悶もん々もんとしている俺に、間宮は指を突つきつけた。

「ってわけで、今後一いつ切さい、花に近付くなよな。ゲームオタクは一生ゲームだけしてろ」

　あっけに取られている間に、間宮はさっさと校舎に入ってしまった。

「な……」

　扉とびらが閉まって、ようやく思考が回り始める。

　そりゃあ、花はスクールカーストの上位にいるギャルだ。可愛くて勉強も運動もできて、友達も多い。言ってみればクラスのカリスマで、羨せん望ぼうの的で、そんな花が俺みたいな冴さえないモブと一いつ緒しよにいたら驚おどろくかもしれない。いや、驚きを通り越こしていっそ気にくわないかもしれない。でも、だからって──

　怒いかりがこみ上げそうになって、ふと、さっき見た間宮の表情を思い出す。

　憎にくしみのこもった、敵視という言葉がぴったりくる目つき。クラスのモブに向ける牽けん制せいにしてはちょっと強すぎる気がして、引っかかる。
















（なんで、あんなに……）

　沈しずみそうになる思考を、授業開始のチャイムが遮さえぎった。

「うおっ、やばい……！」

　俺は慌あわてて校舎に飛び込んだ。










　そして、その次の日、土曜日。

『ぶーけ』と書かれたドアプレートが掛かけられ、すっかりゲーマーたちのたまり場になった俺の部屋。

　俺と花は他ほかのメンバーを待っていた。

　花は美少女大戦をプレイして、一人盛り上がっている。

「んあああああヒメリカちゃぁぁぁん♡♡♡　今日も世界一キュートだよぉぉぉぉ♡♡♡」

　ベッドに座ってその後ろ姿を見ながら、俺は昨日あったことを悶々と考えていた。

　ふと、花が振り向く。

「どーしたの？　元気ないじゃん」

「……間宮って、俺のこと嫌きらいなのかな？」

　思い切って尋たずねると、花は「へ？」と首を傾げた。

「嫌いもなにも、接点なくない？」

「いや、昨日、あのあとさ……」

　説明すると、花はじっと耳を傾かたむけ、それから難しい顔で口を開いた。

「んー。サキはあんたっていうか、ゲームが嫌いなのよ」

「え？」

「理由は分かんないけど、出会った時からずっとそうなの。それも、結構露ろ骨こつに嫌ってる……っていうか、憎んでるっていってもいいかな」

　昨日向けられた、鋭するどい視線を思い出す。あれはそういうことだったのか……

　花はヒメリカクッションを抱だき寄せた。

「サキはもちろん大事だし、ゲームも好き。本当は、どっちも胸を張って好きって言えたらいいんだけど……でも、嫌いなものを無理に押し付けるのはどうかなって思うし、大事な友達に嫌いやな思いさせたくないし。だから、発言には気を付けてる」

　花がゲーマーだということを隠かくしたがっているのは、てっきりギャルとしてのプライドの問題だと思っていたが、そういう理由があったのか。

「……間宮って、一人っ子か？」

「へ？　おにいちゃんがいるけど、仲悪いみたいで……なんで？」

「いや」

　男兄弟がいれば、ゲームをする機会もあると思うのだが、仲良くないならあんまり関係ないか。まあ、考えてみれば、俺もありすと一緒にゲームとかしたことないしな。

「……なんでそんなにゲーム嫌いなんだろうな？」

「さあ？」

「それにしても間宮って妹だったのか。少し……いや、かなり意外だな」

「あー。あんた知らないだろうけど、サキってすごいかわいいんだよ？　妹属性ばりばりって感じ」

「ええ～？」

　想像がつかない。間宮はどちらかというときりりとしていて、可愛いという言葉とはまたベクトルが違ちがう気がした。まあ女子のいう可愛いってよく分からないからな。

　しかし……と花を見み遣やる。

　間宮がこんな花を見たらどう思うのだろう。部屋着にすっぴんでゲームキャラのクッションを抱き、休日の朝からゲームにいそしむダメゲーマーを絵に描かいたような姿。ましてゲームオタクとして通っている地味な自分が、こうして同じ部屋でゲームする仲だと知れたら……

　食い殺さんばかりの目つきを思いだして、背筋が寒くなる。

（バレないように、ますます気を付けなきゃな……）

　そうこうする内に、ぶーけの面々が集まってきた。

　最初に現れたのは紗々乃だ。

　今日も出会い頭がしらに花にケンカをふっかける──かと思いきや。

「ごきげんよう、ポンコツちゃん。今日も可愛いわね」

「っ、は？　え？　な、なによ、からかおうったってそうはいかな──」

「あなたの守しゆ護ご霊れい」

「にゃあああああああ!?　そーゆーのやめてって言ってんじゃんんんんんんん！」

　クッションで叩たたかれながらも、紗々乃はにこにこしている。

　笹ささ倉くら紗々乃。大学生でお金持ちのお嬢じようさま。毒舌にしてちょっとスピリチュアル的な要素が入っていて、花とは犬けん猿えんの仲──に見えるが、実はいいコンビなのではないかと思っている。紗々乃も花を妹のように可愛がっている節がある。……可愛がり方がちょっと分かりづらいけど。

　花と紗々乃が言い争っているさなか、ばん、と扉が開いた。

「待たせたな、我が同どう朋ほうたちよ！　紅ぐ蓮れん騎き士しとその使い魔ま、ここに降臨！（こんにちは、今日も来ました！）」

「あう……」

　入ってきたのは一いちノの瀬せ和かず希きと雪ゆき田たゆえ。共に中学二年生で、同じクラスらしい。

　カズキは今日も赤と黒を基調にしたゴスロリ服に身を包み、バラの眼帯をしている。

　ちょっと厨ちゆう二にをこじらせているところもあるが、基本いい子だ。いい子なのだが……

「ああ、主あるじ、今日もその甘き血潮が我が胸を震ふるわせる……まさに魔に魅み入いられし造形……！（今日の血管も素す晴ばらしいですね、まさに理想の手です！）」

　カズキは俺の手を取り、食い入るように見つめ、

「……舐なめてもいいですか？（舐めてもいいですか？）」

「だめですね」

　そっと手を取り返した。

　このカズキ、根はいい子なのだが、俺の手が好きすぎるという困った趣しゆ向こうを持っているのだ。いや好きというだけなら可愛いのだが、隙すきあらば舐めたり嚙かんだり持って帰ったりしようとするので、油断ならない。

　一方ゆえは、部屋に入るなりとととと、と隅すみっこの定位置に駆かけ寄り、白いクッションを抱かかえて縮こまった。小動物的な見た目通り、内気な性格でなかなか慣れてくれない……のだが、ゲームで白熱してくると全く別の人格が現れたりする。それはまたおいおい。

　メンバーが勢せい揃ぞろいしたのを見て、花が勇んで立ち上がった。

「今回はぶーけとして、初の動画を撮とるわよ！」

「ええ。いったい何のゲームをするの？」

　紗々乃に促うながされて、花は満を持してパッケージを掲かかげた。

「これよ！　【キングすごろく】！」

　なんとなく「おおー」と歓かん声せいが上がる。

「どういうゲームなんだ？」

「知らない」

　知らないのかよ。

「でもすごろくっていうくらいだし、人生ゲームっぽいあれでしょ？　初めてのチーム実じつ況きようだし、メンバーの個性を見せるためには、ゆっくり系のボードゲームがいいんじゃないかなって思ったの！」

　俺の受け売りじゃねーか。

「はい、読んで！」

　有う無むを言わさずパッケージを押し付けられた。おまえが説明するんじゃないのかよ。

　裏の説明書きに目を通す。

「あー、なるほどな」

　要は、すごろくと王さまゲームを足して二で割ったゲームらしい。

　プレイヤーは順番にルーレットを回し、出た目の数だけ進む。マスには色々な指示が書いてあり、止まったマスの指示に従わなくてはならない。たとえば「十回腕うで立たて伏ふせをする」や「コーラを一気飲みする」などなど。マスの種類にはラブマス、体力マス、試練マスなどさまざまな種類があるとか。

「ふーん、おもしろそうじゃん。しかも実況者に必要な臨機応変さを鍛きたえるのにうってつけね。ナイスあたし！　冴えてる！」

　花が冴えているかどうかはともかく、確かにおもしろそうだ。

「まあ、仲良くやれよ？」

　俺はベッドに座って見学の姿勢に入り──

「あんたも参加しなさいよ」

「えっ」

「せっかく五人でできるゲーム探してきたんだから」

「いや、でも……それだと……」

　俺はもともとぶーけの実況には加わらないつもりでいた。

　フローラ花は既すでにミリオン実況者だし、Ｓ紗Ｓ々Ｓ乃にもファンがついている。ぶーけとして一いつ緒しよにプレイすれば、自然他のメンバーにも注目が集まるだろう。たくさんの人に見てもらえるのはもちろん嬉うれしいのだが、俺には自分の実力で有名実況者になりたいという夢があって……チームの力を借りるのは、なんだか虎とらの威いを借る狐きつねのようで気が進まないのだ。

　花が、俺の胸中を読んだように提案する。

「あたし考えたんだけど。チーム用に、別の実況者名を作ればいいじゃん」

「あ」

　なるほど。今俺はねむひことして動画を上げているが、それとは別人のふりをしてチーム実況に加わればいいのだ。

「名前どうしようかな」

　カズキが元気よく手を上げる。

「『闇やみに祝福されし堕だ天てん使し』！」

　長いな。

「にゃ、『にゃん子ちゃん』で、どう、ですか……」

　可愛かわいすぎないか？

「『モザイク』はいかがかしら？」

　なんで人をわいせつ物扱あつかいするの？

「えー、思いつかないし。もう『モブ』でよくない？」

「「「あー」」」

　何が「あー」なんだよ。せめてもうちょいいい名前……

「よし！　じゃあ、録画はじめるわよ！」

「待って、俺モブで決まりなの？」

「え、なんか問題ある？」

「問題っつーか、ちょっと哀かなしすぎないか？」

「そんなことないって。試ためしに自己紹しよう介かいしてみてよ」

「え？　えー……初めまして、モブです」

　あ。すごいしっくりくる。

「じゃあ決まりね！　みんな、気合い入れていくわよ！　ちゃんと実況名で呼び合うよーに！」

　というわけで、初めてのチーム実況が始まった。カズキこと紅蓮騎士はネット上は男だと思われているので（実際、俺も会うまで男だと思っていた）、対外的には男二、女三のチームということになる。……男女混合のチーム実況って、けっこう珍めずらしいかもな。

　マイクのスイッチを入れ、ゲームスタート。

「初めまして、チーム『ぶーけ』です。今日はチームとして初めて実況していきまーす。まずは自己紹介から、あたしはフローラ。普ふ段だんは美少女大戦やってまーす」

「ＳＳＳよ、まったく怖こわくないホラーシリーズをＵＰしているわ。よろしくね」

「ゆえ、です……生放送、してます」

「我は紅蓮騎士ロディリオ・アル・ディ・ヴァルテリア！　漆しつ黒こくの力の前に跪ひざまずけ愚ぐ民みん共！」

「えー、モブです。よろしくお願いします」

「というわけで、この五人でお送りしまーす！」

　さすがミリオン実況者のフローラ、滑すべり出しは順調だ。

「記念すべき初ゲームはこれ！　【キングすごろく】！　ルールは……やれば分かる！」

「そこは説明しとこうか」

「ざっくり言うと人生ゲームみたいなものだけど、王様ゲームの要素もあって、プレイヤーは止まったマスの指示ミツシヨンに従うの。さらに今回はぶーけとして追加ルールを決めるわ！」

「追加ルール？」

「そう！　止まったマスの指示には全力で従うこと！　パスは論外！　やるからには本気でやるわよ！」

「それは面おも白しろそうね」

　紗々乃が同調し、カズキが鼻息を荒あらくする。

「あ、主の指をふやけるまで舐めろという指示が出たのなら、従うのも致いたし方かたなし……！」

「……そんな指示が出ないことを祈いのる」

　まずはそれぞれキャラクターを作成していく。といってもごく簡単で、性別と容姿を決めるだけだ。

　パラメーターは、容姿、体力、頭脳、社交性、体調の五つ。各ステータス値はルーレットでランダムに振ふり分けられる。

「やったー！　あたし容姿と社交性めっちゃいいんだけど！　すごいカリスマっぽい～やっぱそーゆー定めなのよねー！」

「その代わり、頭脳はからっぽのようね？　本人そっくりだわ？」

「はあ!?　あたし勉強できるし！　てか頭脳ばっかりのガリ勉女に言われたくないんだけど!?」

　ゆえは社交性の低い引きこもりタイプ、カズキは体力特化の脳のう筋きんタイプだ。

「主！　主はいかがですか!?」

「おおむね平均値」

「あー……っぽい」

　花、なんだそのモブにはお似合いね、とでも言いたげな目は。

　大体のキャラが決まった。それぞれすごろくを進める内にどう成長していくのか見ものである。

　ゲームは小学校に入学したところから始まる。

　画面下部に、王おう冠かんを被かぶったザリガニのキャラクターがあらわれ、メッセージが流れた。

『おめでとう！　きみも今日から小学生だよ！　子どもの世界は時として大人より残ざん酷こく！　人生のふるい落としはすでに始まっているよ！　気を引き締しめていこう！』

　思ったより世界観がシビアだな。

　最初のプレイヤーは紗々乃。六進み、緑のマスに止まった。

『緑のマスは社交性マス！　社交性を上げるチャンスだよ！』

「良かったじゃん、ガリ勉から抜ぬけ出せるかもよ？」

「あらあら。ただでさえポンコツちゃんに申し訳ないほど完かん璧ぺきだというのに、このうえ社交性まで上がったらどうなってしまうのかしら」

「まあミッションに成功すればの話だけどねぇ？」

　さっそくばちばちと火花を散らす花と紗々乃。

「いがみあうのはいいけど、動画撮ってんの忘れんなよ……？」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中、ザリガニが指示を発表する。

『クラスで人気者になりたい！　ミッション【一人漫まん才ざいをマスターしよう！】』

「「「「一人漫才!?」」」」

　紗々乃が!?

　思わず画面を凝ぎよう視しするが、ザリガニはミッションを表示したまま動かない。あとは勝手にやれってこと!?　フリが雑すぎないか!?

　思いがけない事態に動どう揺ようする俺たちをよそに、紗々乃がすっくと立ち上がった。

「さあみんな、やるわよ」

「え、え、え……？」

　俺たちを置き去りにして、紗々乃は晴れやかに両手を掲かかげる。

「せーの、ばんざーい、ばんざーい、ばんざーい!!」

　ぽかーんとする俺たちをよそに、誰だれも居ない右みぎ隣どなりに向かってぺしりと裏うら拳けん。

「って、それは一人ばんざいやないかーい」

　そしてぺこりと頭をさげた。

「ご静せい聴ちよう、ありがとうございました」

「「「「…………」」」」

　紗々乃が淡たん々たんとコントローラーを操作して、ザリガニが吠ほえる。

『それでは審しん査さターイム！　ＳＳＳさんがミッションをクリアできたかどうか、みんなで審査してね！』

　どうやら他ほかのメンバーが可否を判断し、その結果がパラメーターに反映されるらしい。

　いつの間にか正座していた俺たちに、紗々乃がにこにこと促うながした。

「審査ですってよ？　どうぞ？」

　びくっ！　と肩かたが跳はねる。

「ね、ねえ、あたしたちはいったい何を見せられたのかしら……？」

「わ、わからん……」

　花に小声で答えつつ、審査員たちに念を押す。

「いいか、公平にだぞ。普段の恨うらみや恐きよう怖ふは忘れ、心を強く持って公平な判断を下すんだぞ？」

「何が言いたいのかしら、宗モ彦ブくん？」

　冷ひや汗あせを垂らしつつ手元のコントローラーを見つめる。可なら○、非なら×ボタンを押せとのことだが……今のはどっちだ？　果たして漫才といえるのか……いや、せいぜい小ネタ……何よりこの緊きん迫ぱく感かん、とても漫才後とは思えない……紗々乃はいったいどういうつもりで……

　ちらりと見ると、紗々乃は頰ほおを包んではにかんでいた。

「はー、けっこう上手にできたと思うのだけれど……漫才って難しいのね」

「…………！」

　マジだったんだー！　しかも満まん更ざらでもなさそうだ！　自分では悪くない出来だと思っているー！

　俺は震ふるえる手でボタンを押し──そして、結果発表。

　可…三人。非…一人。

『ノリツッコミ成功！　クラスの人気者になった！　社交性が三上がった！』

　一人非に投票したらしい花が、「ちょっと!?」と猛もう然ぜんと食って掛かかる。

「なんであれが可なのよ!?　あれが漫才だと思う!?」

「い、いや、紗Ｓ々Ｓ乃Ｓの、なんだ……度胸と努力を買ってやりたいと思って……」
















「漫才ってそうやって分ぶん析せきするもんじゃないじゃん！　観客が笑ってこそじゃないの!?　コメントだってきっと今いま頃ごろ冷え切ってるわよ!?　観みた人ぽかーんよ!?」

　勝利を勝ち取った紗々乃はご機き嫌げんだ。

「さあ、次は誰かしら？」

「我の番だな！」

　カズキが意い気き揚よう々ようとルーレットを回す。

　……しかしこのゲーム、ミッションがけっこうえげつない。次はどんな試練が襲おそい来るのか……。

　ルーレットは三、赤いマスに止まった。

『赤いマスは体力マス！　老後に備えて筋肉を鍛きたえよう！　【一〇分で腹筋五〇〇回！】　よーいスタート！』

「!?」

　いや五〇〇回は無理だろ！

　問答無用でタイマーが画面に映し出された。カズキが仰あお向むけになる。

「あ、主あるじ！　我が闇やみの四し肢しをその身を以もつて押さえよ！（足を押さえていてください！）」

「あ、お、おう!?」

　慌あわてて足首を押さえると、カズキは芋いも虫むしよろしく身み悶もだえた。

「あ、あひぃぃぃぃ、主の手がぁぁぁぁぁっ」

「時間ないぞカズキ紅蓮騎士！　つか五〇〇回もできるのか!?」

「フフ。見くびって貰もらっては困る。今こそ我が真の力を解放する時！　ウォォオオオッ！」

　おおっ！　すごい気き迫はくだ！

　俺たちが熱い目で見守る中、カズキは腹筋にぐっと力を込こめ、

「はひ……っ、はひー……」

「…………」

　一ミリも起き上がってないんですけど。

「い、今こそ解放の時ーっ！」

　決めぜりふを繰くり返すが、やっぱり上がらない。

「うっ、今こそ！　今っ！　こ、今度こそ！　ふぇ！　やっぱりさっきの噓うそ！　今から！　今から真の力を出す！　はぅっ！」

　威い勢せいのいい啖たん呵かとは裏腹に、上半身はぴくりとも動かない。

　これがあと九分も続くの……？

　やがてカズキは「うっ」と呻うめいたっきり動かなくなった。

「か、かずき、だいじょうぶ……？」

　ゆえが見かねて声を掛けると、力なく微笑ほほえむ。

「あ、主が手を舐なめさせてくれたら……できる気がします……」

「それ俺に何かメリットある？」

　あ、でも前に頭を撫なでたときにけっこう喜んでたな。それくらいなら……

「じゃあミッション成功したら、頭を撫で──」

「ふんっ！」

　言いも果てず、カズキがズドドドドド！　と凄すさまじい勢いで高速腹筋を始めた。

「「「かぐ、、カズキ紅蓮騎士────────!?」」」

　今までの何だったの!?

「ふ、ふぉぉ……」

「まるで別人のようだわ!?　か、数えるのが追いつかない……！」

「す、すごい、さながらキツツキ……『神速のキツツキ』！」

「その異名とてつもなくダサいな!?」

　カズキは着々と回数をこなしていく。

「ラスト一回……っ！」

　しかし限界を迎むかえたのか、カズキは仰あお向むけになったまま動かない。

「は、ふぅぅぅ……っ！」

「がんばるのよ、カズキ紅蓮騎士！」

　花は涙なみだぐんでしまっている。

「あんたも何か言いなさいよ！」

　カズキがやる気の出そうな応おう援えんっ、えーっと、えーっと……!?

　俺は身を乗り出した。

「わ、我が眷けん属ぞくよ！　汝なんじが闇の力を解き放てっ！」

「ふぉぉぉぉっ！」

　カズキは弾はずみをつけて、一気に起き上がった。

「お……！」

「や、やった……！」

　カズキが喜びに目を見開き──至近距きよ離りでばっちり目が合った。カズキの上気した顔が、まつげの触ふれそうな距離にあって……

「は、ひぃ……」

　カズキはみるみる赤くなって、仰向けに倒たおれた。

「カズキ紅蓮騎士？　ちょっと、カズキ紅蓮騎士!?」

「メディック、メディィィーック！」

　タイマーがゼロを示した。

　その後、献けん身しん的な介かい抱ほうを受けて、カズキは復活、見事にミッション成功と相成った。

『ミッション成功！　体力が五上がった！』

「あるじっ、あるじっ♪」

「よしよし、がんばったがんばった」

　約束通り撫で回してやると、カズキは幸せそうに目を細めた。

「さて、次はゆえか？」

　ゆえは頷うなずくとルーレットを回した。止まったのは青いマス。

『青いマスは体調マス！　季節の変わり目で風か邪ぜを引いてしまった！　病は気から！　【爆ばく笑しようして、風邪を吹ふき飛ばそう！】』

「「「「!?」」」」

　空気がざわっと波立つ。

「ば、爆笑……」

「ゆえが爆笑だと……!?」

　笑ったところすら見たことないのに……？

　当の本人はというと、

「し、しにます」

「待って待って待ってゆえち！」

　すみやかに窓から飛び降りようとするのを、全員で引きとめる。

「に、苦手なら無理することないって！　パスしようぜ、パス！」

「だ、だが主、我らには血の盟約が……！（パスなしってルールが……！）」

「それにここで日ひ和よれば、視し聴ちよう者からブーイングがくるのは必至だわ？　チームとしての姿勢が問われるわよ？」

　花が爪つめを嚙かむ。

「くっ、こうなったら……！」

　花、何か名案が!?

「あんた、ゆえちを笑わせてよ！」

「丸投げ!?」

　しかもすごいハードル高い！

　気が付くと、その場にいる全員が俺に注目していた。

「え、えー……？」

　笑わせる、しかも爆笑って……俺、だれかを笑わせたことあったっけ？　これまで目立たないよう無難に過ごしてきたから……

　期待のこもった視線に焦あせりが募つのる。必死に記き憶おくを手た繰ぐる内、ふと一筋の光明が差した。

　あ、待てよ？　そういえば去年の正月、親しん戚せきが集まった時に……！

　俺は思い立つと、弾みをつけて立ち上がった。

　ゆえの両りよう脇わきに手を差し込み、

「た、たかいたかーい……！」

　高々と持ち上げる。

「…………」

「…………」

「……ほぁ……」

　俺とゆえはしばし見つめ合い……ぱーん！　と後頭部をはたかれた。

「いって!?」

　スリッパを構えた花が憤いきどおる。

「あんた何考えてんの!?」

「いや、親戚の一歳児はめっちゃ笑ってくれたからっ……！」

「なんでゆえちと赤ちゃんを同列に扱あつかってんのよ!?」

「だ、だって、俺に出来ることといったらこれくらいで……」

「とにかく今すぐ降ろして！」

「主ぃ……我を差し置いてなぜそのようなっ……！」

　カズキまで血走った目で俺をガン見している。

　俺は仕方なくゆえを降ろした。柔やわらかくて軽かった……

　ゆえは爆笑することはなかったものの、どことなくほわほわしている。

　これはミッション失敗か……？　という空気が漂ただよい始めた中、手を上げる猛も者さがいた。

「仕方がないわね、ここは私が」

「紗Ｓ々Ｓ乃Ｓ!?」

　緊きん迫ぱくした空気が流れる。さ、紗々乃がゆえを爆笑させる!?　いったいどうやって……！

　紗々乃はふふっと微笑んだ。

「この前、使用人がセロリと間ま違ちがえて、テレビを買ってきた話なのだけれどね」

「「「「……え？」」」」

　俺たちがいろんな意味で耳を疑う中、紗々乃はその使用人が普ふ段だんからいかにおっちょこちょいで、その朝どのようなやりとりをしたのかを詳しよう細さいに語り出した。

「その朝、私はいつものように起きてすぐにモーニングティーをいただいたの。その日の紅茶はアッサム、ミルクをたっぷり入れて……」

　事件のあらましを、抑よく揚ようたっぷりに、楽しげに語り、

「それでね、ふふっ、箱を開けたら、ぷっ、……な、なんと、んっ、ふふっ……せろ、セロリじゃな、んふっふ！　あ、ごめんなさい、ふふっ……せ、セロリじゃなくて、五七型テレビだったのよっ……くふふっ、う、ふふふっ、んふーっ！」

「「「「…………」」」」

　真顔のまま動かない観衆。一人ツボにはまっている語紗り々手乃。

　紗々乃はひとしきり笑って、「ふう」と満足そうに汗あせを拭ぬぐい、

「ああ、おもしろかった」

「どこが!?」

「あら、どうしたの、ゆえちゃん？　遠えん慮りよせずに爆笑していいのよ？」

「……え、えへ、えへへ……」

　無理に笑ってるの明らかだし、むしろ涙目で逆に泣きそうなんだけど!?　可哀かわい想そう！

　泥どろのような沈ちん黙もくからいち早く立ち直ったのは花だった。

「ちょっとふざけないでよ！　今のどこに笑える要素があったの!?　スケール違ちがいすぎてぜんぜん笑えないんだけど!?　てゆーかツッコミどころ満まん載さいなんだけど!?　セロリとテレビを間違えるってなに!?　いやほんと何!?　あと話が無む駄だに長い！　あんたの飼い犬が黒毛和牛しか食べないくだりとか要いる!?」

「あら。この面おも白しろさが分からないなんて、センスがないのね、ポンコツちゃん」

「あんたに言われる筋合いないんだけど!?」

　激しく同感だ。

　紗々乃は溜ため息いきを吐ついた。

「仕方ないわね。では、とっておきの話をするわ？　使用人が、チューリップの球根と間違えて父上を庭に埋うめた話なのだけれどね、んっ、ぷふっ」

「だからなんでオチを先に言っちゃうの!?　そしてお父さん大だい丈じよう夫ぶ!?　事件のにおいがするんだけど!?　その使用人早々にクビにしたほうがよくない!?　あとしゃべりながら自分で笑っちゃうのやめたほうがいいって、絶対！」

　ツッコミがいちいち的確なので、花は割といい芸人になれると思う。

　見ると、ゆえは部屋の隅すみでますます縮こまってしまっていた。とてもじゃないが爆笑などという雰ふん囲い気きではない。

「……これは正直無理ゲーだろ……」

　俺は思わず溜息を吐き──

「無理ゲー……？」

　ゆえが、ぴくりと顔を上げた。

「……今、無理ゲーっつったか、コラ……」

「!?」

　地を這はうような声に血の気が引く。

　ゆえはことゲームに関して、白熱すると別人格が出るのだが……俺、もしかして地じ雷らい踏ふんだ!?

「あ、いや、今のはっ……！」

　ゆえはローテーブルをひっくり返しそうな勢いで立ち上がると、俺の胸むなぐらを摑つかんだ。

「黙だまって聞いてればさっきからへたれた言い訳ばっかり並べやがって！　コルァアアアアアア！」

「ひいいいいいいいいい!?」

「ふざけんなよ、何が『たかいたか～い』だ、舐なめてんのかテメエエエエエエ!?」

「で、でもちょっと喜んで──」
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「噓うそです噓です！」

「セロリだのテレビだの紅茶がどうだの、つまんねー話聞かせてんじゃねーぞボケこらァァアア！」

「それは俺じゃないけど！」

「うるせえ、息を吸う価値もないゴミがァァァア！　いいから笑わせてみろっつってんだよぉぉぉおお！」

「ヒイイ!?　ごめんなさいごめんなさい！　ゆえ様を笑わせられないゴミでごめんなさい！」

「そうだそうだ、跪ひざまずけぇ、命いのち乞ごいをしろォ！　あはははは！　あーははははは！」

　土ど下げ座ざした俺の背中を、ゆえは小さな足でふみふみする。

「……ゆえち、すごい楽しそうね」

「爆笑しているわね、一応」

　他のメンバーが審しん査さボタンを押す。

『ミッションクリア！　風邪が治って体調が五上がった！』

　ファンファーレが鳴り響ひびき、ゆえのステータスが向上する。

「主あるじ、主っ、雌し伏ふくの時は過ぎた！　今こそその勇姿を示せ（大丈夫ですか、気をしっかり）！」

　カズキに背中をさすられて、ようやく顔を起こす。

　ゆえは元に戻もどってすっかり縮こまっていた。

「あ、あの……ごめんな、さい……っ」

　ぷるぷると震ふるえているその頭を、撫なでる。

「いいよ。ミッション達成できてよかったな」

「……あんたマゾなの？」

「いや、別にそういうわけじゃないけど……」

　花に神しん妙みようそうに聞かれて首を傾かしげる。

　なんか、いつも怯おびえておどおどしているだけに、別人格でストレスを発散しているゆえを見るとちょっと安心したりする。

「さて、それじゃあ俺の番だな」

　気を取り直してルーレットを回す。黄色いマスに止まった。

『黄色のマスは頭脳マス！　今から出す問題を計算しよう！』

「計算か……」

　喉のどを鳴らして身構える。これまでのミッションを考えると、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ。

　一体どんな問題が……!?

『それでは問題！　たかしくんは、りんごを八個買いました。そのうち三個を、秘ひめられた力で闇やみに葬ほうむりました。残ったりんごは何個でしょう？』

「………」

『五』を選んで、入力。

　ファンファーレが鳴り響く。

『正解！　頭脳が三上がった！』

「いや何だよこれバカにしてんの!?」

　なんで俺だけ何のひねりもないんだよ!?

　花たちは難しい顔で考え込んでいる。

「正直、あんたよりたかしくんの方が気になるわ……」

「赤き果実を闇に葬る……もしや呪のろわれしマナの使い手か……？」

　見ろ、この微び妙みようすぎる盛り下がりようを!?　実じつ況きようで一番やっちゃいけないパターンのやつだぞ！

「俺もなんか見せ場欲ほしかったー！」

　頭を抱かかえていると、花が意い気き揚よう々ようとコントローラーを奪うばった。

「さあ、いよいよ真打ち、あたしの番よ！」

　勇んでルーレットを回す。止まったのはピンクのマス。

「どんなミッションだってこなしてやるわ！　こい！」

　花が鼻息荒あらく待ち受ける中、ザリガニがミッションを発表する。

『ピンクのマスはラブマス！　モブさんとポッキーゲームをしよう！』

「「!?」」

　花と顔を見合わせる。

　花はたちまち真っ赤になって首を振ふった。

「や、やだ！　やだやだやだやだ、できるわけない！　パスっ！　パスパス、パスーっ！」

　い、いや、気持ちは分かるけど、そんなあからさまに嫌いやがるなよ、さすがに傷つくぞ……？

「あら、パスはなしだと宣言したのはポンコツちゃんだわ？」

「で、でもっ、ほら、ポッキーないしっ！」

　確かに、菓か子し皿ざらの上にポッキーはない。

　紗々乃は「そうね」と少し考え込んで、菓子皿に手を伸のばした。

「それではこれはどうかしら？　ベビースターラーメン」

「ゲームする余地ないでしょうがあんたばかじゃないの!?」

「え？　では麦チョコ？」

「もっと無理！　細くて長いものじゃなきゃ意味ないでしょ─────っ!?」

「そうかしら。やってみなくては分からないわよ？」

「やらなくても分かる！　だめ！　できるわけない！　パス！　パスっ！　へいパース！」

　なんでバスケみたいになってんだ。

「仕方ないわね。かっぱえびせんならどう？」

「だからポッキーじゃないと意味ないし！　つか、そんな短いのじゃできないってば！」

「さっきから否定してばかりではないの。そんなに言うなら、本当にできないかどうか、試ためしてみましょうか」

　紗々乃は妖あやしい笑えみを浮うかべると、俺に向かって手招きした。

「宗彦くん？」

「へ？」

　紗々乃はかっぱえびせんを咥くわえたかと思うと、俺の両りよう肩かたにそっと手を置いた。

「は……──」

　何が起ころうとしているか理解するより早く、紗々乃が目を閉じた。人形のように整った顔が近付き──

「や───────────っ！」

「ぐうっ!?」

　かっぱえびせんが唇くちびるに触ふれる直前、横から思い切り花に突つき飛ばされた。ベッドの角に額を強打する。

「花フローラ！　おまえなあ!?」

　と言いつつも、内心で安あん堵どしている自分がいた。危ねぇぇぇっ……！　万が一あのままあれしてたら、あれがあれしてあれしてたんじゃ……!?

　俺の顔をなおベッドに押し付けながら、花は紗々乃に怒ど鳴なり散らした。

「あんた何してんのよぉぉぉぉおっ!?」

「あら、ポンコツちゃんが無理だというから、私が試そうと思っただけだわ？」

「だったら、あ、あた、あたしがやるわよっ！」

　花は菓子皿からかっぱえびせんを取り上げた。

　俺に向かって手をくいくいと動かして、挑ちよう発はつのポーズ。

「きて！　きなさいよ！　かかってこい！」

「なんでキレてんだよ!?　第一そんなっ、でき、できるわけねーだろ！」

　紗々乃の時は不意を突かれたが、これってなんかいろいろ紙かみ一ひと重えだろ！

「いいから！　早くしなさいよへたれ！」

「だっ、誰だれがへたれだ!?」

　挑発するだけして、花はかっぱえびせんを咥えて目を閉じた。

「っ……！」

　っ、いいだろう、そんなに言うならやってやるよ……！

　花の肩かたをおそるおそる摑む。こ、こいつの肩、すごい細い……のに、柔やわらかい……

　首を傾かたむけ、ゆっくりと顔を近づける。うわ、すごいいいにおいする……ちょ、ちょっと待て、これ……え、ゆえとカズキに見せて大だい丈じよう夫ぶなの？　い、いやいや、こんなのただのポッキーゲームだしっ……！

　と、花がぶるぶると震え始めた。

「む……む……む……」

「……む？」
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「ぶっ！」

　思い切り顎あごを押し上げられて悲鳴を上げる。

　花は咥えていたかっぱえびせんをさくさくさく！　と食べてテーブルに伏ふせた。

「わあああああできないいいいいいい！　せめてトッポにしてよおおおおおおおおお！」

「もう、わがまま言わないの。最後までチョコたっぷりなんて、人生はそんな都合よくいかないのよ？」

　紗々乃がちょっとズレた観点でたしなめているその横で、ゆえが「ハッ！」と何か閃ひらめいたように姿勢を正して、ごそごそと鞄かばんを漁あさった。カラフルなパッケージを差し出す。

「これ……」

「何だ？　グミ？」

　超ひもＱグミと書いてある。開かい封ふうしてみると、紐ひも状のグミが出てきた。

「うわ、長い」

　一メートル三〇センチくらいある。縄なわ跳とびが出来そうなくらい長さのあるグミを見て、花が顔を輝かがやかせた。

「それならできそう！」

　え、これでやるの？　マジで？　ポッキーゲームの趣しゆ旨し分かってる？

　俺たちは部屋の壁かべ際ぎわに立つと、グミの端はしと端を咥えた。

「……ほほいは（遠いな）」

「ほんふふぃふぁふぁいふぇほ（文句言わないでよ）」

　紗々乃が促うながす。

「それでは、どうぞ？」

　むしゃ。むしゃり。……むしゃ。

　紗々乃たちに見守られながら、端から少しずつ食べていく。

　なんか、これ……すごい地味だな……？

「……ほへ、ふひひはへはんはへほ（俺、グミ苦手なんだけど）……」

「ふほ、あはひひゅほいひゅひ（うそ、あたしすごい好き）」

　じゃあもっとがんばってくれないか……？　さっきからぜんぜん近付いてないんだけど……っていうか、ずっと無音なんだけど……実況とは一体……。

　むしゃ……むしゃ、むしゃ……。

　たるんでいたグミが少しずつ張っていく。地味に距きよ離りを詰つめていく俺たちを、カズキとゆえが口を開けて暇ひまそうに見上げている。俺たちの距離はようやく三〇センチほどに迫せまっていた。

　でもこれ、最終的にどうなるんだ？　結局はまたかっぱえびせんの二にの舞まいになるんじゃ……っていうか、グミってけっこう腹に溜たまる……

　と、俺たちを見ていた紗々乃が、ぽんと手を打った。

「ああ、何かで見たとおもったら、ディズ○ーの『わんわ○物語』だわ？」

「「ふぁんふぁんほほふぁはひ（わんわ○物語？）？」」

「ええ。わんちゃんたちが、仲良くパスタを食べるのだけれど、一本のパスタを食べていく内に、うっかりキスしてしまうの。可愛かわいいわよね」

　それ、今言う必要ある……!?

　慌あわてて目を向けると、花は真っ赤になってぷるぷるしていて。

「ふんぬっ！」

　花がグミを嚙かみ切って、跳はね上がった端はじっこがびたーん！　と顔を直ちよく撃げきした。

「ぶはっ!?」

　鼻を押さえて悶もだえる。

「ちょ、おま、ふざけんな！　まだあとこんなに残ってるじゃねーか！」

「は、はああ!?　何よっ、あんたみたいなヘタレとポッキーゲームしてやっただけでも感謝しなさいよねっ!?」

「なんだとコラ!?　ポッキーじゃねえし！」

「宗彦くん、そこはへたれに怒おこるところではないの？」

　花は首まで染めたまま、憤ふん然ぜんと腕うでを組んだ。

「さあ、やってやったわよ！　これで文句ないでしょ、審しん査さしなさい！」

　紗々乃たちはぽちぽちと投票し、

『ミッション失敗！』

「なんで────!?　あたしあんなに頑がん張ばったのに─────！」

　紗々乃とゆえとカズキは、それぞれ異口同音に、

「「「ポッキーじゃないから」」」

　だよね。

「だったら最初からやる必要なかったじゃん、ばかぁぁぁぁああ！」

　ザリガニが失敗者への制裁を下す。

『ミッションを達成できなかったフローラは、一回休みに加えて、ふりだしに戻もどる！　さらに、体力と頭脳が二四七三九下がった！』

「下がりすぎじゃない!?」

　それ以降も、数々の無理難題が俺たちを襲おそった。

　混乱と阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、『キングすごろく』は進み──

『ゴール！　勝者はモブさんです！　おめでとう！』

　……俺が勝ってしまった。普ふ通つうに。特に見どころもなく、何の山場もなく、一番初めにゴールに滑すべり込んでしまった。

「……なんか、ごめんな……？」

　俺とは反対に、無茶なミッションばかり出て最下位になった花は怒いかり心しん頭とうだ。

「あんただけ無難なミッションばっかりでずるいーっ！」

「なぜ主あるじの手を舐なめろという天てん啓けいが下されなかったのか……やはり我が闇やみの力はまだ遠く及およばぬということか……」

　カズキは何やら難しい顔で考え込み、ゆえはむしゃむしゃと超ひもＱグミを食べている。

　紗々乃がにこにこと首を傾かしげた。

「楽しかったわね。初めてのゲーム実じつ況きよう、どんな反応がくるか、楽しみね？」

「やだ、撮とり直すっ！　こんなぐだぐだな実況、ネットにＵＰできるわけない！」

　駄だ々だをこねる花に、紗々乃はさらりと告げた。

「あら、もう投とう稿こうしてしまったわ？」

「ええええええええ!?」

　全員そろってノートパソコンに飛び付く。一体いつの間に!?

　動画を再生すると、賑にぎやかな声が溢あふれ、画面にコメントが流れた。

【男女混合珍めずらしくない？】【ちょｗｗｗ　放送事故だろこれｗｗｗｗ】【全員キャラ濃こいな】【グミｗｗｗ　無音ｗｗｗ】【いちゃつくな訴そ訟しよう】【仲が良さそうでなにより】

　そして、動画の最後。

【乙おつ乙おつ】【面おも白しろかった】【次回も楽しみ】

「……すげーな」

　気が付くと、思わず呟つぶやいていた。

　そうしている間にも、再生数とコメントは増えていく。もちろん有名実況者がいて、注目度が高いこともあるだろう。けれどコメントのひとつひとつから、観みている人が心から楽しんでくれているのが伝わってきた。

　動画の中で、いきいきと大おお騒さわぎしている、ありのままの俺たちの姿──

　思わず笑いながら呟く。

「チーム実況としては順調な滑り出しじゃないか？」

　しかし、花はテーブルに伏せていた。

「こんなのが記念すべき初動画なんていやだあああああ！」

「げ、元気、出して、くださいっ……」

「な、嘆なげくことはないぞ、煉れん獄ごくの歌姫カナリアよっ……！」

　年下に慰なぐさめられている花を見て、笑いをかみ殺す。

　騒さわがしくも楽しそうな花たちを見る内に、どうしてか、ふと、間宮のことを思い出した。

（間宮はきっと、こうしてわいわいゲームをしたこととか、ないんだろうなぁ……）

　花のことが大好きらしい間宮が、こういう花を知らないのは、ちょっとだけもったいないなぁと思ったりもして。

　まあ、価値は人それぞれで、無理に苦手なものを押し付ける気もない。俺にできることといえば、こうして花と一いつ緒しよにゲームをしていることがバレないように気を付けるだけだ。

　──こうして俺たち『ぶーけ』の記念すべき初チーム実況は軽いヒットを飛ばし、翌日には一〇万再生を突とつ破ぱすることになるのだった。










　　　◆第二章　ありす、目覚める







　日差しも少しずつ和やわらいできた、とある休日。今日も今日とて集まったぶーけの面々。

　めいめい好き勝手にゲームをして過ごしている中、俺と花はなは美少女大戦で対戦していた。

「んあああああああああヒメリカちゃんいいよ～キック冴さえてるよぉ♡　もっと足上げてみよっか♡　あーん、見えそうで見えない～♡　鉄てつ壁ぺきスカートサイコー♡　あっふ♡」

　ぴょんこぴょんこしているヒメリカに強パンチを打ち込んで、俺の勝ち。

　花がコントローラーを投げ出して大の字になる。

「んぁ～、また負けたぁぁぁー！」

「ほんと上達しないな」

　理解は早いのに、いざ実じつ践せんとなると目も当てられないことになる。他ほかは完かん璧ぺきなのに、なんでゲームに関してだけこんなにポンコツなんだろ。

　花が俺の背中に足を当ててふみふみと揉もむ。

「あーん、これじゃあいつまで経たってもヒメリカちゃんの良さを布教できない～！　早く凄すご腕うでゲーマーになって世界中にヒメリカちゃんの魅み力りよくを知らしめたい～、ねえなんとかしてよぉ～！」

「踏ふむな、蹴けるな。っつーかもう少し静かに──」

　言い終わる前に階段を上がる足音がして、扉とびらが勢いよく開いた。

「もー、うるさいよ！」

　現れたのは我が愛いとしの妹、ありすだった。部屋を見回して眉まゆを吊つり上げる。

「わ、なにこれ、だらしない！」

　テーブルにはお菓か子しの屑くずが零こぼれ、床ゆかにはゲームのパッケージが散乱している。極きわめつきには、大の字になって俺を踏んでいる花。

「ああ、ごめんな。今片付けるから……」

「お兄ちゃんたち、いつもゲームばっかり！　他にすることないの!?　いい天気なんだから、たまには外で遊ばないとカビはえちゃうよ！」

　小学五年生に諫いさめられるダメゲーマーたち。

　しかし花はこたえた様子もなく、興きよう味み津しん々しんでありすを見上げた。

「そういえばありすちゃんはゲームしないの？」

「しない。何がおもしろいのかぜんぜん分かんない」

　紗さ々さ乃のが小首を傾げる。

「あら、そうなの。もしよろしければ、妹さんも一度やってみない？　何事も経験してみるのは良いことだわ？」

「そーよ、絶対楽しいって！」

「いい。興味ないもん」

　取り付く島もないが、花はなお食い下がった。

「ねえ、やってみようよー！　もし楽しくなかったら、風味本ほん舗ぽのプリン買ってきてあげるからぁ～……こいつが」

「俺かよ」

　プリンという単語に、ありすがぴくりと反応を示した。むっつりとしつつもクッションに腰こしを下ろす。

「……ちょっとだけならやってみてもいいよ。ほんとにちょっとだけね」

「やった！　どんなゲームがいいっ？」

「え、……なんか、楽しいやつ」

　まあ聞かれたって分からんわな。

「んー、初めてなら直感で遊べるやつがいいわよね。かといって簡単すぎても手て応ごたえないし……」

「ぽーたぶるより、こんしゅーまーげーむがいいと、おもいます……」

「ククク、我が深しん淵えんの虜とりこにしてやろう（ナイト・ドラグーンおすすめですよ！）」

「意外とＲＰＧにハマるタイプではないかしら？」

　花たちは楽しそうにゲームを選んでいる。そして、

「これどう!?」

　花が掲かかげたのは『デルタの伝説』だった。

　二十年以上続いている人気アクションアドベンチャーゲームだ。もちろんその面白さはお墨すみ付つき、なのだが。

「ゲーム初心者には難しくないか？」

　このゲーム、何通りものアクションに加えて謎なぞ解き要素もあって、敵の設定もややシビアだ。

「その分やりがいあるっしょ？　ありすちゃんなら大だい丈じよう夫ぶだって！」

　その根こん拠きよはどこから……まあ、ボス戦は無理にしても、ダンジョン序じよ盤ばんまでなら楽しめそうか。

　花がゲームをセットし、ありすがコントローラーを持つ。おお、なんだか新しん鮮せんだ……。
















　主人公が洞どう窟くつで目をさますところから物語が始まった。

「え、これ、どうしたらいいの？」

「まずは洞窟内を探たん索さくするのよ。これ、ゲームの基本ね」

　花がお姉さんぶっている。初めて教える側になっていることが嬉うれしいらしい。

「あっ、なにこれ、宝箱？　誰だれが置いていったの？　開いた。古びたパンツが入ってたって。え、いらないんだけど。なんで？　なんで勝手に手に入るの？　いらないんだけど」

　ぶーけの面々がほほえましく見守る中、ありすは操作を覚えながらストーリーを進めていく。

「わ、わ、外に出た。景色すごい。木に登れる。あっ、崖がけも登れるの？　すごいねこの人」

　その時草むらががさりと動いて、花が緊きん迫ぱくした声を上げた。

「敵よ、木の枝で攻こう撃げきして！」

「えっ、こう？」

　アリスはよどみなくボタンを連打、なんなくゴブリンを倒たおした。なかなか勘かんがいい。

「おお、すごいぞー。ありすはのみ込みが早いなあ」

「ちょ、やめてよ、子どもじゃないんだよっ」

　頭を撫なでると、ありすは真っ赤になって怒おこった。そんなありすを、花が「うぇひひ、可愛かわいい、ありすちゃん」とよだれを垂らさんばかりの慈じ愛あいの目で見つめ、カズキは「主あるじのなでなで……」と羨うらやましそうにガン見していた。

　ありすはついにダンジョンに入った。

「あれ？　道がないよ？」

「ああ、そこは──」

「あっ、もしかして、さっき手に入れた『マグネット』を使えばいいのかな？」

　俺や花がアドバイスするよりも早く、アイテムを駆く使ししてギミックを解いていく。

「…………」

　ありすの手て際ぎわは初心者とは思えないほど丁てい寧ねいで無む駄だがない。内心でベテランぶろうと張り切っていた俺たちは、何とも言えない微び笑しようを浮うかべながらスンッとその様子を見守った。

　やがてありすは中ボスにエンカウントした。

「わ。おっきい岩が動いてる」

　岩に向かって攻撃するが、

「あれっ、攻撃がきかないよ」

　デルダのボスを攻こう略りやくするのはテクニックと観察力が必要で、初心者は必ず苦戦するのだ。ふふふ、どれ、困り果てたころに華か麗れいにアドバイスしてやろう。

　敵は巨きよ大だいな岩を投げてきて、なかなか近づけない。

「うーん。背中の黒いのが弱点っぽいんだけど、どうやって……」

「ふふ、それはだな──」

「あ、そっか、先に爆ばく弾だんで腕うでを壊こわして……よし、と。それで、今のうちによじ登って攻撃すればいいんだね」

「…………」

　ボスのパターンを摑つかむが早いか、怒ど濤とうの反はん撃げき。あっという間に撃げき破はする。

　華麗なプレイの前に、俺たちゲーマーたちはいつの間にか正座していた。

　え、なんか、俺の妹……ゲームの才能、ありすぎ……？

　と、カズキが勢いよく身を乗り出した。

「あ、主の血族よ！　新たなる試練を授さずけよう！（次はこれをやってください！）」

「え？　いいけど」

　カズキが差し出したのは、格かく闘とうゲーム『鋼ごう拳けん』だった。ありすはキャラクターを選ぶ。

「なにこいつ、ロボットみたい。大きくて強そうだからこれにしよ」

「あ、それは……」

　止めようと口を開く。そのキャラは操作性が悪くて使いづらく、ある程度やり込みが必要なのだ。が──

「しっ、だまって！」

「花？」

　花は俺を制止すると、うっすらと笑いながら顎あごの汗あせを拭ぬぐった。

「ふふ……これはとんだダークホースのお出ましだわ……あの子の才能、見極めてみたいのよ……」

　心なしか顔が劇画調になっている。何キャラなんだ、おまえは。

　そしてバトルスタート。

「あれ？　なんか重い。それに手が短い」

　ありすは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、

「まあ、懐ふところに入っちゃえば関係ないよね」

　あっという間にコツを摑むと、連続コンボでＫＯ勝ちを決めた。

「…………」

　その後もありすはアクションはもちろんのこと、パズル、シューティング、レース、あらゆるゲームをことごとく高速クリアしてみせた。その驚おどろくべき才能はギャルゲーにすら及および、

『私、才能があるのに決しておごらないキミのことが、ずっと好きだったの』

　最難関でほぼ攻略不可能といわれた幼おさな馴な染じみからの告白シーンを、俺たちは声もなく見つめていた。

「あれ、もう終わり？」

　当の本人はけろっとしている。

　我が妹ながら、その腕うで前まえに戦おののく。こいつ、もしかしてとんでもない才能の持ち主だったんじゃ……!?

「まさかここまでとは……ありすちゃん、恐おそろしい子……」

「さすがは主の血族！」

「す、すごい、これ、はじめて、みた……」

　花とカズキが歓かん声せいを上げ、ゆえまで珍めずらしく興奮している。

「べ、別に、こんなのたいしたことないし。何がおもしろいのか全然分かんない」

　と言いつつも、ありすは頰ほおを染めて嬉しそうだ。

　ただその言葉通り、ゲームそのものに興味を持ったわけではないらしい。ああ、もったいない……！

「本当に上手なのね。びっくりしてしまったわ？」

　紗々乃はそう言いながら、ノートパソコンを差し出した。

「ねえありすちゃん、次はぜひこれをやってみてほしいのだけれど」

「え？　まあ、暇ひまだしいいケド」

　気の乗らない口調とは裏腹に、既すでにパソコンに向かっている。なんだかんだ仲間に入れて嬉しいんだな、カワイイやつめ。

　紗々乃がゲームを起動させた。どうやら恋れん愛あいシミュレーションゲームだ。

「これも、さっきと同じギャルゲー？　ってやつ？」

「ええ、似たようなものよ」

　場面はどこかの学園だ。

　主人公はごく普ふ通つうの男子高校生。この学園に転校してきて、今日がその初日らしい。

　ストーリーを進めていくと、どんっ！　と誰かにぶつかった。

『いってぇ……おい、気を付けろよな！』

　茶ちや髪ぱつの男子学生だ。聞き覚えのある声だと思ったら、有名な若手声優だ。金かかってんな。

「あ、この人かっこいいかも」

「……そうかぁ？」

　髪かみはツンツンしてるし顎は尖とがってるし、ちゃらちゃらしてそうでいけ好かない。こんなチャラ男、お兄ちゃんは認めません。

　でも変だな、普通、出会うのは女の子じゃ……

　そう思った時、紗々乃がコップを掲げた。

「宗彦くん、麦茶が切れてしまったのだけれど」

「ああ、今もってくる」

　台所に下りたが、あいにく麦茶のストックを切らしていた。仕方なくペットボトルを持って部屋に戻もどる。

「緑茶でもいいか？」

　返事がない。みんな食い入るようにパソコンを見つめている。

「おーい。何をそんな真しん剣けんに……」

　うしろから覗のぞき込むと、──さっきのチャラ男（♂）が、主人公（♂）をベッドに押し倒していた。色っぽいイケメンボイスが流れる。

『俺、ずっとおまえのことが……！』

「うおおおおおおおおおおおおおい!?」

「「「「!?!?!?!?!?!?」」」」

　勢いよくノートパソコンを閉じると、紗々乃以外がびっくーん！　と跳はねた。

「おまっ、子どもになんてもの見せてんだっ！」

「あっ、だっ、だだだだっててててて、い、いきなり始まったからっ、びっくりしてつい見入っちゃって……っ！」

　花は遅おくればせながらカズキとゆえの目を塞ふさいでいる。

　ありすが眉まゆをひそめた。

「ねえ、なに今の？　なんか男の人同士が……」

「なんでもない、なんでもないぞ!?」

　誤ご魔ま化かしつつ、小声で紗々乃に詰つめ寄る。

「さ、さささ、さ、さ紗々乃っ！　おま、これ、ＢＬゲームじゃねーかっ！」

「ええ、そうだけれど？」

　花もすかさず嚙かみついた。

「そうだけれど？　じゃないわよ子どもになんてものプレイさせるのよバカじゃないのこの浅あさ草くさサンバスピリチュアル！　うかれオカルトサイコパス！」

「あら、確かにこれはＢＬゲームだけれど、隠かくれた名作なのよ？　十年以上続いている人気シリーズで、スマホアプリ版も出ているの。十八禁というわけでもないし、多感な時期に多様な価値観に触ふれるのはよいことだと思うわ？」

「そ、それは、そう!?　かも!?　しれない!?　けどっ……!?」

　言葉に詰まる花をよそに、紗々乃は畏い怖ふの混じった視線をありすに向けた。

「それにしても、初見での攻略は難しいと言われている達たつ也やとフラグを立てるなんて、さすがね。私たちは今、新たな才能の開花を見ているのだわ……」

　そりゃあ妹にゲームの才能があったというのはゲーム好きの兄としては嬉うれしいけど、ＢＬはちょっと話が別だぞ！

「いいかありす、今見たものは忘れて──」

　振ふり返ると、ありすは再びゲーム画面を見つめていた。画面の中では半はん裸らの男たちが濃のう厚こうに絡からみ合っていて……いつの間にそんなに進めたの!?

　十八禁すれすれのイラストを食い入るように見つめながら、ありすはぽつりと、

「なに、この気持ち……なんだかときめく……」

　いらんものまで開花しそうになっている──────！

「ありす!?　ありす、しっかりしろ！」

　肩かたを揺ゆさぶると、ありすははっと我に返って首を振った。

「う、ううん、ゲームになんて絶対ハマらないんだからねっ！」

「そうそう、ハマるにしても、俺がおすすめなやつ選んでやるから！　たかしの挑ちよう戦せん状とかチーターウーマンとかさ！」

「えっ、クソゲーじゃん」

　花の呟つぶやきは無視して手を叩たたいた。

「とにかく今日は解散！　さっき見たものはひとまず記き憶おくから抹まつ消しようすること、いいな!?」

　花たちが帰り支じ度たくを始める。

　と、カズキがありすに駆かけ寄って、その手を握にぎった。

「え、え？」

　戸と惑まどうありすを見つめて、きらきらと目を輝かがやかせる。

「き、貴公の力、我が胸に灯ともし火びを宿した！　我と手を携たずさえ、共に修しゆ羅らへの道を歩もうぞ！（ゲームが上手で感動しました！　また一いつ緒しよに遊びましょう！）」

　人見知りのゆえまでやってきて、袖そでを引っぱる。

「こんど、コツ、おしえて……？」

　ありすはまばたきしていたが、頰を染めて俯うつむいた。

「う、うん。あの……よろしく」

　ありすの照れ顔に、思わず頰が緩ゆるむ。いい友達ができたみたいだ。

　花が散歩が待ちきれない犬みたいにそわそわと口を挟はさんだ。

「ねえありすちゃん、あたしも──」

「ギャル子さんは、とりあえずお菓か子しのたべかすを床ゆかにこぼすのやめて」

「ああああん、ありすちゃんが冷たいぃぃぃいあたしにだけ冷たいいいいいいいいい」

　年下にあしらわれている花に苦く笑しようしていると、紗々乃が隣となりにやってきた。

「それにしても、宗彦くんの妹さんがこんな素質をもっていたなんて。まさに灯台もと暗しね」

「そうだな」

　ゲームに興味を持ってもらえるのは嬉しいし、もし好きになってくれたらもっと一緒に楽しめる。これからも折を見て誘さそってみよう。

　……が。




　その数日後。

「……あれ？」

　夕食前のリビング。

　封ふう筒とうの中身を覗き込んで、首を捻ひねる。

「おかしいな」

　バイト代を下ろして、生活費として取っておいたのだが……なんだか減っている気がする。

「なあありす」

「なに？」

　ありすはソファーに座っている。いつもなら漫まん画がかテレビを見ているのに、珍しくスマホに夢中だった。にやにやしながら画面をタップしている。

「この封筒、いじったか？」

「んーん、知らなーい」

「だよなぁ」

　それきり会話は終わる。まあ、俺の勘かん違ちがいかもしれない。

　その時の俺は、まさかありすがＢＬゲームにはまりまくって課金までしていようとは思いもよらないのであった。










　　　◆第三章　死にゲー







「これはこの前やったし……うーん、そろそろ新しいゲーム買いに行きたいな……」

　とある放課後、家中のゲームをひっくり返していると、ぴんぽーんとチャイムが鳴った。

　玄げん関かんを開けると、カズキが立っていた。

「あれ？　ゆえは？」

　後ろを覗き込んでも、ゆえの姿がない。

　いつもなら一緒に来るのだが……

「ククク。使い魔まは血族と共に闇やみの儀ぎ式しきへと赴おもむいた（家族で出かける用事があるそうです）」

「そうか」

　花はなもギャル友とどこかに行くようで、イラつく顔の犬が「今日キャンセルでｗｗｗ　サーセンｗｗｗ」と謝っているんだか煽あおっているんだか分からないスタンプが送られてきていた。こういう謎なぞのスタンプ、どうやって見つけるんだろう？

　紗さ々さ乃のも大学のレポートの締しめ切りが近いとかで、今週は来られないと言っていた。

「つーことは、今日は俺とカズキだけか」

　そう言うと、カズキがピコーン！　と直立不動になった。

「!?　で、では、あ、あ、あ……主あるじと、ふ、ふたりきりりりりりり……!?」

「だからって舐なめたり嚙んだりするなよ？」

「えっ」

「えっ、じゃないよ？」

　本当に、俺の手のどこがそんなに気に入ったんだろう……。

　そわそわしているカズキを連れて俺の部屋に入る。

　床一面に散らばったゲームパッケージを見て、カズキが目を丸くした。

「珍めずらしく散らかってますね」

「次の実じつ況きよう動画、何にしようか迷っててさ」

「なるほど」

　カズキはきょろきょろしている。二人きりで会うのは初めてだが、厨ちゆう二にがなりをひそめて、なんだかいつもより無防備だ。

「どれにするか決まったのですか？」

「それがピンとくるものがなくて。テクニック系のもいいんだけど、そろそろ一発ネタっつーか、インパクトあるやつやりたいなって思ってさ」

　するとカズキは棺かん桶おけ型の鞄かばんから、ゲームを取り出した。

「じ、実は、こんなものを持ってきたのですが……」

「ん？　『ドラゴンズミディアム』？」

　名前は聞いた事がある。初見殺しゲーと名高いアクションゲームだ。ほぼ攻こう略りやく不可能で、その伝説級の難易度故ゆえに、時折クソゲーとしても名を連ねている。

「へー。操作も簡単そうだし、やってみようかな」

　するとカズキは顔を輝かせた。

「あのっ！　た、ただゲームをするのもつまらないので、一回死ぬごとに、私が主の手を舐めるというのはどうでしょうか!?」

「なんで!?　嫌いやだよ、これ死にゲーだろ!?　舐められ放題じゃん！」

「一回につき一平方センチでいいですから！」

「面積の問題じゃなくてだな!?」

　カズキは有う無むを言わさずゲームをセットし、起動させる。

「おい、まだやるって言ってないぞ」

　モニターにゲーム画面が映し出された。昔むかし懐なつかしいドット絵。巨きよ大だいな城の前、溶よう岩がんの川に橋が架かかっていて、主人公とおぼしき男がその前に佇たたずんでいる。

　カズキは城を指さした。

「もし、主が三〇分以内に城に入れたら、『ファミコンオバケのＩ太た郎ろう 幻まぼろしのゴールドカートリッジ』版をお譲ゆずりします」

「!?」

　思わず目を剝むく。今から二十五年以上前に発売され、人気を博した名作。さらに大会上位入賞者数名のみに贈おくられたという、ゲームマニア垂すい涎ぜんの品……！

「お、おまえ、あの幻のゴールドカートリッジを持ってるのか!?」

「ふふ……とある筋から……ああ、いや、これは無ぶ粋すいというもの」

　カズキはもったいぶってみせると、バッ！　と手を広げた。

「さあ、どうしますか、主よ！　受けるか、受けないか！」

「ふ、ふふ……」

　横おう隔かく膜まくが震ふるえる。答えなんか決まってるさ。ここで引き下がったんじゃゲームオタクの名が泣くぜ。

　カズキに指を突つきつける。

「いいだろう。この勝負、受けて立とうじゃねーか……！」

　そして、死んではいけない死にゲーの乱が幕を開けた。




「みなさま、こんにちは。ねむひこです」

　いつもより低めの、落ち着いた、けれど緊きん迫ぱく感かんを孕はらんだ口調で録画を開始する。

「今日は、死にゲーと名高い『ドラゴンズミディアム』をプレイしますが……今回は特別に、『一回死ぬごとに紅ぐ蓮れん騎き士しに手を一平方センチ舐められる』というルールでいきたいと思います。えー……スタンバイしています、彼が。私の友人、紅蓮騎士が。この吐と息いき、聞こえるでしょうか」

「フーッ……フーッ……！」

　カズキは今にも飛びかかりそうに目をぎらぎら、手をわきわきさせている。

「舐める気満々です。しかし俺は屈くつしない。とりあえず三〇分以内に城に入るのを目指してがんばりたいと思います」

　目を閉じて大きく息を吸い、精神を集中させる。そして。

「行くぜ！」

　カッ！　と目を開くなり、猛もう然ぜんと十字キーを入れた。

「うおおおおあぁぁぁぁっ、は、ぁん……!?」

　操作から一いつ拍ぱく遅おくれて、主人公がもったりと足を踏ふみ出す。

「え、待って待って、お、おそっ!?　動きおそっ！　操作性悪っ！　ちょ、待っ、ぁっ、ジャンプ、の、タイミングっ、ずれっ、あっ、ぁ……」

　もたもたジャンプしている内に橋の一部が崩くずれ落ち、主人公は溶岩に落ちて死んだ。

「ぎゃ───────!?」

　開始早々ゲームオーバー。

「なんだこのレスポンスの悪さ!?　もったりしすぎだろ！　生まれたてのパンダかよ!?　つーか橋が落ちるとか聞いてない……──」

　言いも果てず、冷たい指が手首をがしりと摑つかんだ。

「ひっ!?」

「ふふ、ふふふ……ああ、主……主の手……」

「ちょ、待って、今のなし！　動作確かく認にんってことでひとつ……え、強っ！　握あく力りよく強っ！」

　振ふり払はらおうとすればするほど指が食い込む。関節がぎぎぎぎぎ、と軋きしんだ。

「ま、待てカズキ、そうだ、ハーゲンナッツで手を打たないか!?　舐めるならアイスを舐めよう！　チョコミント好きだろ、なっ!?」

「主の手の前に、冷たい乳にゆう脂し肪ぼうの塊かたまりなど何の価値もありません！」

　そんなキメ顔で宣言するようなこと!?

　抵てい抗こう虚むなしく、手ての甲こうにカズキの唇くちびるが近付き……小さな舌が、関節の間にあるくぼみをれろっと舐め上げた。

「ひ、ひええ……」

　温かく濡ぬれた感かん触しよくに、うなじがぞわわわわわ、と逆立つ。

「はあはあはあ……はあはあはあはあ、あるじ……あるじぃ……」

　うっとりと潤うるんだ吐息が手の甲に掛かかる。

　何ともいえない感触に鳥とり肌はだを立てつつも、俺は必死に耐たえた。

「か、か、かかかカズキ、そろそろ……っ」

　しかしカズキは完全に据すわった目で、

「面積は指定されても、時間までは指定されませんでした」

　ヤクザかよ!?

「じゅ、一〇秒！　一回につき一〇秒、それ以上はこの企き画かく自体取りやめるっ！」

「チッ」

「舐めながら舌打ちできるの!?　器用だな!?」

「チュッ」
















「どさくさに紛まぎれて吸い付くのやめて!?」

　人生で一番濃のう密みつな一平方センチであったし、最も長い一〇秒であった。

「はあ、はあ……」

　やっと解放され、再び最初からやり直す。既すでに精神力がだいぶ削けずられた感があるが、気合いを入れ直した。

「一気に駆かけ抜ぬけるぞ、一気に……！」

　前回と同じ過あやまちは繰くり返さない。歩くと橋の崩ほう落らくに巻き込まれるので、ジャンプしながら渡わたる！

「おらあああああああ！」

　咆ほう哮こうと共に大きくジャンプした瞬しゆん間かん、主人公の軌き道どうめがけて、城の窓からコウモリが飛び出した。

「あ、やべっ」

　一いつ瞬しゆん血の気が引くが、瞬しゆん時じに状じよう況きようを判断する。右上のＨＰバーは満タン。そしてコウモリはどう見ても雑ざ魚こ、せいぜい三分の一が削れるくらいだろう。このまま突っ切る！

　そう判断した俺は、着地後の動作に備え──コウモリに触ふれた瞬間、主人公が一瞬で白骨と化して死んだ。

「……えっ？」

　目をまたたかせても、ゲームオーバーの文字は消えない。

「……え？　いま一いち撃げきで死んだんだけど……えっ？　だって、ＨＰバー満タンで……え？」

　カズキが平然と言う。

「主人公はスペランカー並みに弱いので、ＨＰバーに意味はありません。攻こう撃げきの強弱に拘かかわらず、とにかく一撃で死にます」

「なんでだよ!?　調整しとけよそこは!?　何のためのＨＰバーなの!?　そういうのがクソゲーと呼ばれちゃう所以ゆえんなんだよ!?」

「今制作者に怒おこったところで何の役にも立ちませんよ。さあ主、御お手を」

「うう……」

　おそるおそる手を差し出すと、カズキは粛しゆく々しゆくと両手を合わせた。

「では、いただきます」

　ぬめる舌先が、手首の皮ひ膚ふの薄うすいところをくすぐる。

「い、いやぁぁ……」

　絞しぼり出した悲鳴は自分のものとは思えないくらい掠かすれていた。

　そしてきっかり一〇秒後、カズキが再び両手を合わせる。

「ごちそうさまでした」

「うっ、うっ……」

　この縛しばり、想像以上にきつい。すでに心が折れそうだ。

　涙なみだ目めで再スタートする。

「死にたくない死にたくない死にたくない……！」

　目を血走らせながら呪じゆ文もんのように繰り返し、まず囮おとりのジャンプでコウモリを誘さそい出し、避さける。

「よっしゃ！」

　脅きよう威いが去ったところで、満を持して高らかにジャンプし──と、着地点、橋の下から緑の細長い生き物がぬるりと頭をもたげた。

「えっ、なにこれ？　え？　なに？　蛇へび？　ドラゴン？」

　よく分からないうちに、当たって死んだ。

「…………」

　……いや、ね、分かるよ？　敵がものすごいかっこいいドラゴンで、ぶわぁぁぁ！　っと現れて地じ獄ごくの業ごう火かをゴォォォォって吐はいて、それで死ぬなら分かる。でもね、なんかぬるって出てきた緑のミミズみたいなドラゴンに、普ふ通つうに当たって死んだ。

　カーペットの上にぽてりと横たわる。

「うっ、うっ、もうやだぁ……」

　膝ひざを抱かかえて洟はなをすする俺を、カズキが困こん惑わくしながら見下ろした。

「あ、あの、主あるじ……」

「ああ、ごめん、恥はずかしいところ見せちゃったな……」

「い、いえ、そうではなく……泣いている主を見ると、なんだか胸がむずむずして……我は今、新たな性せい癖へきの扉とびらを……」

「そういうの申告しなくていいから……」

　無抵てい抗こうの内に、小指と薬指の間をたっぷりしゃぶられる。けっこうゲームをしてきた俺だが、こんなに過か酷こくな死にゲーは初めてだ。

「くそ、二度と死んでたまるか、俺は生きるぞ、生きてクリアしてやる……！」

　泣いていたところでこの地獄は終わらないのだ。ゲーマーの意地を見せてやる！

　まずは同じ要領でコウモリを回かい避ひ、ドラゴンが出てきたところで一いつ旦たん距きよ離りを取る。

「よしっ！　あとはあいつを倒たおせば……！」

　主人公の武器は投げナイフ一択たく。

「いっけえええええええええええ！」

　ドラゴン目がけてナイフを放ち──ナイフはへろへろと死にかけのハエのような軌道を描えがいて、橋に落ちた。

「ぜんぜん届かねええええええええええ！」

　と、ドラゴンが炎ほのおを吐く。

「ウオオオオオオオオ！　しゃがめええええええええええええ！」

　操作性が悪すぎて、しゃがむというアクションひとつでさえ一大スペクタクルだ。

　そして、主人公がしゃがむ！

「やった、避よけた……！」

　うずくまった主人公のはるか頭上を、火か炎えんが掠め──主人公は焼け死んだ。

「いやいやいや!?　いや当たってないって！　今の当たってないよね!?　当たり判定でかすぎない!?」

「こう、主人公の残像に引火したのでは？」

「いやもうこのゲームなんっ、何っ、なん……！」

　コントローラーを投げ出したくなるのを必死に耐える。操作性悪くて主人公が一発で死んで当たり判定がやたらデカくて死ねば最初からやり直しってもう何考えてこのゲームを作ったの!?　制作者は何かいやなことでもあったの!?

「さあ、今度はどこにしましょうか……親指の付け根がいいですかね……」

「あ、ま、待ってくれカズキ、見み逃のがして……！」

「ん、ふ……おいしい……ああ、脈を……主の脈を感じます……」

「ひいいいいいいいいいいいいいいん！」

　その後、文字通り完かん膚ぷなきまでに舐なめられること優に二〇回。筋、血管、爪つめ、指の股また、節、手ってこんなに舐めるところあるんだねというくらい舐め尽つくされて、ついに通算二一回目のゲームオーバー。

「ふふふふ、では次は……」

「待てカズキ！」

　度たび重なる拷ごう問もんに耐えかねて、俺はバッ！　と手を広げた。その手のひらをれろりと舐められる。

「ひいいいいいい!?」

「ふふ……うふふ……主の生命線……おいしい……」

「コワァイ……！　って、そうじゃなくて！」

　生命線を味わっているカズキを慌あわてて振ふり払はらい、両手を突つき出す。

「一〇分！　今から一〇分時間をくれ！　その間、手を舐めるのはなしだ！　ただし一〇分以内に城に入ることができなければ、思う存分舐めさせてやる！」

　カズキがぴくりと片眉まゆを跳はね上げる。

「それは、時間も面積も無制限で？」

「時間も面積も無制限だ……！」

　今の俺はプレッシャーに加え、一度死ぬごとに少しずつ集中力が削られて、それがプレイにも影えい響きようしてしまっている。ならば短時間でも集中してプレイできたほうが、クリアできる可能性も格段に上がるはず！　名付けて背はい水すいの陣じん作戦！

　カズキがらんらんと目を輝かがやかせた。

「ふふ、いいでしょう。この主人公の軟なん弱じやくさを見くびったこと、後こう悔かいさせてあげます！」

　俺は深呼吸すると、画面を睨にらみ付けた。自分から言い出した以上、背後に道はない。

　この一〇分間に全すべてを賭かける！

「おるあああああああああああああ！」

　主人公は死に、死に、死にまくり、そして、九分後。俺はようやく城の前に立っていた。

「や、やっと……やっとここまできた……」

　思わず涙が滲にじむ。そもそも城に入るだけでこんなに時間掛かかるとかおかしいだろ、本当に何を思って開発したの、このゲーム？　だがそんな苦しみもここまでだ。

　残り時間は三〇秒。やっと、やっと手舐め地獄から解放される！

「よっしゃあああああああああああああああああ！」

　俺は万ばん感かんの思いで、十字キーを強く押し込んだ。

　主人公は勢いよくドアにぶつかり──死んだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおい!?」

　思わずコントローラーを叩たたき付ける。

「なんで!?　なんでドアに当たって死ぬんだよ!?　もうおまえ冒ぼう険けんとかしてる場合じゃねーよ、おとなしく家に引きこもってろ！　あるいはまずドアに当たっても死なない体力と筋力をつけて、しかるのちに屈くつ強きような仲間を雇やとえ!?　きっと現場より司し令れい塔とうの方が向いてるから！　悪いこと言わないから！」

　憤ふん怒ぬのあまり主人公の生き様に対してマジにアドバイスしてしまう。

　と、手を摑つかまれた。

「ヒッ！」

「約束の時です、主。思う存分しゃぶらせてもらいます」

　腰こしが抜ぬけてベッドに座り込む。

　そのままずりずりと後あと退ずさる俺に、カズキが這はい寄った。

「ご、ごごごごごごめんなさい、もう許して……」

　カズキが淡あわく微笑ほほえんで、左手を伸のばした。冷たい手に視界を塞ふさがれる。

「大だい丈じよう夫ぶです、主。怖こわくないですから……どうか、私に身を任せて……」

「か、カズキ……」

　トゥンク☆

　……してる場合じゃねぇんだよな～～～～!?

「ま、待って待って、無制限とは言ったけど限度があるからな!?　まず話し合ってルールを決めようか──！」

　言いも果てず、暗くら闇やみの中、指先に甘い吐と息いきが触れた。

「ひっ」

　そして、人差し指が温かな口内に包まれる。

「う、お……っ!?」

　柔やわらかくて濡ぬれている。そのどこか官能的とも言える感かん触しよくに、背筋を電流が駆かけ抜け──

　じゅるるるるるずぞぞぞぞぞぞぞべべべべべべべべべべべ！

「いやああああああああああああああああああああああ!?」

　ぬるりとぬめる肉の塊かたまりが、生き物のように手を這い回る！　何!?　俺は今何をされているの!?

「ちょ、まっ、かず、カズキっ……！　怖い怖い、せめて目め隠かくし外し……っ！」

「ふ、ふふ、あるり、あるりぃ、んふ、んひゅふふふふふ……！」

　じゅそそそろるレレちゅぽぽぽぽれれシュぶギャフベロハギャべばブジョハバ！

「い、いやああああああああああああああ！　いやあああああああああああああああああああ！　あっ、いや……いやああああああああああああああああああああああ!!」










　玄げん関かんに立ったカズキはつやつやとした顔で、頭を下げた。

「それでは、ごちそうさまでした」

「…………」

　いや、そこはおじゃましましただろ。なんだよごちそうさまでしたって、何もごちそうしてねーよ。

　カズキを見送った後、俺は一人、パソコンの前に座っていた。

　流している動画は、いまさっきＵＰしたばかりの「【俺の手が大好きな紅ぐ蓮れん騎き士しと一いつ緒しよにドラゴンズミディアムを実じつ況きよう】」。

　主人公が死に、俺の絶ぜつ叫きようが渦うず巻まく。

「…………」

　机の上で頭を抱える。

　認めたくない、認めたくないが……めっちゃおもしろい。すごい、我ながら悲鳴が真に迫せまっていて思わず見入ってしまう。死にゲーなんだからどうせ死ぬと分かっているのに、いったいいつ死んでくれるんだと、その先にあるリアクションを期待してしまう。

「これが【魅みせる】ということか……」

　呻うめいていると、コメントが流れた。

【悲鳴のバリエーションｗｗｗｗ】【これ何の音？】【息荒あらいｗｗｗｗ】【すごい舐められてる】【紅蓮騎士って男？】【腐ふ女じよ子し歓かん喜きｗｗｗｗ】

　乱らん舞ぶするコメントを見て、ふ、と笑う。以前の俺なら、こんな動画は決して上げなかった。カオスでごちゃごちゃしてて、勢いだけだ。でも見ている人は、ありのままの俺を、こうして楽しんでくれている。

　ふとＴｗｉｔｔｅｒを見てみる。

「おっ」

　もっちり太た郎ろうさんやねこまんまさんといったおなじみの人たちが、俺の動画について呟つぶやいてくれていた。反応は上々だ。最初は少なかったフォロワーも少しずつ増え、新作をＵＰすると欠かさず感想を呟いてくる人もいる。こういうのってもしかして、ファン……っていっていいのかな？

　にやにやしている自分に気付いて、口を押さえる。

　俺のあられもない悲鳴が響ひびく動画に目を戻もどした。

『いやあああああああああああ！』

『はあはあはあはあ、あるじィ、あるじあるじあるじあるじ……！』

　カズキ、ありがとう。またおまえと罰ばつゲーム実況した……したくないな、うん。

　我に返った俺は、そっと動画を閉じたのだった。










　　　◆第四章　凸とつユーザーひのこの乱







　外は雨。徐じよ々じよに秋の気配が忍しのび寄る。

「盛り上がる実況ってなんだろう……」

　ぼそりと呟くと、ベッドに寝ねそべってＰＳＶｉｔａをしていた花はながぷすーと噴ふき出した。

「ええー、どうしたの、急に高こう尚しようなこと言い出して？　意識高い系ですかァ？」

「いや急じゃねーよ、俺はずっと有名実況者になる道を模も索さくし続けてるんだよ」

　この前ＵＰしたドラゴンズミディアムの実況は、かなりの再生数をたたき出したが……あれも結局、俺の実力というかカズキのおかげだし。

「……誰だれかさんは、おれを有名実況者にしてくれるって約束をすっかり忘れてるしさぁ」

「は？　忘れてないし。今いろんな実況動画を見て、見聞を広げてるだけだし」

　本当かよ。

　と、花がむくりと頭を起こした。

「そういえば、ゆえちって生放送してるのよね？」

「！」

　ゆえは突とつ然ぜん話を振られて驚おどろいたのか、びくんと痙けい攣れんした。

　カズキが胸を張る。

「我が使い魔まは敬けい虔けんなる信徒を従えているぞ（ファンも多いんですよ）」

　確かに、ゆえといえばキレ芸生放送で有名で、尖とがった実況スタイルでコアなファンを付けている。俺も一度見たことがあるが、視し聴ちよう者数も多く、コメントもかなり賑にぎわっていた。

　紗さ々さ乃のが興味深そうに首を傾かしげる。

「生放送は、録画とはまた違ちがうものなのかしらね？」

「あたし、生放送ってしたことないのよね～。ちょっと見てみたいかも。実況の参考になりそうだし！」

　確かに、実際の現場も見て見たい気はする。

「あー、俺も興味あるな」

　するとゆえはうろたえながらも、小さく頷うなずいた。

「えと……はい……。その……パソコンを、お借りしても……？」

「ああ。好きに使っていいぞ」

　ゆえは小さな手でぽちぽちとマウスを操作する。その横顔はひどく幼くて……これが本当に炎えん上じよう生放送主なのか？

「準備、できました……始めたいと、思います……」

　息を潜ひそめてこくりと頷く。生って独特の緊きん張ちよう感かんがあるな……いや、もちろん実況はいつもある程度の緊張感をもって臨のぞんでいるのだが、こう、間ま違ちがえると取り返しがつかないというプレッシャーというか……

　そして、生放送開始。

　ゆえは大きく息を吸い──

「ヴオオオオオオオオイ腐くされウジ虫どもォオ[image: オ゛][image: オ゛]オ！　貴様らの大好きな生実況主ゆえさまが降臨してやったぞ、感謝しやがれぇぇぇぇ！」

　地じ獄ごくのデスボイスが大和やまと家を揺ゆるがす！

「「ヒイイイイイイイイイイイイイイイイイイ!?」」

　あまりの衝しよう撃げきに、花が俺を押し出すようにして背中に隠かくれた。

「なななななにこれぇ!?」

「お、おおおおおおまえが見たいって言ったんだろうが!?」

「だってこんなに激しいとか聞いてないぃぃぃぃっ！」

　ゆえはなお激しく煽あおりまくる。

「布ふ団とんを温めるしか能のないゴミが、無む駄だに二酸化炭素を排はい出しゆつしやがって、地球に詫わびろォ！」

　前に生放送を見たときよりも、数段迫はく力りよくが増している。

　怯おびえる俺と花の傍かたわらで、カズキはさすがに慣れているのか腕うでを組んで不敵な笑えみを浮うかべ、紗々乃は「あらあらまあまあ」みたいな微笑みで見守っていた。

　と、画面にコメントが流れる。

【煽り実況とか他ほかにやることねーのかよ暇ひま人じんｗｗｗ】

　ゆえがすかさず反応した。

「暇人だぁ？　じゃあ休日なのに底辺生放送見てるテメェは何なんだ、ああ!?　どーせやることないんだろうが！」

「うっ！」

「か、カズキ!?　気を確かに持て、カズキ！」

「テメェみたいなゲームしか友達のいねぇキモオタなんざ一生目の前の箱と遊んでろォ！　ひゃっはァァァアア────！」

「がは……！」

「カズキ！　カズキ────！」

　やめろぉ、ゆえ！　その暴言は俺たちに効く！　そしておまえにとってもブーメランじゃないのか!?

　カズキが腕の中で力なく笑う。

「ククク、さすがは我が使い魔、不敗の騎き士しと恐おそれられた我も武む者しや震ぶるいが止まらぬ、クククククこわいです」

「最後に本音出てるぞ!?」

　俺が必死にカズキを揺さぶる中、ゆえはヒートアップしていく。死し屍し累るい々るい、飛び交かう言葉の弾だん丸がん、さながら戦場だ。生放送って怖こわい……！

「さ、紗々乃は平気なのか？」

「ええ。よく吠ほえるチワワを見ているようで可愛かわいいわ？」

　俺たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中、ゆえはきゃんきゃんと吠え散らす。

「今日はなぁ、『街』をやってやるよォ！　それもただプレイするだけじゃねーぞ！　『テキストを一度でも嚙かんだら最初からやり直し』っつー縛しばりでやってくからよォ、その薄うす汚ぎたねぇ目をひん剝むいて見てろよ豚ぶたども！」

　そしてゲームが始まった。

『街』はテキストアドベンチャーゲームだ。主人公がとある事件に巻き込まれ、プレイヤーが主人公を操作して情報を集め、時に推理しながら事件を解決に導く。

　プロローグ。

　ゆえが、画面の下部に現れたテキストを読み上げる。

「『ぼくの名前は、か、かみ、上かみ水じゆ流りゆ純じゆん太た郎ろう』……」

「……嚙んだわね」

「嚙んだな」

　しかしゆえは素知らぬふりで言った。

「……嚙んでない」

　いや思いっきり嚙みましたよね。

　コメントも【嚙んだ】【嚙んだよね】一色だ。

「チッ、がたがたうるせーな！　分かったよ、最初からやり直しゃいいんだろ!?」

　逆ギレしつつもリセット。まだ序じよ盤ばんなので、やり直したところで傷は浅い。

　咳せき払ばらいして、仕切り直し。

「『ぼくの名前は上かみ水ず流る純太郎。ごく普ふ通つうの高校生だ』」

　おお。今度の滑すべり出しは順調だ。

　この主人公が事件に巻き込まれていくらしい。ゆえは街を探たん索さくし、会話しながら情報を集めていく。しかし。

「『ええっ!?　赤あか坂しやかサカスしやかしゆ派は出しゆちゆ所しよの前で、老ろう若にやく男にやん女によが札しやちゆ束たやばを振ふり回す事件が発生だって!?』」

【嚙んだ】【はいアウトー】

「……か、嚙んでねーし。ちょっと舌が攣つっただけだし」

【しゃちゅたゃばって言った】

「い、言ってねーし。ちゃんとしゃちゅたばって言ったし……」

【また嚙んだ】【嚙んだな】

「嚙んでねーっ！」

　嚙んではやり直し、嚙んではやり直し。

　吠えるゆえを見ながら、腕を組む。

「こうして視聴者を巻き込んだやりとりができるのは、生ならではだな」

　リアルタイムで反応が返ってくるというのはやりがいがありそうだ。録画でも、次に来そうなコメントを想像しながら実じつ況きようするという手もありか。参考になる。

　そうこうする内に、視聴者はうなぎ登りに増えていた。

「『あの重じゆう油ゆ流ちゆう出しゆつ事じ故この後、白しろ装しよー束じよく集しゆー団だんが低てい所しよ得とく者しや層しようの世帯を中心に』」

【アウト】【最初からやり直して、どうぞ】

「『その頃ころ、警けー視し庁ちよう捜しよう査しや一いつ課かの南みにやみ中にやか道みち忠ただ道みちは、新春シしャやンんソしよンんシしョよーーに初はちゆ出しゆちゆ場じようし』……」

【嚙んだ】【嚙みすぎ】

「『貯ちよ蔵じよう酒しゆの受注が引ひきき続ちゆじゆきき順調な中、一方、事件の鍵かぎを握にぎる東ひがし四よちゆ柳やにやぎ凪にやぎ子こは、腫しゆ瘍よう摘てき出しゆつ手しゆ術じゆちゆを終え、竹たけ藪やぶに竹たけ立たてけかたけてながらああぶびゆりりカかルぶビりを食たびえべていた』……」

【あびゅりかぶり】【なんて？】

　っつーかこれいったいどういう事件なの!?　ゆえもなぜこんな滑かつ舌ぜつ難しい選手権の見本市のようなゲームを選んだの!?

　画面はコメント一色だ。

【嚙んだ】【嚙んだよね】【早くやり直せよ】

　ゆえはむっつりと押し黙だまり、

「……嚙んでにゃい」

【あ、嚙んだ】【今まさに】

「いや嚙んでねーから」

【なんで噓うそつくのｗｗｗ】【せんせー、ゆえさんが嚙みましたー】【早く認めろよ】

　ゆえは深く俯うつむいたままぷるぷると震ふるえている。なんだか嫌いやな予感がするぞ？

「ゆ、ゆえ……？」

　恐る恐る声を掛かけるが、反応はない。

　画面には相変わらずコメントが流れ続ける。

【つか、ぜんぜん進まねー】【まじつまらん】【先進めろよ、やる気あんの？】

　ゆえが勢いよく顔を上げ──ブチィっ！　と血管の切れる音を聞いた、気がした。

「だったら自分でやってみろよ、[image: あ゛][image: あ゛]ああああ[image: あ゛]あ!?」

「ゆえ、落ち着けっ！」

　慌あわてて羽は交がい締じめにするが、ゆえは手足をばたつかせて暴れる。

「与あたえられる餌えさを貪むさぼるだけの豚どもが、ケンカ売る相手みまあやっ、みあっ、見み誤やあまってんじゃねぇぞ────っ！　全員まとめてこちゅ、骨こちゆ粗しよ鬆しよう症しようになれゴルァ────！」

　この期ごに及およんで嚙んでいる！　なぜそんな嚙むのが明らかな罵ば倒とうを!?

　これますます取り返しがつかないことになるんじゃ……!?

　慌てて画面を見るも、

【キタ────！】【キレた】【今日は遅おそかったな】【いつものキレ芸】【これを見に来ました】

　どうやら視し聴ちよう者もこれを待ち望んでいたようだ。これってもしかしてエンターテインメントの一種なの!?

「落ち着けゆえ、視聴者の思うつぼだぞ！」

　しかしゆえの怒いかりは収まらず、マイクに向かってとんでもないことを叫さけび始めた。

「この腐れ野郎どもが、好き放題言いやがってよォ！　そんなに気にくわねーなら直接文句言いにこい！　住所は××駅から徒歩一〇分、緑の屋根の……！」

「待って待って待ってゆえ、ここ俺んちだから─────!?」

　慌てて口を塞ふさぐも、コメントはさらに大盛り上がりだ。

【ｗｗｗｗ】【今のまじ？】【凸とつ不ふ可か避ひ】

　その中に。すーっと。




【特定した。今から行く】




　そんな文字が、流れた。

「「「!?」」」

【え、凸？】【まさかの凸展開クル～？】

　驚おどろく俺たちをよそに、ゆえが俺の手をふりほどいて喚わめく。

「おう、来るなら来やがれ、売られたケンカは買ってやるよ、この口だけの＊＊野や郎ろうが！」

　慌てたのは俺たちだ。

「ちょっとどうすんの!?　来るとか言ってるわよ!?」

「ゆえ、ストップストップ、ストーップ!!」

　肩かたを摑つかんで揺ゆさぶると、ゆえは「チィッ」と舌を打った。

「じゃあ、今日のところはこれで許してやるよ。じゃあな、豚ども」

【ありがとうございました】【ご褒ほう美びタイムでした】【次の放送楽しみにしてます】

　視聴者の態度が一気に紳しん士し的になる。

　……あー、そう、そうか、そういう趣しゆ向こうの方々が見に来ていたのね。需じゆ要ようと供給というわけだ。

　ゆえはパソコンの前に座ると、ぽちぽちとクリックして生放送を終え──

「ふぇ……また、炎えん上じようしちゃいましたぁ……ぐす」

「別人だなぁ!?」

　さっきまでの態度が噓のように、ゆえは涙なみだをためてぴすぴすと鼻を鳴らしている。

「ぁぅぅ……ごめんなさい……」

「いいよ、見てる人も楽しんでたみたいだし。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　背中を撫なでてやる。

　と、花が心配そうに呟つぶやいた。

「ねえ、特定したって本当かしら？」

「いや、ただの脅おどしだろ。最も寄よりの駅名と屋根の色だけだろ？　それくらいじゃ絞しぼり込めないって……」

　笑いながらそうあしらった矢先。

　ピンポーン、とチャイムが鳴った。

「!?」

　一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちようが走る。

「も、もしかして凸!?」

「い、いや、それにしたって早すぎる……」

　そう言いかけた時、

「たのもー！　たーのーもー！」

　窓の外から、元気な声が聞こえてきた。

「いるのだろう、生実況主、ゆえ！　望み通り来てやったぞ！　正々堂々勝負しろ！」

「え、え、ええ、ええええ……!?」

　噓だろ!?　本当に来ちゃったよ凸ユーザー……！

「ちょっと、来たわよ!?　どうするのよ!?」

「ど、どうするって……！」

　一瞬にして、凸ユーザーに乗り込まれ、クレームをつけられその一部始終をネットに上げられ、一生さらし者になる最悪の未来が駆かけ巡めぐる。

「こ、このまま居留守を使えば……!?」

「できればそうしたいが……っ」

　降りしきる雨の中、凸ユーザーは「ゆえー！　出てこーい！」と大だい音おん声じようで叫び続けている。声からすると女の子のようだ。

　近所に通報されても困る、ここは穏おん便びんに話し合いで帰ってもらうしかない。

　俺は決意を固めると、震えているゆえを布ふ団とんにくるみ込んだ。

「ふぁ……!?」

「俺がなんとかする、おまえはここにいろ」

「や、やまとさん……！」

　あ、初めて名前呼ばれた。名字だけど。

　震えている頭を撫でる。

「大丈夫だから、心配するな。花、紗々乃、カズキ。ゆえを頼たのむ」

「ええ、気を付けて」

「何かあったら呼びなさいよね！」

　部屋を出ると、階段を下りた。

　とはいえ、ろくな対策も考えていない。煽あおりにマジになって突とつ撃げきしてくるユーザーなんてまともじゃないに決まってる。話だって通じるかも分からない。それでも、怯おびえているゆえを放ほうってはおけなかった。

　ドアの外からはまだ声が響ひびいていた。

「ゆえー！　ゆえさーん！　たのもー！　たのみますー！　たのんでいるー！　このとーり！」

　……あれ？　凸にしては腰こし低くないか？

　痺しびれを切らしたのか、チャイムに混じってどんどんどんどん！　とドアをノックする音が響く。

「あ、い、今開ける！」

　大きく息を吸い、ドアノブに手を掛けた。

　いざ……！

　鍵を開け、ドアを開く。

　現れたのは、中学生くらいの小こ柄がらな女の子だった。黒くろ髪かみをきりりと結ゆい上げ、髪に赤いピンをつけている。

「え、っと……」

　何となく逞たくましい凸ユーザーを想像していたので、思いの外小柄で面めん食くらう。

　切れ長の目が俺を見上げた。

「キミがゆえだな？」

「いや、違ちがうけど」

　すると少女は腕うで組ぐみを解ほどき、ぴしりと直立した。

「やや、ご家族の方でしたか。これは失礼いたしました。ゆえさんにお会いしたいのですが」

　あれ？　なんか、思ったより話通じそうかも……？

　戸と惑まどいながら首を振ふる。

「いや、家族でもなくて……」

「む？　では何者だ？」

「ゆえの友人で、実じつ況きよう仲間の、ねむひこだ」
















「そうか。私のことはひのこと呼んでもらおうか」

　たぶんユーザー名だろう。

　ひのこは再び腕を組むと、尊大に口を開いた。

「それで、ゆえはどこだ？」

「あー、それなんだけど──」

　言いかけて、少女がびしょ濡ぬれなことに気が付く。

「どうした？　びしょびしょだな」

「来る途と中ちゆう、子こ猫ねこが震ふるえていたので、傘かさをくれてやってしまってな」

　あ、あれぇ……？　この子もしかしてすごいいい子なんじゃ……？

　よく見ると、ひのこは細かく震えていた。今日は寒い。濡れたまま外に出しておくのも気が引ける。

「とりあえず、上がって」

「む。かたじけな、ぺっぴょん」

「……それ、もしかしてくしゃみか？」

　とりあえず玄げん関かんに入れたものの、どうしたらいいか分からない。タオルでも持ってきたほうがいいだろうか？

　ひのこはぽたぽたと雫しずくを垂らしながら仁に王おう立ちになる。

「とにかく、ゆえとぺっぴょん会わせぺっぴょん、先さき程ほどのぺっぴょん生放送についてぺっぴょん話が、ぺっぴょん、したいのぺっぴょんぺっぴょん」

「……あったまった方がよさそうだな」

　これでは話もできない。

　タオルを渡わたし、軽く水気を拭ふかせると、湯を張る間リビングで待機させた。

「その辺にあるタオル、好きに使っていいから。着き替がえここに置いとくな？　妹の昔のジャージで悪いけど。脱ぬいだ服はそこの袋ふくろに入れて……」

　洗面所に案内すると、ひのこは武士のごとく折り目正しい礼をした。

「かたじけない。お言葉に甘えて、お借りする」

「うん」

　ひのこを洗面所に置いて、俺はリビングに戻もどった。

　……なんで俺、凸ユーザーを風ふ呂ろに入れてんだろ。

　待っている間手持ち無ぶ沙さ汰たなので、シンクに溜たまっていた皿を洗い、最近サボりがちだった掃そう除じ機きをかけながら待機した。あー、今度こめぬかもらってきてフローリング磨みがこう。

　しかし、ひのこが風呂から上がった後どうしよう、ゆえのためにも、なんとかして穏便に帰ってもらわなくては……

　と、リビングのドアが開いた。

「ねむひこ殿どの」

「あ、ちゃんとあったまったか？」

　振り返ると、全ぜん裸らのひのこが立っていた。タオルで前を隠かくしただけで、きめ細かな肌はだが剝むき出しになっていて──

「!?」

「すまない、ぱんつとぶらじゃーがないのだが」

　ひのこが裸足はだしでぽてぽてと近寄ってきて、俺は後あと退ずさった。

「い、いいだろそこはもう直じか穿ばきで！」

「む、このひのこにのーぱんで過ごせというのか!?　破は廉れん恥ちな！」

「いや、のーぱんより破廉恥なことになってるからな!?　ちょ、やめて来ないで、見える……っ！」

　壁かべに追い詰つめられる。と、引き攣つった声がした。

「あ、あんた……」

「!?」

　顔を上げる。

　入口に、真っ赤になった花が立っていた。

「な、な、な、なににににに……っ」

「あ、ち、違ちがうんだ花、これはだな……っ！」

「なかなか戻って来ないから、ひ、ひ、人が心配して見に来たらっ……！」

　花は手近にあったクッションを振りかぶった。

「最低！　最悪！　よりによって凸とつユーザーをおいしくいただこうなんてどういう思考回路してんのよ!?　この恥はじ知しらずの見境無しの出会い厨ちゆうがぁぁぁぁっ！」

「待て、違う、誤解だぁぁぁあああ！」










　その数分後、俺と花、そしてひのこはようやく会談の席についていた。

　さすがに妹の下着を貸すわけにもいかず、ひのこにはノーブラノーパンでがまんしてもらった。

　花はまだ怒いかりがおさまらないのか、がるるるる、と凶きよう暴ぼうに唸うなっている。

　ジャージ姿のひのこに、濃こいめに入れたホットカルピスを出す。

「どうぞ」

「ふ。こんなものでこの私が懐かい柔じゆうされると思ったら大おお間ま違ちがい──」

　ひのこはカップに口をつけてこくこくと飲み干し、

「おかわりを所しよ望もうする」

「うん」

　カップを持って台所に行くと、花も付いてきた。

「ちょっと、なんで凸ユーザーをお風呂に入れてんのよ!?　おかしいでしょ！」

「いや、びしょびしょだったから……今日寒いし、かわいそうで……」

　ソファーに戻ると、ひのこは自分の下半身を見下ろしていた。

「のーぱんはすーすーするな」

「いちいち言わなくていいよ？」

　花の視線が痛い。

「それで、あんた誰だれなの？」

　警けい戒かい心しん丸出しの花の問いに、ひのこは胸を張った。

「我が名はひのこ！」

「きのこが何の用よ？」

「きのこではない、ひのこだ！　先程の生放送における数々の間違いを正しにきたのだ！」

　不ふ遜そんに腕を組んで、したり顔で俺を見上げる。

「キミがゆえだな？」

「違うわよ」

「む。では誰だ？　ゆえとどういう関係だ？」

「うーん。控ひかえめにいって、お姉ちゃんみたいなものね」

　噓うそをつくな。

「やや、お姉さんでしたか。失礼いたしました」

　ひのこも簡単にだまされるのやめようか。

　ひのこは険しい顔で腕を組んだ。

「しかし、ゆえが来いと言うから来てやったのに、本人がいないとはどういう了りよう見けんだ」

「あ、あー……乱入されるの初めてで、かなり動どう揺ようしてるから、まずは俺たちで話を聞こうかなって」

　てっきり「いいから早く本人を出せ！」と暴れられるかと思ったが、ひのこは「ふむ」と言ってホットカルピスに口をつけた。

　おそるおそる探さぐりを入れる。

「ひのこは、よくこうして突とつ撃げきするのか？」

「いいや、今回が初めてだ。ゆえのヒントから近所だと知ってな」

「家近いんだ？」

「歩いて一〇分の距きよ離りだぞ」

　すごい偶ぐう然ぜんだな。

「実況はよく見るのか？」

「最近見始めたのだ。主に生放送を見ている。自分でゲームをすることはないがな」

　なるほど、ライトなロム専というわけだ。

　ひのこは憤ふん然ぜんと腕を組んだ。

「あの生放送、なかなか面おも白しろく見させてもらった。だが、あれは許せぬ」

「あれ？」

「生放送中、私は何度も『嚙かんだ』と指し摘てきしてやった！　それなのにゆえは、嚙んでいないと噓をついたのだ。一度だけならまだしも、自分の間違いを認めるどころか最後には逆ギレする始末！　私は曲がったことが大だい嫌きらいなのだ！」

　花が口を開いた。

「そんなの、さらっと流しちゃえばいいじゃない──」

　言いかける花を、とっさに制する。

「……なるほどな」

　口の中で呟つぶやく。

　今、ネットにはいろんな娯ご楽らくが溢あふれている。動画もそのひとつ。同じものを見ても、受け取り方は十人十色。おもしろいと思う人もいれば、引っかかる人もいる。

　普ふ段だんなら花の言う通り、『合わないなら見なければいい』で片付けてしまうところだ。が、今、おもしろくないと判断した人が、実際に目の前にいる。……これって、逆にチャンスなんじゃないか？　なんて思ってしまって。

「あれは、嚙んだことを認めないっていうゆえのやり方が、動画を盛り上げてるところもあってだな……」

　ひのこが眉まゆをひそめた。

「む？　どういうことだ？」

「ええと、まずゆえが、明らかに嚙んだのに『嚙んでいない』と主張するだろ？　それに対して視し聴ちよう者しやがツッコむ。視聴者が参加することで、ボケとツッコみの漫まん才ざい形式が成立してんだよな。動画の一体感が生まれるっていうか……あとは天てん丼どんっていう手法があって、これはそれこそ漫才とかコントにも使われてるんだけど……同じやりとりを繰くり返すことで、笑いを被かぶせていくっていうのかな。お約束を作ることで、分かりやすい笑いどころを作るというか……」

　もちろんゆえは計算でやっているわけではないのだろうが、実際にゆえの動画がウケている理由を分ぶん析せきするとこういうことだろう。説明しながら、それまでなんとなくぼんやりととらえていたものがはっきりした形になって、腑ふに落ちていく。こうして言語化して整理するのって、実は大切なのかもしれない。

「まあ、言ってみれば芸の一種だよな。さんざん煽あおっておきながらツッコませる隙すきを見せて、視聴者を参加させて盛り上げるっていう」

　ひのこはしばらくじっと耳を傾かたむけていたが、やがて「ふうむ」と頷うなずいた。

「つまりはパフォーマンスの一種というわけか。それは盲もう点てんであった」

　その顔から、乗り込んできた時のような険しさは抜ぬけ落ちている。切れ長の瞳ひとみをしばたたかせて、まさに目から鱗うろこ、みたいな表情だ。

　ひのこは晴れ晴れと頷いた。

「勉強になったぞ。こんなにちゃんと説明してもらえたことは初めてだ。動画にコメントをしても、よく『マジレス乙おつ』と一いつ蹴しゆうされてしまってな。私はどうも頭が硬かたいらしい」

「そうか？　俺はそうは思わないけど」

「？」

　首を傾かしげるひのこに、言葉を探しつつ説明する。

「確かにその……猪ちよ突とつ猛もう進しん気味なところはあるかもしれないけど、こうしてちゃんと話を聞いて、納なつ得とくしてくれるだろ？　頭が硬いなんてことはなくて、むしろ素す直なおだよ。ただまじめでまっすぐなだけっていうか……」

　出会って会話をしていく内に分かった。ひのこはただ場をひっかき回したいだけの凸ユーザーじゃない、ちゃんと実じつ況きようを楽しむ目を持っている。姿勢は誰より真しん剣けんなのに、ただ楽しみ方が分かっていないだけで……それってすごく勿もつ体たいないなと思ったのだ。

「…………」

　ひのこはぽかんと俺を見ていた。

　まっすぐに向けられる視線が恥はずかしくて、ぽりぽりと頭を搔かく。

「あー、ゆえもさ、言うことは過激かもしれないけど、悪い子じゃないんだ。ただちょっと、ゲームのことになると頭に血が上って……でも、ゲームや実況が好きっていうきもちがちゃんと根っこにあるからこそ、見てる人もああして盛り上がってくれるんだと思う」

　ひのこはじっと考え込み──

「やまと、さん」

　振ふり向くと、いつの間にかリビングの入口にゆえが立っていた。

　花が声を上げる。

「ゆえち！」

「むっ！　貴様がゆえか？」

　ゆえはびくりと肩かたを強こわばらせたが、それでも逃にげなかった。怯おびえる自分と闘たたかっているのか、必死に足を踏ふん張っている。

　あの臆おく病びようなゆえが、こうして自分から出てきた。きっと何か言いたいことがあるのだろう。

「ゆえ、こっち」

　手招きすると、ゆえはぎゅっと唇くちびるを結び、おそるおそる歩いてきた。俺の横に立つ。

「あ、あ、あの……」

「……貴様、本当にゆえか？　さっきまでの威い勢せいはどうした？」

　ひのこがずいと身を乗り出すと、ゆえは「ひっ」と縮こまった。

　その背中を支える。

「ゆえ、ほら」

「ぁぅ……」

　背中をぽんぽんと叩たたいてやる。押し出されるようにして、消え入りそうな声が零こぼれた。

「あ、あ、あの……ごめん、なさ……」

　服の裾すそをぎゅっと握にぎって、一いつ生しよう懸けん命めい声を絞しぼり出す。

「ゆ、ゆえ……嚙んだの、恥ずかしくて……嚙んでないって、噓つきました。ごめんなさい……」

　ひのこは首を振った。

「よいのだ。ねむひこ殿どのに聞いて、あれが見せ方の一種であると理解した。私こそ、無ぶ粋すいであったな。すまなかった」

　深々と頭を下げる。

「おまえの実況の楽しみ方がようやく分かった。今度からは、心して見させてもらう。楽しみにしているぞ」

　緊きん張ちようで強ばっていたゆえの身体から、一気に力が抜け落ちた。「ふぁぁ……」と倒たおれそうになるのを慌あわてて支える。

「ちょっ、ゆえち、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「きゅ、救急車を呼んだほうが良いのではないか!?」

　ひのこの慌てように思わず笑う。火の粉というか、一いち途ずに燃えながらまっすぐに突つっ込んでくる、火の玉みたいなやつだなと思った。

「突とつ然ぜん邪じや魔ましてすまなかった。今日のところはこれで帰ろう」

　ひのこを、花とゆえの三人で玄げん関かんまで見送る。

　ひのこは濡ぬれた服の入った袋ふくろを抱かかえ、俺たちに頭を下げた。

「かたじけない。かならずや返しに参る」

「いいよ。そのジャージ、もう使わないから」

　なんか似合ってるし。

　ひのこは靴くつを履はいていたが、ふと顔を上げた。

「しかし、ねむひこ。貴様は大した男だな」

「ん？」

「これまでは、私が指摘すれば、無視するか、あるいはますますムキになって煽ってくるやつばかりだったのだ。だが、どうやら貴様は違ちがうな。このひのこ、すっかり鎮ちん火かされてしまったぞ」

　不ふ敵てきな笑みにつられるようにして笑う。正義感が強くて、ちょっと感性が鋭するどいだけで、根気強く説明すればちゃんと話は通じるのだ。

　去り際ぎわ、ひのこは俺に指を突きつけた。

「また会おうぞ、ねむひこ。この胸の火ほ照てりを鎮しずめることができるのはおまえだけだ！」

「誤解を招く言い方すんな！」

　豪ごう快かいな笑い声と共に出て行く。

「また残念な知り合いが増えてしまった……」

　まるで嵐あらしのような一ひと時ときであった。

　最初はどうなることかと思ったが、これで一件落着だ。

　深々と溜ため息いきを吐ついていると、ふと、花が呟いた。

「あんたってすごいわね」

「ん？」

　見ると、花はなんだかぼうっとしていた。

「なんか、すごい。あたし、凸とつユーザーとなんて絶対理解しあえないと思ったもん……」

「俺も最初はダメかと思ったけど、まあ、悪い奴やつじゃなかったから……話が通じる相手でよかったよ」

　花は何か考え込んでいるようだった。

　と、袖そでを引かれた。

「やまとさん」

「ん」

　見下ろすと、ゆえがもじもじと膝ひざをすり合わせていた。

「あの……」

　何か言いたそうにしているのを、気長に待つ。

　ゆえは意を決したように俺を見上げ、

「ありがとう、ございました……」

「！」

「あの、えと……ゆえのこと、まもってくれて……ちゃんと、ごめんなさいする機会をくれて……嬉うれしかった、です……」

　──見み間ま違ちがいでなければ、ゆえは、ちょっとだけ微笑ほほえんでいて。

「……おう」

　俺は笑って、その頭をくしゃくしゃと撫なでたのだった。



















　　　◆第五章　綺き羅ら星ぼし、爆ばく誕たん







「考えたんだけど、よりたくさんの人に見てもらいたいなら、ゲーム選びも重要よね！」

　木曜日の昼休み。

　花はなは俺を非常階段に呼び出すなり、唐とう突とつに言い出した。

「あたしが思うに、あんたってまずゲームの選び方がなってないのよね。なんかぱっとしないっていうか、絶ぜつ妙みように目を惹ひかないっていうか」

「地味で悪かったな」

「だから、あたしが一いつ緒しよに選んであげる」

　俺としても、ここのところ手持ちのゲームもやり尽つくして、そろそろ未プレイのゲームが欲ほしいと思っていたところだ。

「あと、チーム実況用のゲームも欲しいしね！」

　チームで初めて上げた王さますごろくの実況動画は、着々と再生数を伸のばしていて、もうすぐ五〇万に届こうかというところだ。有名実況者の力ってすごい。再生の勢いが落ち着いてきた今、ここらでそろそろ新作をＵＰしたいところだ。

「ってわけで土曜日、一緒にゲーム買いに行くわよ！　十時に駅前のきりんの下集合ね！」




　そして、約束の土曜日。駅前広場、不細工なきりんのオブジェの下。

　時間通りに現れるなり、花は開口一番、「なにそれ、部屋着？」と言い放った。

「……私服だけど。一応、外に出る用の」

　花は俺をつま先からてっぺんまで子細に眺ながめて、やがて首を振った。

「ふう……」

「なんだよ、その残念そうな溜息は」

「ねえ、あんたの私服ってなんで全体的に黒いの？　一体どこを目指してんの？」

　別にどこかを目指しているわけではない。ただ無難なものを買いそろえる内に、気が付くと黒ばかり増えているのだ。

　改めて見ると、花はゲームをするときのだらけた格好とは一変して、メイクも服もばっちり決めていて、ヒールなんか履いちゃったりして……隣となりに並ぶと、不ふ釣つり合い具合がハンパではない。

　着き替がえてきたほうがいいのかな、と思ったが、花はさっさと改札へ向かって歩き出した。

「じゃ、行くわよ」

「え？　駅ビルじゃないのか？」

　てっきり駅ビル内のゲームショップに行くものだと思っていた。

　花はそんなわけないじゃんと眉まゆをひそめる。

「こんな近くで一緒に買い物して、知り合いに見つかったら困るっしょ？」

　そうだった、俺たちの関係がバレるとまずいんだった。特にゲーム嫌きらいだという間ま宮みやサキに見つかった日には……俺を睨にらむ鋭い目つきを思いだしただけで震ふるえが走る。

　改札を通り、電車に乗る。車内は少し混んでいたが、ちょうど席が空いて座れた。

　万が一誰だれかに聞かれないよう、声を潜ひそめて尋たずねる。

「でも、ゲーム買うなら、ネットでよくないか？　レビューとかも参考にできるし……」

「たまには実際に見るのもいいじゃん。それにネットだと、つい自分が興味あるのばっかり検けん索さくしちゃうけど、お店ならいろんな情報がごっちゃに入ってくるでしょ？　人のレビューとか関係なしに、掘ほり出し物が見つかるかもよ？」

　まあそれもそうかと思いつつ、ちらりと隣を見み遣やる。

　少し動けば肩かたが触ふれ合う距きよ離りに、クラスのギャルがいる。

　背中まで流れる髪かみは艶つややかで、整った横顔はまるで人形のようだ。まるいおでこがすっと通った鼻筋に続き、唇くちびるはぷっくりと桜色に色づいている。秋の透とう明めいな日差しにきめ細やかな肌はだが照らされて、内側から柔やわらかく光っているように見える。

（なんか、これ……デートっぽいな）

　こんな可愛かわいい女の子と、駅前で待ち合わせして、電車に揺ゆられて。いかに自己中なポンコツギャルだと分かっていても……いかん、顔がにやける。ゲームをしている時とは別人だが、こいつ、黙だまっていればほんとうに美少女なんだよな──

　と、花が突とつ然ぜん「びえええー!?」と絶ぜつ叫きようを上げたので座席から数センチほど跳とび上がった。

「なんだ、どうした!?」

　花は興奮した様子でスマホを押し付けてくる。

「見て！　ヒメリカちゃんの新グッズ！　ペンケースだって！　どうしよ、欲しいっ！　予約しよ！　ああああああ可愛いよヒメリカちゃんヒメリカちゃんヒメリむぐっ！」

「おまっ、自分がゲーム好き隠かくしてるってことを自覚しろ!?」

　周囲を見回しつつ花の口を塞ふさぎながら、やっぱりただのポンコツだなと、俺はさっそく前言撤てつ回かいしたのだった。




　着いたのは五駅先のショッピングモールだった。

　数あるテナントの中から、花は慣れた様子で一直線にゲームショップへ向かう。俺はその後からおそるおそる足を踏ふみ入れた。ショッピングモールそのものには何度か来たことはあるが、実はゲームショップには初めて入る。実物が見たいなら近所のゲームショップで済ますし、そもそも普ふ段だんはネットで買っている。

　広い店内には棚たなやショーケースにソフトが並び、中古から新作まで幅はば広ひろく揃そろっていた。中には、「店長のおすすめ！」というポップがついたものもある。

「へー。なんか新しん鮮せんだな」

　ネットで探してネットで買うのがほとんどだったから、こうして実物を見ながら選ぶのはまた違った面おも白しろさがある。色とりどりの情報が押し寄せて、なんだかわくわくした。

「どんなゲームがいいんだろうな？」

「んー、難しいわよね。コアすぎるとそもそも目に留まらないし、逆に有名すぎるゲームだと他ほかの実じつ況きよう者に埋うもれちゃうし。ある程度知名度があって、実況されてないやつ……でもそういうのってなかなかないのよねー」

　花の横顔は真しん剣けんだ。こういうとき、やっぱりミリオン実況者なんだなと実感する。ちゃらんぽらんに見えて、ゲームに対する姿勢は誰よりまじめだ。

　棚から商品を手にとっては、あれでもないこれでもないと選ぶ。投げ売りのワゴンの中に思わぬ名作があったりして、ひとしきり盛り上がった。

　ふと、花が袖を引いた。

「ねえ、あの子ヒメリカちゃんに似てない!?」

　ショップの最さい奥おう、壁かべ一面にギャルゲーっぽいポスターが所狭せましと張られている。その中に、どことなく雰ふん囲い気きがヒメリカに似たキャラがいた。

「ほんとだ」

　ポスターの近くまで行くと、ますます似ている。

　花はその『桃もも百ゆ合り学がく園えん』と書かれたポスターを食い入るように見つめた。

「わあ、見れば見るほど似てる～。あ、こっちの子も可愛い、妹キャラっぽい～。あたしこういう小動物系の子、好きなんだよね。あっ、もちろんヒメリカちゃん一筋だけど！」

「はいはい」

　適当にあしらっていると、棚にそのゲームを見つけた。何気なくパッケージを取って裏を見る。

「お。声優豪ごう華かだ、な……」

　飛び込んできた映像に、言こと葉ば尻じりがしぼむ。

「…………っ！」

　俺は頰ほおが熱くなるのを自覚しつつ、好みの子を物色している花の背中をつついた。

「ちょ、は、は、花」

「なに？　今忙いそがしいんだけど」

　眉をひそめる花に、震える声で告げる。

「こ、ここ、十八禁コーナー……」

「…………!?」

　花の目が、俺が手にしたパッケージに引き寄せられる。パッケージ裏では、ポスターの女の子たちがあられもない姿を晒さらしていた。

　さらに横を見ると、棚一面に際きわどい絵が並んでいて──

「ひ……にゃ……!?」

　と、少し離はなれていたところから、大学生くらいの男性客が二人、こちらを見ていることに気付いた。ひそひそと会話しているのが聞こえる。

「なんだあれ、カップルで十八禁コーナーとか、浮うかれすぎだろ……」

「エロゲに理解ある可愛いカノジョとか、ふざけんなうらやましい……」

　花がみるみる真っ赤になった。

「ち、ちがっ、か、か、カップルじゃな──！」

　花が絶叫を上げる寸前、危あやういところでその口を押さえる。

「むぐぐ、むぐー!?」

「騒さわぐな、暴れるな！　さりげなく離り脱だつするぞ！」

　できるかぎり「何も見てませんよ」みたいな顔を装よそおって、早足でそそくさと離れる。

　十八禁コーナーを抜ぬけるなり、花が真っ赤な顔で詰つめ寄ってきた。

「ちょっと、早く言ってよ!?　あんな、え、え、えっちな物見せるなんて信じらんない！」

　俺のせいかぁ!?

「しかも、あんたと、か、かかかカップルと間ま違ちがわれるとか、マジであり得ないんですけどっ……！」

　悪かったな。

　花は顔を赤らめたままぷるぷる震えていたかと思うと、今度はしょぼんとうなだれた。

「……あのゲーム、欲しかったのに……ヒメリカちゃん似の子、可愛かった……」

　さっきまで楽しそうだっただけに、落ち込みようが胸に刺ささる。

　可哀かわい想そうだが、あのゲームが十八禁である以上、俺にできることは……ん、待てよ？

　俺はスマホを取り出すと、『桃百合学園』で検索した。

「あ。さっきのゲーム、全年ねん齢れい版あるってよ？」

「うそ、やった！　どこ!?」

　そわそわしている花をギャルゲーコーナーに連れて行き、全年齢版をカゴに入れる。

「えへへへ、やったー！　これで可愛い女の子を愛めで愛でできる～」

「良かったな」

　子どもみたいな喜びように、思わずこちらも笑え顔がおになる。表情がころころ変わっておもしろい。

　と、花は頰を染め、蚊かの鳴くような声で、

「……で、でも、十八禁のほうも気になる……かも……」

「…………」

　今のは、聞かなかったことに……してやったほうがいいのだろう、たぶん。

　その後も俺たちはゲームショップを練り歩いた。実況映ばえしそうなゲームを選別して、いろんなジャンルをまんべんなくカゴに入れる。やりこみ要素の高そうなものから、大人数でライトに楽しめるパーティーゲーム。ネタ枠わくもいくつか買った。ちなみに共同出資だ。

　ゲームショップの袋ふくろを提さげてモール内を歩く。花は隣で、

「これでしばらくは楽しめそうね！」

　とほくほくしている。

　これで今日の予定は終しゆう了りようだ。この後どうするんだろ、腹減ったけど……やっぱもう帰るんだろうな。ゲームを買うっていうミッションは果たしたし。

　と、花がとあるテナントの前で立ち止まった。

「あ、コスメショップ寄っていい？　新作コスメ見ていきたい」

　そう言うなり、俺の返事も聞かずに入っていく。仕方なく、花に続いて足を踏み入れた。

　コスメショップとやらでは、たくさんの女の子たちが楽しそうに化け粧しよう品ひんを見ていた。香こう水すいだろうか、なんだかいい香かおりがして、どこを見てもきらきらと輝かがやいている。

「あー、良かった、新しいグロス欲しかったんだよね～」

　花も嬉うれしそうに目を輝かせている。その後ろで、俺は荷物を提げたまま所在なく突つっ立っていた。手持ち無ぶ沙さ汰たというか、場ば違ちがい感がすごくてそわそわする。

　周りの女の子たちが花を見て、「わ、あの子すごいかわいい……」「モデルみたい」とざわめくもので、いっそう居い心地ごこちが悪い。……やっぱ外で待ってようかな……？

　と、花が「ねえ」と振ふり返った。

　グロスとやらを二本、顔の横に掲かかげる。

「どっちが似合うと思う？」

　必死に目を凝こらすが、違いがよく分からない。

　とりあえず色が薄うすい方を選んだ。

「えーと……こっち？」

「うそ、センス悪っ」

　じゃあなんで訊きいたんだよ。

　胸中で呻うめきつつ、何気なくグロスの値段を見て、「うわ、高っ」と呟つぶやいた。こんなシャーペンみたいなもんが千五百円とかするのかよ……!?

　俺が驚おどろいている間にも、花はきらびやかな棚の間を歩きながら、見慣れない商品を次々とカゴに入れていく。

「……これとこれって同じじゃね？」

「違う。これはアイブロウ、こっちはアイライナー」

　やっぱりよく分からない。

「つーか、こんなに使ってんのか。毎朝大変だな」

「もー慣れたけど、あたしも最初は驚いた。高校入る前に、必死に練習してさー」

「えっ？」

　聞き間違いかと思ったが、花はなんてことなさそうに続ける。

「メイクするようになったの、高校からだから」

「そうなのか？」

「うん。つか、中学の時すごい地味だったし。友達もいなかったし」

　半信半疑で見み遣やるが、花は真剣な顔で商品を選んでいた。その横顔は、やっぱり人形みたいに可愛かわいくて……地味なんて言葉とはかけ離れすぎていて、にわかには信じられない。

　俺が知っている花は、いつでも可愛くてきらきらしていて、話題の中心で……花の言う通り、昔は地味な女の子だったとしたら、どれだけ努力して今の花になったんだろう。

　レジに向かう花の後ろ姿を見つめる。

　……一いつ緒しよにゲームをするようになって、休日に電車に乗ってショッピングモールなんか来ちゃって。少しずつ、花のことを知っていく。

　花は他ほかにもいくつか化粧品を買って、ご機き嫌げんで店を出た。

「持とうか？」

「え？　あ、ありがと……」

　なんだか驚いた様子の花から、紙かみ袋ぶくろ（ショッパーというのだろうか？）を受け取る。

　片手にゲームショップの袋を、片手にリボンやレースの描えがかれたピンクのショッパーを提げて歩く。あー、やっぱ腹減ったな。こいつ昼飯どうすんだろ。フードコート寄りたいけど……誘さそってもいいのかな。どう誘うのがいいんだろう、できるだけさりげなく、……飯食ってく？　とか？　世のリア充じゆうはみんなどうやって異性の友達を飯に誘ってるの？

　とりとめもないことを考えながら歩いていると、花が小さな声で言った。

「……や、やっぱ、自分で持つ」

「え？　いや、いいぞ」

　なんで急にしおらしくなったんだろう。

　不思議に思っていると、ふとすれ違うカップルに目が引き寄せられた。見るからにラブラブなリア充、男の方は、俺と同じように彼女の荷物を持ってあげていて……

（う、うおおおおおおおおっ!?）

　己おのれの行動に気付いて、頰が一気に火ほ照てる。あ、こ、これ違うからっ、別にカレシ面づらしようとか思ったわけじゃないから、ぜんぜんっ！　ただ妹の荷物を持つのが習慣になってるだけでっ……うわあああ、どうしよっ……！

　さっきカップルに間違われたこともあって、余計に意識してしまう。

　おそるおそる横を見ると、花も俯うつむいて真っ赤になっていた。

（ア～～～～！　恥はずかしいよな、ごめんね～～～～!?）

　どうしよう、ますますいたたまれない！　今さら「自分で持てよ」って言うのもなんか違う～～～！　女の子と関かかわる上で必要なスキルがまったくない～～～～！

　状じよう況きようを打破することもできず、気まずいまま無言で歩く。

　ギャルファッションでばっちり決めた美少女の花と、ゲームショップの袋を持った黒ずくめの俺＋コスメショッパー装備。

　やばい、変な汗あせ搔かいてきた。そもそも見た目からして全然釣つり合ってねーし、傍はたから見ればどんな組み合わせ（笑）？　って感じだし、もしかして俺、花に超ちよう絶ぜつ恥はずかしい思いさせてるんじゃ……？

「あ、で、電車の時間調べるな……？」

　スマホを取り出すと、花が「えっ」と顔を上げた。

「も、もう帰んの？」

「えっ」

「あっ、じゃなくて、えっと……！」

　花は焦あせったように辺りをきょろきょろして、はっと顔を輝かせた。

「ねえ、あたしが選んであげる！」

「え、な、何を？」

「あんたの服！」

　有う無むを言わさずブランドショップに連れ込まれる。

「い、いや、俺、そういう店はちょっと……」

　落ち着いた店内はいかにもリア充御ご用よう達たしといった感じで、萎い縮しゆくしてしまう。

「たまにはいーじゃん、雰ふん囲い気きつかむだけでもさ～」

　花は秋服を次々と俺に当てる。

「あっ、これいい！　こーゆーのもいーんじゃない？」

　確かに一着一着にオシャレなオーラがにじみ出ているが、俺は眉まゆを寄せた。

「買ってもどう合わせればいいのか分からん」

「えー？　普ふ通つうにジーンズにこーゆーロングカーデ合わせるのとか、抜け感あっていいよ。シャツは差し色で、ちょい派手目ね。あ、靴くつはちょっとかっちりしたやつがいいかも。そしたらカジュアルすぎずバランス取れると思う」

　あれよあれよという間に全身コーディネートされる。

「ちょっと着てみてよ」

　服を持たされ、試着室に押し込まれた。

　仕方なく着き替がえるが、ズボンの裾すそが妙みように短くて落ち着かない。戸と惑まどいながらカーテンを開くと、花が「へー」と歓かん声せいを上げた。

「けっこうイイ線いってんじゃない？」

「なんか……つんつるてんに見えないか……？」

「それがすっきりしてていいんじゃん。うん、いい、いい。あたし好み」

「…………」

　思わず口元が緩ゆるみそうになるのを抑おさえる。可愛い女の子に服を選んでもらえるなんて、悪い気はしない……どころかかなり嬉しい。

　それにしても、いくらなんだ、これ。俺は値札を引っぱり、

「うわっ、高っ!?」

「たまにはいいじゃん。買ったら？」

「でもなぁ……また今度にするわ。今日ゲームでけっこう使っちゃったし」

　溜ため息いきを吐つく。やっぱり、俺にはウニクロで充じゆう分ぶんだ。

　元の服に着替えて出ると、花が口を尖とがらせた。

「似合ってたのに。服じゃなくても、アクセひとつでけっこー変わると思うけど……」

　どうしてもビフォーアフターさせたいらしい。

　花はきょろきょろしていたが、はっと何かに飛び付いた。

「ねえ、これ！」

　花が伸のび上がるなり、視界が暗くなる。

「うおっ！　なんだ!?」

　慌あわてて鏡を見ると、鋭するどいフォルムのサングラスが掛かかっていた。超絶似合わない。

　花が噴ふき出す。

「ひーっｗｗ　似合わｗｗｗ　なさｗｗｗ　すぎｗｗｗ」

「俺をオモチャにすんな！」

「黒ずくめだからｗｗｗ　なんちゃってイグザイル感すごいｗｗｗｗ」

　花はツボにはまってしまったのか、腹を抱かかえている。楽しそうで何より。

「ったく……」

　つられて苦く笑しようしつつサングラスを外そうとした、その時。

「おっ、花じゃん！」

「「!?」」

　弾はじかれたように振り返る。

　少し離はなれたところに、すらりと手足の長いモデルのような体型をした女子が立っていた。

　花が蒼そう白はくになる。

「さ、サキ!?」

　間宮サキ!?　花の親衛隊長にして、ゲーム嫌ぎらいのヤンキーギャル。学校でも派手だと思っていたが、私服はさらにその数倍派手だな!?　ヒールのある靴を履はいているため背も高く、ひどく大人びて見える。

　間宮は嬉うれしそうに歩いてきた。

　俺は慌ててゲームショップの袋ふくろを背後に隠かくした。

「おー、やっぱ花だ。奇き遇ぐうじゃん」

「サキ、どうしたのっ？　こっちまで来るなんて珍めずらしいね……！」

「ほら、今日新作コスメ発売じゃん？　見てみよーと思ってさ」

　間宮の手には、見覚えのあるピンクのショッパーが提さげられていた。

「花も見た？　グロス、めっちゃ可愛かったよな」

「う、うん、あたしも買ったよ～、シェルピンク！」

「え？　花、もっと濃こいのが好きじゃなかったっけ？」

「え、えっと、そう、ちょっとイメチェンしよっかな～って……」

　花は間宮と会話しながら、しっしっと手を振ふる。今のうちにこっそり離り脱だつしろということらしい。

　俺は素知らぬ顔でじりじりと離れようとし、

「……で、それ誰だれ？」

　間宮が不思議そうに俺を見ていた。

「!!」

　とっさにサングラスを押し上げるフリをして顔を隠す。

「えっ!?　し、知らない、誰!?　赤の他人！」

「いや、今すげー楽しそうに笑い合ってたじゃん。それにコスメのショッパー持ってるし。あれ花のだろ？」

　そうだった！

　ど、どどどどどうしよう、どう誤ご魔ま化かせばいいんだよ!?

「おいおい、どういう関係だよ？　まさかカレシか～？　聞いてねーぞ、花ぁ」

　間宮はご機嫌でうりうりと花をつついていたが、俺を見て眉をひそめた。

「あれ？　つーか、なんか見たことあるよーな……」

「…………！」

　やばい、今度こそバレるっ……！

　冷ひや汗あせを搔かく俺の横で、花はばたばたと手を振り回し、

「こ、これ、これ、えっと……あたしのおにーちゃんっ！」

「!?」

　間宮はぱちくりと目をしばたたかせる。

「えっ、花、一人っ子じゃね？」

　だよなあ!?

「あ、えっと、ち、ちがくて、そのっ……いとこのおにーちゃん！　名前は、あの、あのっ、……綺き羅ら星ぼし！」

「!?」

　どういうネーミングセンスだよ!?　おまえ絶対向かいの店のロゴ見て思いついただろ！

「んん～？」

　間宮がまるで見み透すかそうとするようにサングラスを覗のぞき込む。炙あぶるような視線から、俺は必死に顔を逸そらした。

　ああああ、怪あやしさ役満すぎる……！　こんなんで騙だまされるわけが──

「初めましてッス、いとこのおにーさん！　自分、間宮サキっていいます！　花さんにはいつもお世話になってます！」

　騙されてくれた────！

「あ、つかガン飛ばしてすんません！　自分、目ぇ悪くて！」

「え、あ、あ……？」

　動どう揺ようしていると、花に足を踏ふまれた。はっと我に返る。

「あっ、ち、チーッス！　綺羅星でっす☆　よろしくゥ～、ウェェ～イ！」

　思わずよくわからんキャラを作ってしまった！

　こんな勢いだけの挨あい拶さつにも拘かかわらず、間宮は引くことなくきらきらと目を輝かがやかせる。

「うおー、めっちゃノリいい！　綺羅星とか、名前めっちゃかっこいーっすね！　キラさんって呼んでいーっすか!?　つか、そのサングラス、マジいけてるッス！」

　もしかして間宮ってめちゃめちゃいいやつなんじゃないか!?

　感動していると、花に袖そでを引っぱられた。

「ちょっと！　なんでよりによってウェーイ系なのよ!?」

「い、いつもの俺とギャップがあるほうがいいと思って……！」

　それにしても、サングラス掛けただけでバレないとか、間宮の中で俺の存在って相当薄うすいんだろうなぁ。助かったやら哀かなしいやら。

　と、間宮が嬉しそうに声を掛けてくる。

「なあ花、昼飯食ったか？　もしまだなら、あたしも一いつ緒しよについてっていいか？」

「あ、ご、ごめん、今日はちょっと……！」

「あ、もしかして忙いそがしい系？　だよな～！　ごめんごめん、無理言って！」

　そう言って朗ほがらかに笑う間宮の顔は、しかしどこか残念そうで。

「うっ！」

　花は胸を押さえてよろめき──

「ぜーんぜん忙しくないよっ♪　一緒にごはん食べよっ!?　しかるのちにショッピングもしよっ!?」

「えっ、いーのか？」

「うん、ぜんぜんオッケー♪」

　今度は俺が花の袖を引く。

「いやオッケーじゃねーだろ!?」

「仕方ないじゃん、サキにあんな顔されたら断れるわけないでしょ!?」

　そういえば花はここのところ俺の部屋に入いり浸びたってばかりで、ギャル友との交流がおろそかになっているようだった。もしかしたら罪悪感を覚えているのかもしれない。

　花は俺の胸むなぐらを摑つかんだ。

「あんたサキの前では、そのキャラ貫つらぬきなさいよ!?　いいわね!?」

「マジかよ……！」

　今でさえかなり無理してるんだけど……!?

　ひそひそ話をする俺たちを見て、間宮が怪け訝げんそうに眉まゆをよせた。

「さっきから、なに二人でこそこそしてるんだ？　もしかして……」

「「えっ!?」」

　ぎくりと血の気が引く。まさかバレたか……!?

「花、キラさんのこと好きなんだろ～！」

「そ、……」

　思いっきり否定しようとしたところを、花に押しのけられた。

「そうそう！　そーなの！　あ、あたし、キラおにーちゃんのこと大好きでっ！」

「!?」

「ずーっと憧あこがれてたの！　もう、本当に好き！　ケッコンしたいくらい大好きっ！」

「!!?!?!　おま、なんでそんなうそっ……！」

　これ以上罪に罪を重ねてどうする気だ！

　しかし詰つめ寄ろうとしたところを、ヒールで踏まれて声なき悲鳴を上げる。

「話あわせて！」

「っ……」

　つま先がじんじんする。が、花のただならぬ様子を見ると何か事情があるらしい。

　涙なみだ目めになりながらも、とりあえず従っておくことにする。

「お、オレも、花のことメッチャ好きでさ～ｗｗｗｗ　小さい頃ころからケッコンを誓ちかい合った仲っていうかｗｗ　ウェイウェ～イｗｗｗ」

「え、えへへへ、やだキラ兄ったら♡　うぇいうぇーい♡」

　互たがいに顔が激しく引き攣つっている。

　しかし間宮は納なつ得とく顔がおだ。

「やっぱなー！　ひと目見た時から怪しいと思ってたんだよ～。よっ、ご両人！　ひゅーひゅー！」

　ギャルなのに、なんで冷やかし方がおっさんなんだろう？

「えへへ、照れちゃうね、キラおにーちゃんっ♡」

「そ、そうだな、花っ♡」

　うう、ぎこちない、ぎこちなさすぎる……！　やはり俺たちがいとこでラブラブとか無理がありすぎるのでは!?

　しかし、間宮はそんな俺たちをにこにこと見つめて、本当に小さく、ぽつりと、

「いいなぁ」

　そう呟つぶやいた。

　その顔は、なんだか寂さびしそうで。

「…………」

　最初、綺羅星俺に花を取られたせいかと思った。けれど、そういう嫉しつ妬との類たぐいとも何か違ちがう気がした。ただ純じゆん粋すいに、手に入らない物をうらやましがる子どものような──なんだろう、間宮は何をうらやましがっているのだろう。

　サングラス越ごしに見ていると、間宮がはっと我に返った。

「あ、でも、ってことは、二人はデート中なんだろ？　ごめん、邪じや魔ましちゃって」

「そ、そんなことない！　むしろ嬉しいよ！　だって親友だもん！　あたしの好きな人やあたしの好きなこと、サキにもたくさん知ってもらいたいよ！」

「は、花っ……！」

　ひしと抱だき合う花と間宮。その横で、俺は猛もう烈れつに照れていた。あたしの好きな人か……いや、分かる。花が「いとこのお兄ちゃん大好きっ子」を演じているのは分かる。でもやっぱりこう、分かっていても胸にくるものがあったりして……

　と、花が抱ほう擁ようを解いた。

「あ、ごめんサキ、キラ兄と買う物あるから、ちょっと待ってて～？」

「おー」

　手を振ふる間宮を置いて、店の奥へ移動する。

　間宮から充じゆう分ぶんに距きよ離りを取ったとみるや、俺は小声で問い詰めた。

「なんであんなこと言ったんだよ!?　ただのいとこならまだしも、ラブラブを演出する必要なんかあったか!?」

　しかし花は、真しん剣けんな顔で俯うつむいていた。

　やはり何か事情があるらしい。

「……どうした？」

　促うながすと、花は口を開いた。

「サキにお兄さんがいるって、前に言ったでしょ？」

「ああ、仲悪いとか言ってたな」

「そう、そうなの。サキは、口ではそう言ってる。ずっとケンカしてるんだって。仲が悪い理由は、まだ聞いたことないけど……でも多分、本当はお兄さんのこと、好きなんじゃないかなって思うの……」

　花はちらりと間宮の後ろ姿を見み遣やった。

「あたし、一人っ子だから分からないけど……サキね、他ほかの子が兄弟の話とかすると、すごく羨うらやましそうに聞いてるの。サキ、素す直なおじゃないから……きっと誰だれよりお兄さんのことが好きで、なのに意地を張ってるだけで……」

「……そうか」

　さっき見た間宮の寂しそうな表情の理由が、すとんと胸に落ちる。あれはそういうことだったのか。

「それで、こういう兄妹きようだいっていいなって、少しでも思ってもらえたら……素直になって、お兄さんと仲良くできるかなって……」

　花は顔を上げ、サングラス越しに俺を見つめた。

「だからお願い、今日一日だけ、いちゃらぶないとこのお兄ちゃんを演じて！」

「う……」

　花といちゃらぶを演じる──正直、女子と付き合ったことはおろか、ろくにしゃべったこともない俺にはハードルが高すぎる。が……

　花の真剣な顔を見て、決意を固める。

「まあ、やれるだけやってみるよ」

　花は「ありがと」と安心したように唇くちびるを綻ほころばせた。

　その嬉うれしそうな笑えみに、思わずつられて笑う。……本当に、友達想いなやつなのだ。

「じゃあとりあえず、そのサングラス買ってきて」

「ああ」

　間宮と行動する以上は、変装のための必ひつ須すアイテムだ。レジへ向かう。会計は一万三千円だった。うそだろ。

　ついでに、ずっと背中に隠かくしていたゲームショップの袋ふくろを、コスメのショッパーに突つっ込んだ。これだけは何があっても見つかるわけにはいかない。

「……よし」

　これで擬ぎ態たいは完かん了りようだ。頰ほおを叩たたいて気合いを入れる。俺は今、クラスのゲームオタクなタニシじゃない。ウェーイ系で、花とラブラブないとこ、綺羅星だ。

「お待たせ～」

　花と一緒にテナントを出ると、スマホを弄いじっていた間宮が「おー」と顔を上げた。

「じゃ、ごはん食べに行こっか♪」

「はらへりウェーイ☆」

　若じやつ干かんキャラが迷走している感がいなめないが、間宮は「おにーさん、マジノリいーっすね！　カッケー！」と尊敬のまなざしで見つめてくれた。ええ～こいついいヤツすぎるんだけど!?

　フードコートはたくさんの人で賑にぎわっていた。いいかおりが食しよく欲よくをそそる。

　何を食べようか迷っていると、花が思いも寄らぬことを言い出した。

「今日はぜーんぶキラお兄ちゃんのおごりねっ♡」

「なんでだよ!?」

「だっておにーちゃん、あたしのこと好きなんだよね？」

　その小こ悪あく魔まめいた微笑ほほえみに、痛つう恨こんの呻うめきが漏もれる。

　こ、こいつまさか、このためにっ……!?

「おまえなぁっ……！」

　いつもの調子で反論しかけた瞬しゆん間かん、不思議そうにこちらを見ている間宮と目が合った。

「う、う──ウェーイ、任せろ～い☆　好きなのじゃんじゃん言っちゃってェ～!?」

「えっ、マジすか！　あざーっす！」

「わーい、キラおにーちゃん男らしい～！」

　結局オムライスとスープカレー、たこ焼きをおごった。

　世の中のカレシ諸君って大変なんだなと胸中で呟きつつラーメンをすする。うう、サングラスが湯気でくもる……

　と、スープカレーを食べていた間宮が、足あし下もとにあるショッパーを見遣った。

「つーか花、グロスの他に何買ったん？　めっちゃ多くね？」

　やばい！　その中にはゲームが……っ！　でも俺が口出すのも変だし……っ！

　花は気付かずのんきに指折り数えている。

「えっとぉ、ファンデにぃ、チークにぃ～、あ、あと下地？」

「へー、見ていい？」

　間宮が屈かがんで手を伸のばす。

「!!」

　俺は花に向かって両手を突き出すと、細かく振って「間宮を止めろ！」のゼスチャーを送った。

「…………？」

　花が眉をひそめつつ、同じく両手を振りながら首を傾かしげる。違う、「きゃー、久しぶり～」のポーズじゃねぇよ！

　今度は腕うでを交差させて×マークを送ると、ようやく事態に気付いたのか、花の顔が瞬しゆん時じに引き攣った。

「だっ、だめだめだめ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、勢いよくショッパーを取り上げる。

「ごめん、見ないでサキっ！」

「えっ、なんで？」

「え!?　なんでって、えっと、あのっ……！」

　花は目を彷徨さまよわせ、

「こ、これあたしのじゃなくて、キラ兄のだからっ！」

「「!?」」

　間宮も驚おどろいたが俺も驚いた。そんな雑な誤ご魔ま化かし方ってある!?

「キラさん、メイクするんスか、パネェ……」

「あ、はは、ま、まあ、た、た、たしなむ程度に……？」

「つか、今メイクしてます？　めっちゃナチュラルっすね……コツ教えてもらっていいスか？」

「あ、え、こ、コツ!?」

　予想外に食いつかれたんだけど!?

　花に助けを求めると、必死に何かを揉もんでいるような仕草をした。なんだあれ、パン？　パン生き地じを？　捏こねて？　伸ばして？

「……ひ、……一晩寝ねかせることかな～？」

「えっ、何をッスか!?」

「ふぁ、……ふぁんで？」

「ファンデを!?　一晩寝かす!?　どうやって!?」

「あ、い、いや、寝かすっつっても、むしろ気持ち的には、その……」

　しどろもどろになりながら花を見ると、今度は慈じ愛あいに満ちた目でパン生地に頰ずりしていた。

「……一いつ緒しよに寝る、みたいな？」

「添そい寝!?　ファンデと!?　どんな意味が!?」

　俺だって分かんねーよ！　助けて花！

　縋すがるような目で見ると、花が口を開いた。

「あっ、ごめんサキ、やっぱ今の噓うそっ！　冗じよう談だん！　えへ、えへへへ～！」

「な～んだ。やっぱ花のなんだろ？　見せてくれよ」

「あっ、えっと、そのっ」

　花はショッパーを抱きしめる。

「ご、ごめん、それは出来ないの……」

「？　なんで？」

「あ、あの、えっと……そう、メイク道具は他人に見せるべからずって……駒こま形がた家の家訓で……っ！」

「家訓!?」

「や、破ったら破門されるの……！」

「破門!?　何から!?」

　机に突っ伏ぷして頭を抱かかえる。こいつまたむちゃくちゃな誤魔化し方しやがって……！

「いやでも、普ふ通つうに学校に持ってきたりしてんじゃん!?」

「そ、そうなんだけどっ……！」

　花が鋭するどい視線を寄よ越こした。助けろってか!?　女同士のメイク談義に割り込める余地なんてねーよ、ゲームオタク舐なめんな！

　冷ひや汗あせをかきつつ、サングラスを押し上げる。出いでよ、俺の内に眠ねむる精せい一いつ杯ぱいの綺羅星パワー！

「え、えーと、サキちゃん」

「はいッス」

「け、化け粧しようってゆーのはさ、いってみれば、女の子一人一人によって調合が変わる、秘密のスパイスなんだよネ……だからその一部を見せることはできても、すべてを見せるのはヤボってわけヨ……分かったかい？　オーイェイ☆」

　反応がない。やばい、スベったか……？

　間宮はぽかんと俺を見つめ──その顔がみるみる輝かがやいた。

「すげーっす、キラさん！　メイクをスパイスに例えるとか、ポエマーっすね！　マジ尊敬するッス！」

　ほんっといいヤツだな間宮!?

「うおお、花の秘密のスパイス知りてェー！　でも我慢！」

「サ、サキちゃんは、花のことが大好きなんだね？」

「はい！　やっぱ、花はうちらのカリスマっつーか、理想みたいなとこあって。勉強も運動もできて、そのうえ可愛かわいくておしゃれに手ぇ抜ぬかないとか、マジ憧あこがれなんス」

「サキ……」

　間宮はきらきらと目を輝かせている。……もし間宮が、ゲームしてる時の空気の抜けたアザラシみたいな花を見たらどう思うんだろうな。いっそ暴ばく露ろしてやりたいが、まるで胸中を読んだように花が足を踏ふんでくるので口を噤つぐんでおく。

「あっ、自分お水持ってきますねっ！」

　間宮の背中を見送って、花がぼそりと呟つぶやいた。

「ねえ、スパイスって何？　どうしたのあのキャラ、迷走にも程ほどがあるんだけど」

「悪かったな。っつーか、あれ何だったんだよ、あの、パン生地を揉んでるみたいな……」

「は？　どう見ても『ファンデーションを厚あつ塗ぬりしすぎず、内側から外側にさっと伸ばす』でしょうが」

「どこが!?」

　あのパンを捏ねる動作にどんだけ細かい意味を込こめてんの!?　こいつゼスチャーの才能なさすぎるだろ！

「てゆーか、あんたカレシ力足りなすぎ！　もっといちゃらぶ感出してよ！」

「カレシ力ってなんだよ！　だいたいおまえごまかし方が雑なんだよ！　ほぼ俺に投げっぱなしじゃねーか！」

「そ、そんなことない！　だいたいあんたおどおどしすぎ！　もっと余よ裕ゆう持って──」

「ただいまっス～！」

「「おかえり～☆　ウェーイ☆」」

　間宮が持ってきてくれた水を飲みつつ、脂あぶら汗あせを垂らす。いちゃらぶ感ってなんだよ、カップルって何をするんだ？

　賑わうフードコートをこっそり横目に窺うかがう。と、斜ななめ前、大学生と思おぼしきカップルが、仲良くアイスを食べさせ合っていて──

　これだ！

　俺は猛もう然ぜんと爪つま楊よう枝じにたこ焼きを突つき刺さすと、花に差し出した。

「花、あーん☆」

「ちょ!?」

　花が真っ赤になって「だれがそこまでやれといった!?」みたいな目を向けてくる。しまった、やりすぎだったか!?

　しかし時既すでにおそし、間宮が期待のこもったまなざしで見ている。もう後には引けない。すまん、花、腹を決めてくれ……！

「あ、あ、……あーん♡」

　花は声を上うわ擦ずらせながらも、ぱくりとたこ焼きを頰ほお張ばった。

「お、おいしいか、花？」

「ふぉ、ふぉひふお♡」

　一気に詰つめ込みすぎた。何言ってるかさっぱり分からん。花はハムスターみたいにぱんぱんに膨ふくらんだ頰ほおを引き攣つらせている。……たこ焼きは「あーん」には向かない。ひとつ勉強になった。

　と、今度は花がオムライスを掬すくった。

「き、キラ兄も、あーん♡」

　スプーンに山盛りだ。たこ焼き責めの意い趣しゆ返がえしと来たか。だがその程度、苦もなく乗り越こえてみせる！

　俺は顎あごが外れそうなほど口を開き、

「あ、あー……おっ、ごっふ!?」

　思いっきり突っ込まれ、噎むせそうになるのを紙かみ一ひと重えで堪こらえた。何で喉のどまで突っ込むの！

「うふふ、おいしー？」

「お、おいひ、う、ごっふ♡」

　ふざけんなよおまえぇぇ～っ……！

　目に見えない火花を散らす俺たちを、しかし間宮は微笑ほほえましいとでも言いたげな目で見つめていた。

「お似合いだなー。ほんとキラおにーさんのこと好きなんだな、花」

「えへへ、そうなの～♡　あっ、でも違ちがうからね、あくまでお兄ちゃん的な意味でだから！」

「そ、そーそー！　そこはちゃんと線引いてるっつーか！　妹として可愛がってるっつーか！　やっぱ兄妹きようだいっていいもんだよなー！」

　そうだ、この作戦の本質は、間宮に「兄妹っていいな」と思わせるところにある。いちゃらぶを演じることに夢中になる余り本題を見誤ってはいけない。

　間宮は歯を見せて笑った。

「とか言って、本当に好きなの、あたしには分かるけど？　なんたって親友だからな」

「えっ、そんなことないよ！　違うって、ホントっ……！」

　花はうろたえていたかと思うと、急に立ち上がった。

「あっ、あたし、デザート買ってくるね！　キラおにーちゃん、お金！」

「えっ」

「お金！」

　わけも分からないままサイフを差し出すと、花はむしり取るようにして走って行ってしまった。

「あっ、おい、花……！」

　どうしよう、間宮と二人きりになってしまった。

　ギャルと話すことなんてねーよと冷や汗を垂らしたのも束つかの間、

「あ、キラにーさん、そこ、ソースが零こぼれてるッス。これで拭ふいてください」

「あ、ああ、ありが……サンキュッ☆」

「えっ、なんで言い直したんスか、ウケる！」

　間宮は屈くつ託たくなく笑っている。その顔は、あの日、非常階段で俺を睨にらんだのとは同一人物だとは思えないほど無む邪じや気きで。

　……間宮がこんなに人なつっこいなんて知らなかった。ずっと怖こわいヤンキーだと思ってたけど、こうして子犬のように慕したってくれるのを見ると、これは、なんか、……かわいい、かもしれない。……まあ、あくまで間宮が好意を寄せてくれているのはウェーイ系いとこの綺羅星であって、ゲームオタクな俺には見向きもされないんだろうけど。

「でも、花にこんなイケてるいとこのおにーさんがいたなんて知らなかったッス」

　間宮はにやりと笑って、身を乗り出した。

「えっ」

　端たん整せいな顔が間近に迫せまってどぎまぎする。化粧しなくても、きっときれいなのになぁ。

　間宮は声を潜ひそめて尋たずねた。

「ぶっちゃけ、花のことどー思ってるんスか？」

「あ、いや……さっきも言ったけど、あくまで妹的な意味で、可愛いと思ってるよ。花もそのつもりだろうし……」

　しかし間宮はチチチチ、と指を振ふった。

「あれは恋れん愛あい対象としてキラ兄さんのことを意識してるッスね、絶対！　あんな動どう揺ようしてる花、初めて見たッス！　ワンチャンあるっすよ！」

「ま、マジ～？」

　まあ、花があんなに好き好きオーラを出してくれるのは、あくまで演技なんだが……そう見えたなら何よりだ。

　間宮は眉まゆを下げて笑った。

「マジ仲良くて、羨うらやましいっす」

「……──」

　また、あの顔だ。欲ほしい物を諦あきらめる子どもみたいに、寂さびしそうな顔。

　ぐっと拳こぶしを握にぎる。……これはチャンスなんじゃないのか？　間宮がお兄さんとうまくいっていない理由……友達である花には聞けなくて、綺羅星だから聞けること……

　勇気を振り絞しぼって、口を開く。

「えっと、まみ──さ、サキちゃんって、お兄さんとかいるの……？」

「いるッスよ。でも、キラさんとぜんぜん違うッス」

「へえ」

　それきり会話が終わりそうになる。聞け、怯ひるむな、俺はいまウェーイ系綺羅星、怖いものなどない……っ！

「お、お兄さんとは、あんまり、一いつ緒しよに出かけたりしないのか？」

　おそるおそる尋ねると、間宮は首を振った。

「ぜんぜんッス。昔はよく遊んでくれたんスけど。優やさしくて、スポーツもできて、けっこー自じ慢まんの兄貴で」

　花の言う通りだ。間宮は今でも、お兄さんを慕っている。……それなら、なぜ──

「でも、ゲームにハマってから、構ってくれなくなって」

　間宮の口からゲームという単語が出てきて、どきりとする。

「あ、げ、ゲーム……？」

「はい。兄貴が中学生くらいの時かな、それまでけっこー一緒に遊んでくれてたんスけど、ゲームをするようになってからは、ずっと画面に夢中で。何をしてても上の空で……まるであたしのことなんか、見えてないみたいに」

　膝ひざの上で握った拳に力が入る。

　……ちょっとだけ、心当たりがある。俺もかつて、日常生活をおろそかにするくらい、ゲームにハマりかけたことがあって……その時は、ありすが泣いて怒おこって、その時初めて、寂しい思いをさせてしまっていたことに気付いた。それからは、ゲームはしつつも、家族と会話する時間もちゃんと作るようにして。

　でも。

「……もう今は、家の中でもほとんど会わないッス」

　間宮は、それきりなんだ。

　……だからゲームが嫌きらいなのかと、ようやくその理由が胸に落ちる。兄を──大切な人を、ゲームに取られた。だから、花をゲームに近づけたくなかったんだ。

　俺はゲームの入ったショッパーを、そっと引き寄せた。

「あー……その……」

　沈しずんでしまった空気を変えようと、間宮の手首を指さす。

「そ、その時計、可愛かわいいな!?」

「あ、ミサンガウォッチっすか？」

「ミサンガウォッチ？」

　紐ひもで編まれたカラフルなバントが目を引いて、ずっと気になっていたのだ。

　間宮はへへっとはにかんだ。

「嬉うれしいッス。これ、自分で作ったんス」

「!?　それ作れるの!?」

「自分の好きな色でデザインできるんで、すげー気に入ってるんスよ。よかったら、キラさんのも作りましょーか！」

「えっ、いや、そんな」

「あたし、こー見えて器用なんッスよ！　あっ、こーゆーチャームとかも作ったりしてるッス！」

　間宮が取り出したのは、金色の星だった。

「へー、綺き麗れいだな」

　何気なく褒ほめると、間宮はぱああっと顔を輝かがやかせた。

「良かったらあげるッス！　恋こいのお守りにしてください！」

「え、え」

　間宮の顔がずいと近づく。どぎまぎしている間に、サングラスの弦つるに金色のチャームをくくりつけられた。

「うわ、やっべ！　超ちよういかしてる！　鬼おにカッケー！」

「そ、そうか？　やったぜ、う、うぇーい！」

「うぇいうぇーい！」

　手を打ち合わせると、間宮は歯を見せてはにかんだ。

「ミサンガウォッチも、任せてください！　キラさんにお似合いの、マジパネェやつ作るんで、期待しててくださいよ」

　その楽しそうな様子に、思わず笑えみがこぼれる。

「……ああ、ありがとう」

　と、そこに花が戻もどってきた。

「どしたの？　楽しそうね」

　まばたきする花に、間宮は「ちょっとな～！」と笑った。

「それ、何買ってきたん？」

「えへへ、アイス！　あたしはいちご、サキはチョコね！」

「おっ、やりィ～」

「キラ兄には、大好物の甘酒しょうゆ味～っ！」

「食べたことも聞いたこともねぇよ」

　深夜のテンションで作ったとしか思えないその期間限定のアイスは、意外と美う味まかった。

　その後、俺たちは他愛たわいない会話をしながらショッピングを楽しんだ。ギャル二人に挟はさまれて買い物をするなんて、きっとこの先一生ないだろうなぁ。

　間宮は三時から別の予定があるらしく、花はまだ見たいものがあるというので、駅前で別れることにした。

「じゃーな、花。また学校で」

「うん、またね」

　間宮が俺に目を移して、晴れやかに笑う。

「キラさん、今日はありがとうございました、めっちゃ楽しかったッス！　ぜひまたお話ししたいッス！」

　間宮は改札を抜ぬけて見えなくなるまで、何度も振り返っては手を振っていた。

「……すげーいいやつだった」

「でしょ？　あたしの自慢の友達」

　踵きびすを返し、再びショッピングモールへと歩き出す。

　俺はぽつりと口を開いた。

「間宮さ、昔はお兄さんと仲良かったんだけど……お兄さんがゲームにハマって、それから、あんまり仲良くなくなったんだって」

　花はちょっと俯うつむいて、「そっか」と短く言った。

「……間宮に本当のこと、言わなくていいのか？」

「うん……言ったでしょ？　ゲームも友達も、どっちも大事にしたいから」

「……そうか」

　今日一日、一緒に過ごした間宮は、本当にいいやつで……だからこそ、ゲームを憎にくんでいるのが哀かなしかった。

　本当は花だって、好きなものを分かち合えたらと思っているはずだ。

（どうにかしてやりたいんだけどな）

　俺が口を出してもしょうがないとは分かっているが、それでもやっぱり、一度こみ上げた想おもいは消えなくて……

　ふと、花が立ち止まった。

「あれ？　これ……」

「どうした？」

　花はコスメのショッパーを上げたり下げたりして重さを確かめていたかと思うと、勢いよく覗のぞき込み──

「うそ……」

　桜色の唇くちびるから、掠かすれた声が零こぼれる。

「違ちがう、これ、……サキの……」

「え……？」

　花が目を上げた。その顔は蒼そう白はくで。

「ショッパー、間ま違ちがってる！」

「…………!?」

　一いつ瞬しゆんにして血の気が引く。

　ということは、大量のゲームソフトの入ったショッパーが、間宮の手に……!?

　考える前に、身体が動いていた。

「ここで待ってろ！」

　花の手からショッパーを受け取るが早いか、駅へと駆かけ出す。

「大和やまと！」

　休日でごった返す駅に飛び込み、改札を抜ける。

「っ……！」

　ゲームのパッケージを見た間宮は、きっとショックを受けるだろう。花との友情にも亀き裂れつが入る。

　そんな傷つく二人の姿を見たくなくて……──

　歯を食くい縛しばり、疾しつ走そうする。

　階段を駆け上がり、ようやくその背中を見つけた。

「間宮あああああああああああああっ！」

「!?　キラさんっ!?」

　間宮が驚おどろいたように振ふり返る。

　息を切らして追いつくと、ショッパーを突つき出した。

「はっ、はぁっ、ご、ご、ごめんっ、これっ、違っ、……入れっ、入れ替かわっててっ……！」

「えっ、あっ、あっぶねー！　花ん家ちの家訓破るとこだったッス！　花が破門されなくて良かった～！　すみません！」

「い、いや、こっちこそ、すぐ気付かなくて……っ」

　ショッパーを取り替え、安あん堵どに胸をなで下ろす。

「……てか、自分、名字教えましたっけ？」

「えっ!?　あっ、は、花に聞いて……！」

「そっスか」

　全力疾走したせいで、なかなか息が整わない。

　膝に手を置いたままぜえぜえいっていると、間宮が呟つぶやいた。

「……汗あせ、すごいっすね」

「あ、ご、ごめん」

　見苦しいよなと焦あせりつつ額を拭ぬぐう。

　けれど間宮は笑って首を振った。

「花のために、めっちゃ走ったんスね」

「あー……」

　それもある。けれど、ゲームソフトを見た時の間宮の傷ついた顔を想像すると、いてもたってもいられなくて……

「……キラ兄さんになら、花のこと任せられるッス」

「え？」

　間宮は唇を引き結び、俺とまっすぐに向かい合った。

「あの、キラさんなら、もうとっくに、あたしよりぜんぜん分かってると思うんスけどっ、……花、可愛いし勉強できるし、完かん璧ぺきに見えるんスけど……優やさしくて、そんでけっこう繊せん細さいなとこあってっ」

「……ああ。それと、けっこう間が抜けてたりする」

　間宮は目を見張って、それから笑った。

　ぴしりと姿勢を正す。その目は、睨にらんでいるのかと思うくらいに真しん剣けんで。

　──そのまま、深々と頭を下げた。

「花のこと、よろしく頼たのみます」

「…………」

　嚙かみしめるような声が、胸に染しみ込んだ。分かっていた、分かっていたけど……こいつ、本当に花のこと大切に想ってるんだな……。

　いい友達だなと、温かな感かん慨がいが胸を満たした。

　間宮と手を振って別れる。

　改札を抜けると、花がヒールを鳴らして駆け寄ってきた。

「大和……！」

　不安げな花に、ショッパーを掲かかげてみせる。

「間に合った」

「良かった……！」

　花は今にもへたり込みそうな様子でショッパーを抱だきしめた。

　駅前を並んで歩く。

「おまえ、間宮のこと大事にしろよ？」

「そんなの、当たり前だっつーの」

　そう答える花は、どこか誇ほこらしそうだった。










　　　◆第六章　ギャルゲー勝負







　いつものように、特にこれといって予定のない休日。

　花はなは飽あきずに美少女大戦をプレイしていた。

『こんにちは、はなたろうくん。こんな所で会うなんて、珍めずらしいね？』

「あっひゃあああああん♡　偶ぐう然ぜんじゃないんだよぉ、ヒメリカちゃんに会いに来たんだよおおおおおおお♡♡♡　ヒメリカちゃんの行動パターンは全部把は握あく済みだからねぇぇぇえ♡♡♡　世界の果てまで追いかけるからねぇぇぇぇええうぇひひひィィイイ♡♡♡」

　……ヒメリカのポスターに囲まれ、ヒメリカのクッションを抱き、ヒメリカのストーカーをするギャル……いや、果たしてギャルといえるのか、あれは？　俺の知らない、ヒメリカ廃はいという新たな生き物ではないのか？

「それにしても、よく飽きないものね」

　カーペットの上をのたうち回ってはしゃぐ花を、紗さ々さ乃のが微笑ほほえましげに眺ながめている。

　カズキとゆえは用事があるらしく、今日は来ていない。集まったメンバーは俺と花と紗々乃の三人。これまでありそうでなかった組み合わせだ。

「いつも楽しそうで羨うらやましいわね。ポンコツちゃんを見ていると、こちらまで幸せになってくるわ？　いったい何がそんなに楽しいのかしら？」

「そういえば紗々乃って、あんま感情を出さないよな」

　夏合宿では花とケンカして、珍しく弱気な一面を見ることが出来たが……日常で怒おこったりはしゃいだりしているところを見たことがない。いつだって冷静沈ちん着ちやく。なにしろ『まったく怖こわくないホラーシリーズ』という動画をＵＰしているくらいだ。

「それって、元々何も感じてないのか？　それとも感情を押さえてるだけなのか？」

　紗々乃は小首を傾かしげる。

「どちらも、かしらね。何も感じていないわけではないのだけれど、元から感情が顔に出にくいのだと思うわ？」

　花がすかさず食いついた。

「ぷすすー。紗々乃さまってば、感情の分からない孤こ独どくなヒューマノイド気取りですかぁ？　可愛かわいいものを愛めでるきもちさえ分からないなんてかわいそー」

「あら、私なりに愛でているつもりだけれど？」

「？」

　怪け訝げんそうにする花を、紗々乃はにこにこと見つめる。うん、そうだな。本人は気付いていないが、たっぷり愛でられているぞ？

「まあでも、ギャルゲーに関しては花の方が一枚上手かもなぁ」

　あくまで、他ほかのゲームに比べたらだが。何しろ花は暇ひまさえあればギャルゲーパートをやりこんでいるし、逆に紗々乃がギャルゲーをしているところは見たことがない。

「！」

　花はみるみる目を輝かがやかせると、嬉うれしそうに髪かみを払はらった。

「でしょ!?　ま、ギャルゲーマスターといっても過言じゃないわね！　高こう尚しようなヒューマノイドさまにはこの面おも白しろさは理解できないだろうけど！」

「まあ、聞き捨てならないわ？」

「ふふん、悔くやしかったらギャルゲーやってみなさいよ。あんたなんて絶対一人も落とせないんだから。どーせ恋こいする女の子のきもちなんか分からないでしょ～？」

　勝ち誇る花に、紗々乃が首を傾げる。

「そういうポンコツちゃんは、殿との方がたとお付き合いしたことあるの？」

「う!?　な、なに？　今それ関係ある？」

「だって、恋する女の子に造ぞう詣けいが深いのでしょう？　当然、お付き合いした経験があるのだろうと思って」

「え？　えーと……その……」

　花は目を逸そらすが、紗々乃は追つい及きゆうの手を緩ゆるめない。

「あら、どうしたの？　答えられないの？」

　花はヒメリカクッションを抱き寄せて、ぼそぼそと呟いた。

「……、ぃ……けど……」

「え？」

「……な、い……、っつってんの……」

「なにかしら？　聞こえないわ？」

「～～～っ……！」

　花はついに真っ赤になって絶ぜつ叫きようした。

「ないわよっ！　ない！　ありませんけど何かァ!?」

　逆ギレかよ。

　しかし……そうか、誰だれとも付き合ったことないのか。ギャルの花しか知らなかった俺なら、にわかには信じがたかったかもしれんが……この間の模も擬ぎデート、すごいぎこちなかったもんな、うん……ってことは、あれが花にとっても俺にとっても初デート体験……

「宗むね彦ひこくん、何をにやにやしているの？」

「い、いや、何でもない」

　と言いつつ緩む口を押さえる。俺も大たい概がい顔に出やすい。

　花はまだ顔を赤らめたまま、憤ふん然ぜんと紗々乃に詰つめ寄った。

「あ、あんたこそ、付き合ったことあんの!?」

「あら、そんなこと、とても口では言えないわ？」

「えっ!?　い、言えない!?　人に言えないようなお付き合いってなに!?」

「そんなに知りたいのなら、手取り足取り教えてあげてよ？」

「い、いい！　やだ、来ないで！　聞きたくない！」

「まず、頭ず蓋がい骨こつをゆっくり……」

「聞きたくないって言ってんでしょー!?」

　頭蓋骨をどうするんだろう。すげー気になる。

「ふ、ふざけないでよ、このエセヒューマノイド気取りがっ！　いつも自分ばっかり余よ裕ゆうですよ～みたいな顔してっ……！」

　花は鼻息荒あらく指を突つきつける。

「こうなったら勝負よ。ギャルゲーでヒロインを攻こう略りやくして、卒業式で告白された方が勝ちっていうのはどう？　負けた方は、告白シーンを感情たっぷりに読み上げるの！」

「あら、それはおもしろそうね？」

「感情たっぷりよ？　勝った方がいいっていうまで、許されないんだからね！」

　なんでこいつはこう、自らハードルを爆ばく上あげしていくのか。

「いいわよ、受けて立つわ？」

　紗々乃がにこやかに頷うなずき、ギャルゲー勝負が幕を上げた。

　プレイするのは、この間買ってきた『桃もも百ゆ合り学がく園えん』というギャルゲーだ。

「先せん攻こうはあたしよ、文句ないわね！」

　主人公の名前を決め、ゲーム開始。

　高校三年間を過ごす中で、女の子と絆きずなを深め、卒業式の日に告白されるのを目指すというのがおおまかなストーリーらしい。

　花はさっそく学園を探たん索さくし、攻略対象となる女の子たちと順調に出会っていく。みんな個性的で可愛い。

　……が、無難にかわすだけで一いつ切さいフラグを立てようとしない。

「なんでスルーするんだ？　勝負なのに、そんなに悠ゆう長ちように構えてていいのか？」

「いいの。ハンデよ、ハンデ」

　そうこうする内に学園生活一週間が過ぎた。

「……なかなか現れないわね。図書館に行ってみようかな」

　花は図書館に移動し──すると黒くろ髪かみの美少女があらわれた。

「きた、櫻さくら子こちゃん！」

　花が声を弾はずませる。

　画面に映った少女は、ゲームショップのポスターで見た、ヒメリカ似の女の子だった。小こ柄がらで愛らしい中にもどこか凜りんとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていて、やっぱりヒメリカに似ている。なるほど、この櫻子狙ねらいだったらしい。

　櫻子が微笑み、涼すずやかな声が流れる。

『ごきげんよう。初めて見る顔ですわね』

　花はにやにやと顎あごをさする。

「ほほう、お嬢じようさまキャラ……これはなかなか……」

　なんでおっさんみたいなリアクションなんだよ。

　と、紗々乃が小首を傾げた。

「ところで、ポンコツちゃんはしめさばちゃんが好きなのでしょう？」

「ヒメリカちゃんね!?」

「他のギャルゲーをプレイするのは、しめさばちゃんに対する浮うわ気きになるのではないの？」

「!?」

　花は豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらった鳩はとのように目を剝むいた。

「ち、ちが、違ちがうっ、こ、これは浮気じゃないもん！　ただの遊びでっ……本命はあくまでヒメリカちゃんだもん！」

　ますます浮気っぽいぞ、その発言は。

　画面では、浮気相手の櫻子さんが『どんな本をお探しですの？』と微笑んでいる。

　選せん択たく肢しが現れた。





①　ええと、レポートで使う哲てつ学がく書を……

②　うるせえな、どっか行けよ

③　（無言で壁かべドン）






「ふふ。基き礎そ中の基礎ね。ここは①で接点を作りつつ、知的な男をアピール……」

　余裕の笑みを見せる花を、紗々乃が止めた。

「待って、ポンコツちゃん」

「は？　なに？」

「ここは壁ドン一択たくだわ？」

「はああ!?　そんなわけないじゃん！　出会い頭がしらに壁ドンとか、どんな勘かん違ちがい男!?　引かれるに決まってんじゃん！」

「あら、壁ドンは全すべての乙女おとめのロマンよ？　初対面から男らしさを見せつけることで、女の子は支配されたいという本能をくすぐられるの」

「そ、そんな本能ないしっ！」

「ふふ、本当かしら？」

　紗々乃はふわりと微笑ほほえむと、花をベッドの側面に押し付けた。

「えっ、なに、なに!?」

　そのまま、花に覆おおい被かぶさるようにして顔の横に手を突く。二人の顔が、今にも触ふれそうなくらい近付いた。

「ほら。どう？」

「にゃっ!?」

　花がみるみる真っ赤になる。

　……ち、近い。傍はたから見ていてもかなり近い。
















　花はハムスターみたいに慌あわてふためく。

「ちょ、ちょっと紗々乃、離はなれてよ……！」

「あら、壁ドンされるのは初めて？」

　何とか逃にげ出そうとする花の顎を、紗々乃は反対の手で持ち上げた。壁ドンからの顎クイだと……!?

「ひ、ぁ……!?」

「ふふ。ポンコツちゃん、肌はだ、きれいなのね。唇くちびるもピンクで可愛かわいいわ。食べてしまいたい」

「あ、や、やだ、紗々乃っ……！」

　完全に二人の世界だ。見てはいけないものを見ているようでいたたまれない。

「あのー、一応俺もいるんだが……」

　小さく主張すると、花は首まで真っ赤になり、

「や、やめて紗々乃っ、……櫻子さまが見てる……っ！」

　俺はいいのかよ。

　紗々乃は満足したのか、ようやく花を解放した。

「どうかしら、ポンコツちゃん？　壁ドンされる乙女の気持ち、分かった？」

「ううっ、悔くやしいっ……！　でもときめいちゃう……！」

　花は両手で顔を覆ってのたうっている。

　そういうものなのか。さっぱり分からん。

　茹ゆでダコみたいな花を見ていると、紗々乃と目が合った。

「宗彦くんにもやってあげましょうか？」

「え!?　い、いや、俺はっ……」

「だだだだだだめに決まってんじゃん!?」

　再起不能かと思われた花が瞬しゆん時じに起き上がった。

「そ、そそそそ、そういうのっ、よ、よよ、よくないと思うっ！」

　紗々乃が微笑む。

「あら元気そうね、ポンコツちゃん。さあ、櫻子さんが待っているわよ？　選せん択たくして？」

「う、うう……」

　花は画面を睨にらんでいる。カーソルが①と③をさまよった。自分がときめいてしまっただけに迷っているらしい。紗々乃がリズミカルに手を打つ。

「か・べ・どん♡　か・べ・どん♡」

　花をからかう時の紗々乃ってほんと楽しそうだな。

「う、ぅぅ～っ……！」

　そして、花はついに③（無言で壁ドン）を選択した。

『あ……』

　櫻子さんがポッと頰ほおを染め──

「ま、まさかっ……！」

「成功か!?」

　俺と花は身を乗り出し──次の瞬しゆん間かん、櫻子さんの表情が一変した。……まるで虫でも見るかのような、侮ぶ蔑べつの色に。そして。

『……驕おごるな、クソ虫』

　口をひん歪ゆがめて吐はき捨てるなり、立ち去ってしまった。

「……あふん」

「花！　しっかりしろ！　気を確かに持て！」

　血の気を失って倒たおれそうになる花を、慌てて支える。

「びええええええええええ！　ほらぁぁぁ！　櫻子さんに嫌きらわれたじゃん～っ！　ゴミでも見るみたいな目で見られたじゃん、ばかぁぁぁっ！　わあああああはなたろうの高校生活はお先真っ暗よぉぉおもう生きていけないぃぃいいいい！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ、次はきっとうまくいくって……！」

　俺にしがみついて泣きじゃくる花を、誠心誠意慰なぐさめる。無理もない、俺でさえグサリと来た。このゲーム、ちょっと辛しん辣らつすぎでは……!?

「あらあら、ごめんなさいね、ポンコツちゃん？　なんならこのまま勝負を棄き権けんしてもいいのよ？」

「うう、ぐす……っ！　誰だれが棄権するもんですか……！」

　花は気合いを入れ直してコントローラーを持つ。

　主人公は高校二年生になった。しかし花は他ほかの女の子が登場しても、頑かたくなになびかない。

「まさか、まだ櫻子さん狙いか？　あの様子じゃ告白なんて無理だぞ。他の女の子に軸じくを移したらどうだ？」

「だめ！　あたしは何が何でも櫻子さんと幸せ学園生活を送るの！」

　花はひたすら櫻子さんに会えることを信じてゲームを進め──とある放課後、校舎裏で本を拾った。

『あ、それ……』

　上品な声がして、櫻子さんが画面に現れる。

「あっ、櫻子さん！　櫻子さんだ！」

「挽ばん回かいのチャンスね」

　主人公が本を渡わたすと、櫻子さんは優美に微笑んだ。

『ありがとうございます。お礼と言ってはなんですけれども、よろしければ、お茶などご一いつ緒しよにいかがかしら？』





①　お、お言葉に甘えて

②　ごめん、帰って石油を掘ほらなくちゃ

③　いいから放ほうっておいてくれ






「今度こそフラグを立ててやるわ……！」

　花は①にカーソルを合わせ──紗々乃がおもむろに呟つぶやいた。

「ここは②ね」

「「石油を!?」」

「女の子は、どこかミステリアスな男の子に惹ひかれるものよ？」

「「だからって石油を!?」」

　それはミステリアスというよりもサイコパスでは!?

　しかし紗々乃は悠ゆう然ぜんと髪かみを払はらう。

「確かに、常識で考えれば①かもしれないわ？　けれど好感度の低い今、無難な受け答えをしたところでしょせんは他の有う象ぞう無象と同列。大切なのは『おや？』と思わせる引っかかりを作ることよ」

「え、あ、で、でも……」

「そして何より、石油は富の象しよう徴ちよう。他とは違う男を演出すると共に、彼が石油王になる可能性を暗に示し唆さできるわ？　さあ、ポンコツちゃんならどの解答が一番気になるかしら？」

「う、あ、え……」

　花は目をぐるぐるさせている。

　惑まどわされるな花、これは巧たくみな誘ゆう導どう尋じん問もんだぞ！

　紗々乃はにこりと微笑んだ。

「では端たん的てきに聞くわね？　一いつ介かいの高校生と石油王なら、どちらが有望だと思う？」

「せ……石油王……？」

　洗脳だコレ！　尋問を通り越こして洗脳！

　花はふらふらと『②ごめん、帰って石油を掘らなくちゃ』を選択。

　櫻子はスッと氷のような真顔になり、

『……そう。それでは、ごきげんよう』

　風の如ごとく立ち去った。

「ちょっとおおおおおおお!?　もうゴミですらないじゃん！　触れてはいけない人扱あつかいじゃん！　ギャルゲーで真顔の女の子とか初めて見たんだけど!?」

「まあ、当然の結果かしらね？」

「わああああああああんばかあああああああああああああ！」

　その後も紗々乃のブラフに惑わされまくりながら、ついに迎むかえた卒業式。

　主人公は、なぜか友人の柏かしわ木ぎ（♂）に告白された。

『はなたろう、生しよう涯がいオレと一緒に、石油を掘ってくれないか……？』

「……おまえすごいな。こんな隠かくしキャラがいるなんて、ネットにも書かれてなかったぞ」

「うっ、うっ、うっ」

　花は涙なみだにくれていたが、がばりと顔を起こした。

「あんた何なのよ!?　人の恋こい路じ邪じや魔ましてっ……！　口出しばっかしてないで、あんたのプレイを見せてみなさいよ！」

「ええ。それでは、始めるわね」

　プレイヤー交代、紗々乃がコントローラーを握にぎる。

　主人公の名前はささのすけ。……ずっと黙だまってたんだけど、はなたろうとかささのすけとか、花も紗々乃もなんでそんなネーミングセンスないの……？

「ふん、あんたみたいな性しよう悪わるスピリチュアルになんか、誰もなびかないと思うケドね！　ま、お手並み拝見といこうじゃないの」

　俺と花が見守る中、紗々乃は入学早々図書館へと向かった。

「！　ま、まさか……！」

　顔を引き攣つらせる花に、紗々乃は平然と「ええ」と頷うなずいた。

「櫻子さんを攻こう略りやくするわ？」

「し、信じらんないっ！　鬼おに！　悪あく魔ま！　間男！　ＮＴＲ地じ雷らい！　ＮＴＲ地雷です！」

「あら、ポンコツちゃんは、櫻子さんとのことは遊びだったのでしょう？　石油を掘るしか能のないはなたろうに代わって、私が彼女を幸せにするわ？」

　そうこうする内に、画面に櫻子さんが現れた。

『どんな本をお探しですの？』





①　ええと、レポートで使う哲てつ学がく書を……

②　うるせえな、どっか行けよ

③　（無言で壁かべドン）






　既すでに③は論外だと実証済み。残る選せん択たく肢しは①か②だが。

「まあ、普ふ通つうに考えたら①だよな」

　しかし。

「……いいえ、ここは②だわ」

「「!?」」

「あ、あんた正気なの……!?」

　おののく花に、紗々乃はふっとアンニュイな笑えみを浮うかべた。

「私は正気よ。いつだって、ね」

　そして、迷わず②を選択。

『なっ……わ、わたくしに向かって、うるさいですって……!?』

　櫻子は眉まゆを吊つり上げて怒おこる。

『無礼者！　二度とここに来ないでくださいまし！』

「ほら嫌われた～！　ザマアー！」

　花は大喜びだ。

　しかし、去り際ぎわ。

　櫻子が、微かすかに頰を染めて小さく呟いた。

『っ、あの殿との方がた……無礼なのに、なぜかしら……気になりますわ……？』

「なんでよ─────っ!?」

　絶ぜつ叫きようする花に、紗々乃は涼すずやかに言い放った。

「ポンコツちゃんのプレイを見ていて確信したの。櫻子さんは、Ｍよ」

「「なっ……!?」」

　俺と花の声がハモる。

「そ、そんなわけないじゃない！　はなたろうあたしを罵ののしる時の櫻子さんの顔、見たでしょ!?」

「俺も、どちらかというとＳだと思うが……」

　しかし紗々乃は首を振ふった。

「こういう一見すると毅き然ぜんとしているタイプは、内面に思いも寄らない脆もろさを秘ひめているものよ。そして本心では、そこをくすぐられたいと願っている……」

「で、でもじゃあなんで壁ドンが効かなかったのよ!?」

「出会い頭がしらに壁ドンなんかされたら、どんなＭでも引くわ？　壁ドンはある程度距きよ離りが縮まって、相手を意識し始めている時にこそ最大の効果を発揮するのよ。まったく、何も分かっていないわね、ポンコツちゃん」

「あんたがやれって言ったんじゃん!?」

　実質二週目の紗々乃は、さくさくとゲームを進めて行く。

　学園生活二ヶ月目にして、校舎裏で本を拾った。

　現れた櫻子は、花の時とは違い、ほんのりと頰ほおを染めている。

『ありがとうございます。お礼と言ってはなんですけれども、よろしければ、お茶などご一緒にいかがかしら？』





①　お、お言葉に甘えて

②　ごめん、帰って石油を掘らなくちゃ

③　いいから放っておいてくれ






　花がふんと鼻を鳴らした。

「分かってたもん、答えは①でしょ？」

「いいえ、ここは③よ」

「はああ!?　あんた、せっかく立てたフラグをへし折るつもり!?」

「まあ見ていなさい」

　紗々乃は③を選せん択たく。

『いいから放っておいてくれ。じゃあな』

　主人公が立ち去ろうとした時。

『さ、ささのすけくん！　いえ、ささのすけ様！』

「ささのすけ様!?」

　主人公を呼び止めた櫻子は、もじもじと両手を握りしめている。

『な、なぜ、わたくしに、そのように辛つらく当たるのです……？　こんな扱い、初めてで……とても……その……』

　ポッと頰を染め、

『興奮いたしますわ？』

「わああああああやだぁああああこんな櫻子さん見たくないいいいいいい！　櫻子さんは気高くなきゃいけないのぉぉぉおおおおおおおおおおお！」

「残念だったわね、ポンコツちゃん」

　そして紗々乃は櫻子と急接近。順調に恋こい心ごころを育はぐくんで、ついに卒業式、櫻子から告白された。

『ささのすけ様。わたくし、ずっとあなたのことをお慕したい申し上げておりました。どうかこの雌めす豚ぶためを冷たい目で罵り、鞭むちでぶってくださいませ……』

「ああああ櫻子さんんんんんなんでこんなことになっちゃったのよぉぉぉ～～～～!?」

「勝負ありね」

　紗々乃はにこやかに画面を指さす。

「さあ約束よ、ポンコツちゃん。この告白シーンを読み上げてごらんなさい？」

「はあ!?　できるわけないんだけど!?」

「あら、ポンコツちゃんから言い出したのよ？　ギャルに二言はないわよね？」

「ぅっ……」

　花はしばらく俯うつむいて歯を鳴らしていたが、やがて震ふるえる声を絞しぼり出した。

「『さ、ささノスけ様、っ……ワタクシ、ずっと、お、おしたい、モウシあげて……っ』」

　棒読みにも程ほどがある。今日びペッパーの方が流りゆう暢ちようにしゃべるぞ。

「どうしたの、もっと感情を込こめて」

「うう……『ど、どうか、この雌豚めをっ、冷たい目で……』！」

「きもちが入っていないわよ。さあ、豚になったつもりで」

「『む、鞭でぶってぇ……』！」

「だめね、ぜんぜん伝わってこないわ？」

「あんた鬼ぃ!?」

「あら、ポンコツちゃんが、勝者の気が済むまでと言ったのだわ？　さあ最初から」

「もうやだあ！　できないー！　するならせめて普通の告白がいいーっ！」

　元気な悲鳴がぎゃーぎゃーと響ひびく。どうやら長引きそうだ。

　俺は溜ため息いきを吐ついて立ち上がった。

「ちょっと飲み物取ってくるわ」

　聞いているのかいないのか、花と紗々乃はまだやり合っている。

「だいたい、この主人公顔さえ見えないじゃん！　こんな得体の知れない相手に告白しろっていったって無理なんだけど!?」

「あら、それもそうね。それではいい方法を教えてあげるわ？　まず──」

　それきり、俺はドアを閉めた。

　あいつら、顔合わせる度たびに仲良くケンカしているが、ほんと飽あきないよな。

　台所に下りてペットボトルを取ると、再び階段を上がった。ドアノブに手を伸のばし──

「ねえ、大和やまと？」

　中から甘い声が聞こえてきて、手が止まる。

　え？　今俺の名前呼ばなかったか？

「あのね、大和……」

　やっぱり。部屋の中から、花の声がする。

「今まで言えなかったけど、あ、あたし、大和のこと……ずっと、好きだったの……」

「!?」

　危あやうくペットボトルを取り落としそうになる。

　な、な、なんだ……!?

　どきどきと高鳴る心臓を押さえていると、今度は紗々乃の声がした。

「そう、いい調子よ。次はもっと大だい胆たんに言えるかしら？」

「ぅ、で、できないぃっ……」

「早くしないと宗彦くんが帰ってきてしまうわよ？　ほら、思い切って」

「うっ、うう～っ……！」

　しばらく葛かつ藤とうしているような呻うめきが聞こえ、そして、振り絞るような絶叫が弾はじけた。

「大和、好きっ！　大好き！　あたしのこと、めちゃくちゃにしてほしいの───っ！」

「!?　!?　!?」

　今度こそペットボトルが手から滑すべり落ち、つま先に直ちよく撃げきした。

「おっふ!?」

「あら、何の音かしら？」

　あっ、やべ……！

　逃にげる暇ひまもなく、ドアががちゃりと開く。

「まあ、宗彦くん。そんなところでどうしたの？」

「あ、い、いや、その……」

　明らかに俺がいると分かっていて開けたのだろう、紗々乃はにこにこと満面の笑みを浮かべていた。

　その後ろで、花がぽかんと突つっ立っている。その顔がみるみる赤くなった。

「あ、あんっ、あんた、もし、もしかして聞いてっ……！」

「あっ、いや、き、聞いて、きい、聞いた、かなっ、少しだけっ……！」

　途と端たん、花の顔がぶわっ！　と羞しゆう恥ちに染まり、

「ぴえええええええええええええええええ！」

　顔面目がけてクッションが飛んできた。

「うっぶ!?」

「わあああああ出てって！　出てってよぉぉぉおおお～～～～～～っ！」

「いやここ俺の部屋っ！　おいっ！」

　あれよあれよという間に追い出され、次いで紗々乃も放ほうり出された。

　勢いよく閉じたドアの向こうから、じたばた暴れている騒そう音おんと「うわああああああああああ────────ん！」というくぐもった悲鳴が聞こえてくる。

「あらまあ」

　朗ほがらかに微笑ほほえんでいる紗々乃に、じとりと目を向ける。

「……紗々乃、なんだったんだ、あれ」

「櫻子さんの口調が言いにくかったみたいだから、アレンジしてあげたの。それと、主人公の顔が見えなくて気持ちが入らないと言っていたので、身近な殿方で想像したらとアドバイスしたのだわ？」

　それで俺というわけか。まあ身近といえば身近だが……ちょっと役得だったな。

「…………」

　花の告白が、脳内でリフレインする。疑ぎ似じとはいえ一生に二度とはないであろう情熱的な告白を、じんんわりと嚙かみしめた。

　ドアの向こうはまだどったんばったん大おお騒さわぎだ。

「まあ、まだ暴れてる。可愛かわいいわね」

　紗々乃の横顔を見ながら苦く笑しようする。

　……たしかに紗々乃は、あまり感情を表に出さない。けれどただひとつ、花をからかう紗々乃は、心底楽しそうだ。

「ポンコツちゃんの機き嫌げんが直るまで、下で紅茶でもいただきましょうか？」

　紗々乃は軽かろやかに階段へと足を向ける。

「ったく……花をからかうのもいい加減に──」

　言葉半ばに、階段を下りようとした紗々乃が、落ちていたペットボトルに躓つまずき──

「きゃ」

「！　あぶなっ……！」

　とっさにその腕うでを摑つかんだ。力任せに引き、壁かべに押し付ける。

「っ……！」

　どうやら転てん倒とうは免まぬかれたようだ。息を吐きつつ見下ろす。

「ごめん、大だい丈じよう夫ぶ、か……」

　声が凍こおり付く。

　気が付くと、俺は紗々乃の横に手を突いた、まさに壁ドンの体勢になっていて。

「っ……!?」

　さらさらの髪かみから、シャンプーだろうか、清潔感のある香かおりが立ち上る。人形のように整った顔立ちがすぐそこにある。右目の下にある泣きぼくろがひどく色っぽくて……

「あ、わ、悪い……っ！」

　慌あわてて離はなれるが、反応はない。

　紗々乃は俯いたまま肩かたを震わせている。

　う、うわあ、どうしよ……もしかしてめっちゃ怒おこってる……!?

「さ、紗々乃？　ごめん、あの、ほんと、わざとじゃなくて……」

　おそるおそる身を屈かがめる。

　そっとのぞきこむと、紗々乃は熱でもあるのかと思うくらい頰ほおを赤らめていて──

「っ……!?」

　息を吞のんだ瞬しゆん間かん、紗々乃がはっと我に返った。

「あっ、ご、ごめんなさい、あの、少し、びっくり、し、て……」

　いつも凜りんとしている紗々乃からは想像もつかないような、蚊かの鳴くような声だった。

「あ、えと……さ、先に行っているわねっ」

　紗々乃はそう言って、腕の下からするりと抜ぬけ出した。ぱたぱたと階段を下りていく。

「…………」

　何度まばたきしても、目の奥には、今見た紗々乃の表情がこびりついていて。

「え……ええ～っ……？」

　今さらのように顔が熱くなる。

「いつも自分からはぐいぐいくるくせに……っ」

　呻きつつ、早はや鐘がねを打つ胸を押さえた。

　もしかして、ぐいぐい来られると弱いタイプ、とか……？

　と、俺の部屋から花の絶ぜつ叫きようが響く。

「わああああ～～～～！　なんなのあの陰いん険けん性しよう悪わるヒューマノイド気取り～～～！　絶対弱点を見つけてやるんだからぁ～～～～！」

　その声を聞きながら、俺は口元を覆おおった。花、すまん。俺はおまえよりも先に、紗々乃の弱点を見つけてしまったかもしれない……？










　　　◆第七章　幕間







　バイトをしている。

　いつもいつもゲームばかりしているように見えるかもしれないが、学校に行き、家事をこなし、さらに週三でバイトをしている。

　海外赴ふ任にんしている親から毎月充じゆう分ぶんな額のお金は送られてくるものの、それは飽あくまで生活費。ゲーム代は当然のことながら自分の小こ遣づかいから出している。

　そういうわけで、バイトをしている。

　……クレープ屋で。

　前に田た辺なべにさんざん「似合わねぇｗｗｗｗ」と笑われたので、以来バイト先がクレープ屋であることは誰だれにも言っていない。ぶーけの面々にも内ない緒しよにしている。

　水曜日の放課後。

　俺は一いつ旦たん帰宅して着き替がえると、すぐにバイト先に出向いた。

「がんばって稼かせがねーとな……」

　ここのところ金欠気味だ。先日ゲームを買ったのはもちろん、変装用のサングラスはかなりの痛手だった。

　……それと、どうも生活費の減りが早いんだよな。サイフを覗のぞき込んで、こんなに使った!?　と驚おどろくことが多いというか……

　最近やたらとスマホばかり弄いじるようになったありすが、「自分で忘れてるだけじゃない？」と言っていたのだが、どうも納なつ得とくいかない。今まで週二、三くらいだったが、もっとシフト増やすか。

　ユニフォームに着替えてクレープワゴンに入ると、パートの人と交代した。

　材料を確かく認にんしつつ待機する。一人だし、あまりお客さんもこないので気楽だ。

　と、聞き覚えのある声がした。

「むっ！　おまえは！」

「!?」

　弾はじかれたように顔を向ける。

「ねむひこ！　ねむひこではないか！」

　そこには、以前俺の家に押しかけてきた凸とつユーザー、ひのこが立っていた。

「まさかくれーぷ屋で働いていたとはな」

「お、おま、おまえっ……！」

　驚きつつ指をさすと、ひのこは片眉まゆを跳はね上げた。

「以前貴様に鎮ちん火かされた、ひのこだ。なんだ、もう忘れたのか？」

　いやいや、覚えてるよ。あんな衝しよう撃げき的な出会いを忘れるわけがない。

　そうじゃなくて俺が驚いたのは、

「おまえ、巫み女こさんだったのか……!?」

　ひのこは巫女装しよう束ぞくに身を包んでいたのだ。赤と白の装束をきりりと着こなしていて、どこか荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。なんだ、おうちのお手伝いか？

　ひのこはああ、と巫女服を見下ろした。

「バイトだがな」

「バイトって、……え？　おま、中学生……？」

　ひのこは胸を張った。

「私は高校一年生だ」

「同い年だったのか!?」

　背格好から、せいぜい中学に上がったばかりかと思っていたのだが……

「っていうか、仕事はいいのか？」

「休きゆう憩けい中だ。休憩中に何をしようが、私の自由だろう」

　だからってクレープ買いに来る巫女さんとか初めて見たんだけど。

　いろいろと謎なぞの多い人だ。

「さてねむひこ、私はくれーぷを所しよ望もうしているのだ。貴様の考える最強のくれーぷで、このひのこの舌を唸うならせてみるがいい！」

　最強のクレープって。まあスタンダードにバナナクレープでいいか。

　鉄板に生き地じを伸のばし、甘い香りが立ちこめる。たっぷりの生クリームとバナナを巻くと、紙で包装して差し出した。

「はい、お会計三九〇円です」

「うむ！」

　ひのこは小銭をレジに置くと、さっそくその場でかぶりつき、

「こ、これはっ……！　パリパリかつもっちりとした生地の中に、クリームの甘さがふわりととろける！　そして後から広がる果実の芳ほう醇じゆんさ！」

「無む駄だに食レポうまいな」

　あまりにおいしそうに食べるので、思わず笑ってしまう。

「あ、俺がクレープ屋で働いてること、誰にも内緒な？　まあ誰かに言う機会もないだろうけど」

「ふも、ひょうひひは」

「なんて？」

　思いがけず、二人だけの秘密ができてしまった。

　クレープを買い食いするちっちゃい巫女さんの図……なんだこれ。

　よほどお腹なかが減っていたのか、ひのこはバナナクレープをぺろりと平らげた。

「ふう。どうやら今日も、貴様にこの身の火ほ照てりを鎮しずめられてしまったな……」

「普ふ通つうにおいしかったって言えよ」

「今日のところはこれくらいで許してやる！　またいつか勝負だ！」

　ひのこは高らかに宣言すると、ご機嫌で去って行った。

「……なんだったんだろ」

　巫女さんの背中をぼんやりと見送る。

　これから先、ひのこはまるでギャルゲーの隠かくしキャラのごとく、ちょくちょく俺の行く先に現れるようになるのだが……まあ、それはまた別の話。










　　　◆第八章　オレのなつやすみ







「思ったんだけど。あたし、まったりほのぼの系のゲームのほうが向いてる気がする」

　すっぴんにもこもこの部屋着で仁に王おう立ちになり、高らかに宣言する花はなを、俺は「ふーん」と見上げた。

　とある休日。集まったのは、俺と花の二人。他ほかのメンバーは来られないというので、久々に花のゲームの腕うでを鍛きたえるという目的で格ゲーをやってみたのだが、これがまあ弱い。

　俺が三〇勝したところで、花が突とつ然ぜんそんなことを言い出したのだ。

「ほのぼの系なあ……」

　凄すご腕うでゲーマーになりたいなら、ちょっと遠回りだと思うが……まあ、花はさっきからずっと負け通しだ。ここらで自信を回復させてやりたいし、いろんなゲームで勘かんを鍛えるのはいいことだよな、うん。

「でも、ほのぼの系って、例えば？　『モルルのアトリエ』とか、『まきば物語』とかか？」

　しかし花は首を振ふった。

「この間ショッピングモールで買ってきたじゃん、ほら、あれよ、あれ、ええと……」

「『オレのなつやすみ』か？」

「そう、それ！」

『オレのなつやすみ』は、小学五年生の『オレくん』という主人公を操作して、田舎いなかで思いっきり夏休みを楽しむというアドベンチャーゲームだ。

「あ、あったあった」

　この間買ってきた、初代オレのなつやすみをセットする。ゲームスタート。

　物語は、都会から来たオレくんが、親しん戚せきの家に預けられるところから始まる。

「わ、グラフィックきれい！　キャラもかわいい～。田舎の夏ってかんじする～。夏のにおいを感じる～」

　俺は時々操作を教えながら見守ることに徹てつする。

「ねえ、この姉妹しまいすごい可愛かわいいんだけど。攻こう略りやくできないの？」

　できねーよ。ほのぼのしたいならまずギャルゲー脳を封ふう印いんしろ。

「で、まず何をすればいいの？」

「何でもいいぞ。好きなところに行ってみろ」

「ネットは？　ゲームは？　できないの？」

「そういった俗ぞく世せから離はなれるためのゲームなんだ、これは」

　オレくんは、預けられた田舎で一ヶ月を過ごす。その間、何をしてもいいし、何もしなくてもいい。これは子供心に戻もどって、かつて自分が過ごしたかった理想の夏休みを満まん喫きつする、そういうゲームなのだ。

「んー。とりま、おじさんから虫取り網あみもらったし、虫でも捕つかまえてみよっかな～」

　花は外に出て、虫取り網を振り回す。

「えいっ！　えいっ！　あれ、難しい……」

「あたり判定シビアだから、ちょい気持ち早めにボタン押した方がいいぞ」

　それから何度か挑ちよう戦せんして、花はようやく虫を捕ほ獲かくした。

「ねえ、ちょうちょつかまえたんだけど！　なにこれ、ヒメシジミ？　初めて見たんですけど。しかもちょうちょなのにシジミだって、ウケるー！」

「よかったな」

　花はちょうちょを摑つかまえたことがよほど嬉うれしかったのか、日が暮れるまで昆こん虫ちゆう採集にいそしんだ。

「ねえ見て、トンボ！　ベッコウトンボ？　ふーん、変な名前！」

　次の日も。

「オニクワガタだって！　それもキング！　すごい強そう！　あっ、こっちはハヤシノウマオイ！　これレアなんだよね、ラッキー！」

　そして次の日も。

「あー、ヒメオオクワガタか……艶つやはいいんだけど、サイズがいまいち……これじゃ虫相撲すもうには勝てそうにないわね……」

　さらに次の日も。

「よーし、今日は極ごくレアのキマダラルリツバメを狙ねらって……」

「待て。おまえもしかして昆虫採集で夏休みを終えるつもりか？」

「え、なんで？　だめ？」

　いや、いいんだけど。好きなことを好きなようにするゲームだけど。他にも魚さかな釣つりとか凧たこあげとか探たん索さくとか、いろいろできるよ？

　花は夕ご飯を囲むオレくんたちを見つめて、幸せそうに目を細める。

「ってゆーか、ここの家族ほんとアットホームでいい人たちだよね。ごはんとか超ちよう豪ごう華かだし、おじさんもおばさんも優やさしくて面めん倒どう見みよくて、でも適度に放ほうっておいてくれて、姉妹も可愛いし最高。一生ここで暮らした～い」

　それは同感。自然に囲まれ、温かい親戚に迎むかえられ、まさに理想の夏休みだ。

　花は鮮あざやかな虫取り網さばきで昆虫を捕獲する。まあ、反射神経は鍛えられている感じは……するような、しないような。

「みて、ホソオチョウつかまえた！　さすが秘密の花園！　わあ、こっちはルーミスシジミ！　上じよう旬じゆんにはいなかったのに！」

「そんなに珍めずらしいのか？」

「うん！　ルーミスシジミは、チョウ目シジミチョウ科ミドリシジミ亜あ科のチョウの一種なの。褐かつ色しよく地の翅し表ひように浮うかんだコバルトブルーがきれいでしょ？　裏はやや明るめの灰色で近きん縁えんのムラサキシジミと似てるけどちょっとだけ明るいの。ちなみにシジミという名前は羽根がシジミ貝の形に似ていることから……」

「待って、なんでこんな短時間で昆虫に詳くわしくなってんの？」

　そしておまえはいったいどこを目指してんの？

　その後も花は次々と虫図ず鑑かんを埋うめていった。

　正直、最初に比べるとかなり操作が上う手まくなっている。

「やだ、あたし、自分の昆虫採集の才能が怖こわい……」

　そんなピンポイントな才能、他で使えないだろ。

「なんなら昆虫博士って呼んでくれてもいいけど？」

　なんでドヤ顔なんだ。まあ楽しそうだからいいか。

　しかし、と花のプレイを見ながら、自分のプレイと照らし合わせてみる。俺は普ふ段だん、いかに効率よくクリアするかに重きを置きがちだが、こうして何かひとつに焦しよう点てんを当てて突つき詰つめるという実じつ況きようスタイルもおもしろいかもしれない。花とゲームしてると、俺ではとても思いつかない視点でゲームするから勉強になるな。

　そんなこんなで、まったりと夏休みが過ぎていく。花が昆虫採集にいそしむ隣となりで、俺はすることもなく漫まん画がを読んでいた。

　そして、夏休みの最終日。八月三一日。

　一ヶ月お世話になった親戚に別れを告げ、オレくんが都会に帰っていった。

　花がちょっと涙なみだぐみながら溜ため息いきを吐つく。

「はー、いいゲームだったー、癒いやされたぁ……」

　それは何より。

　感動のムービーが終わって、タイトル画面に戻る。花はまだ名残なごり惜おしいらしく、コントローラーを操作した。

「夏休みの思い出みてみよっと。いつのことだかあんなことこんなことあったよね～」

　どんだけ楽しかったんだと苦く笑しようする。見返しても、残っているのは昆虫採集の記録だけだと思うが。

　花は八月三一日のセーブデータを選せん択たくし──「あれ？」と呟つぶやいた。

「ねえ、なんか、何もないところにカーソル移動できるんだけど」

「え？」

　本当だ。カーソルが宙に浮いている。

「なんだろ……」

　花が決定ボタンを押すと、『絵日記を書いて寝ねますか？』というテキストが流れた。

「ええ？　ええと、どうしよ……」

「とりあえず『はい』でいいんじゃないか？」

「うん。はい、と」

　すると突然夜になるムービーが流れ……そして、夜が明けた。

「え？　え？　え、なんか……夜が明けちゃったんだけど……？　夏休み、もう終わったよね……？」

　俺たちは確かに、オレくんが親戚に見送られて都会へ帰るところを見た。

　それなのにオレくんは今また、おじさんやいとこたちと、日課のラジオ体操をしている。

「なんだ、これ……バグか……？」

　そして、また新たな一日が始まる。

　──存在するはずのない、八月三二日が。

「え、ねえ、朝ご飯、ないんだけど……誰だれもいないし……すごい静か……」

　いつもなら家族がそろって食しよく卓たくを囲んでいるはずだが、誰も居ない。家はしんと静まりかえっている。

「とりあえず、周りの様子見てみるか？」

「う、うん……」

　花が家から出ようとして、小さく悲鳴を上げた。

「ね、ねえっ、出られないんですけどっ……」

　縁えん側がわから外に出ることができるはずなのに、まるで見えない壁かべに阻はばまれているかのように進まない。

「な、なんで……！」

　戸と惑まどっていると、突然どこからともなく親戚たちの声が聞こえた。

『『『『ごちそうさまでした』』』』

「!?　な、なにが!?　なにがごちそうさまだったの!?　み、みんなどこにいるの!?」

　と、それまで見えない壁に突っかかっていたオレくんが外に出た。

「あ、出れた……なんで……」

　おそるおそる庭を歩く。相変わらず人っ子一人いない。蟬せみの声もせず、まるでたった一人、世界に置いてけぼりにされたようだ。

「ね、ねえ、ほんと何よ、何なのよ、これ……」

　花は人の姿を求めて、物置小屋に入った。

「い、いつもなら、ここにおじさんがいるのに……」

　バケツやスコップがひっそりと並んでいるだけで、ひと気はない。

　花はおそるおそる進むと、小屋の奥を調べ──

『こら、さわっちゃだめだよ！』

　唐とう突とつに声がしたかと思ったら、おじさんが現れた。……空中に。上半身だけの姿で。

「「ぎゃあああああああああああああああ!?」」

　花がコントローラーを投げ出してしがみついてくる。

「何コレ何コレ何コレェェェエっ!?」

「わっ、わ、分から、なっ……！」

「ねえっ、じょ、上半身だけ浮いてるっ、た、棚たなにめり込んでるぅぅぅっ……！」

　パニック状態の花に代わってコントローラーを取った。逃にげるように小屋を出る。

　その後も、門が明らかに開け放たれているのに「鍵かぎが掛かかっている」とテキストが出て敷しき地ちから出られなかったり、台詞せりふが文字化けしていたり、極きわめつきに登場人物のグラフィックが崩ほう壊かいして化け物になっていたりと、次々に謎なぞの怪かい奇き現象が襲おそった。

　俺の背中に隠かくれた花が震ふるえる。

「ねえ、どうして、なんでこんなことになっちゃったの……っ？　何が起こってるの？」

　そして。

「え、絵日記が……あたしの思い出が……」

　花が呆ぼう然ぜんと呟く。

　夏休みの思い出を記録するはずの絵日記は、無残に文字化けし、緑の絵の具でぐちゃぐちゃに塗ぬりつぶされたようになっていた。

　日付は、八月■日。

「なんなのこれええええええええええ!?　もうやだああああああああああ!!」

　怪奇現象の数々に耐たえきれなくなったのか、花はベッドに上がるとすぽーん！　と布ふ団とんに潜もぐり込んだ。

　コントローラーを置き、スマホで検けん索さくを掛けてみる。

「あー……バグ、みたいだな……」

　どうやら一定の操作をすると、終わったセーブデータの続きが始まり、どんどんシステムが崩壊していくというもので、けっこう有名なバグらしい。存在しない八月三二日が始まることから、『オレのずるやすみ』と呼ばれているようだ。

「わあああああん！　ぜんぜんまったりほのぼのできなかったじゃんんんんんんんっ！」

　布団の中からくぐもった鳴き声が聞こえる。楽しい夏休みが急にホラーになったのだ、無理もない。

　こんもりした布団を優しく叩たたきながらなだめていると、ぐずぐずと洟はなを啜すする音がした。

「ねえ……なんか明るい話してよ……」

「ええ……？」

　相変わらずフリが雑だな。

　俺はぱっとしない日常の中から、なんとか明るい話題を探そうと腕うでを組み──

「あっ、俺、この間ＵＰした実況動画、初めてランキング入りした」

「えっ、うそ！」

　花がズボッ！　と顔を出す。

「なにそれ、すごいじゃん！　なんでなんで!?」

「え、なんで……なんでだろ……うーん。ちょっとずつファンがつきはじめたってのが大きいかも……？」

　ファンがつくと、再生数やマイリス登録といった初動が伸のびる。そのためランキングに入りやすくなるらしい。

「コメントも増えてきて、みんな、けっこう楽しんでくれてるみたいで……やっぱ、数ある動画のなかで、俺の動画を見たりマイリス登録してくれたんだと思うと、嬉うれしいよな」

　花は顔を輝かがやかせて俺の話を聞いていたが、布団をはね除のけて肩かたをそびやかした。

「もー、そういうことは早く報告してよね!?　あたしには、一応あんたを有名実況者にするっていう使命があるんだから！」

「忘れてなかったのか」

「一応ね、一応！」

　なんて言うが、気にしてくれているのだと思うと、やっぱり嬉しい。

「良かったじゃん。ま、あたしの指導のおかげよね」

「そうだな、その通りだ」

　花は自由で奔ほん放ぽうで、型にはまった実況にとらわれていた俺に、もっと肩の力を抜ぬいて自分自身が楽しめばいいのだと教えてくれて。

　こいつと協定関係を結んだ当初は、これからどうなるのかと不安しかなかったが……案外、有名実況者になるというゴールは近いかもしれない。

　……花のゲームの腕については、うん、まあ、おいおい……。でも、昆こん虫ちゆう採集の上達っぷりを見てると、すんなり上う手まくなりそうなもんだけどなぁ……？

　花は満足そうに笑った。

「でも、あんたにもファンっていたのね」

「ほら、夏合宿に、シャドウソウルの動画撮とったろ？　あの動画で──」

　言い切るより早く、頰ほおが熱くなった。

　そういや俺、あの時こいつにからかわれたんだった。夏合宿の最終日、部屋に二人きりで、目を閉じてなんて言われて……キスされたと思ったら、実はヒメリカの抱だき枕まくらで──思い出すと恥はずかしくて、なんだかいたたまれない。

　ちらりと横を見ると、なぜか花まで、湯気でも出そうなほどに赤くなっていて──い……いやいやいやっ、からかったのはおまえなのに、何でおまえまで赤くなってんだよ!?

　不自然に会話が途と切ぎれたまま、気まずい沈ちん黙もくが流れ──花が勢いよく立ち上がった。

「あっ、じゃ、じゃあ、そろそろ帰るからっ！」

「えっ!?　あ、お、送るぞっ!?」

「べっ!?　べべべべ別にいーしっ！　一人で帰れるしっ！」

「あ、いや、お、俺もスーパー寄るからっ！　その、あっ、ズッキーニ！　ズッキーニ切らしてたから買わないと！」

「あ、そ、そんなに言うなら、お、送らせてあげてもいーけどっ!?」

　ズッキーニを切らしているとは言ったが別に常備しているわけでもなく、今日のメニューは秋さ刀ん魚まなのに、ズッキーニで何を作る気なんだ、俺は。

　夕日に照らされた道を、二人並んで歩く。日が暮れるのが随ずい分ぶん早くなった。

「家、こっちだったんだな」

「うん、そー。学校近くて便利」

　そういえばこいつ、一人暮らしなんだっけ。どんな暮らしをしているのかちょっと気になる……あ、いや、下心とかじゃなくて、なんか、……飯とかどうしてんだろ、ちゃんと食べてんのかな、とか……こんなに細いし……今度、うちの夕飯に誘さそってみようかな……

　と、小さな影かげが俺の前を横切った。

「あ、赤とんぼだ」

「ほんとだ、トンボ科アカネ属アキアカネだ」

　そこは赤とんぼでいいじゃん、どこまで昆虫に詳くわしくなってんだよ。

　すーっと宙を切るとんぼを、花は目で追い──その場に硬こう直ちよくした。

「ま、待って、だめ……サキがいるっ！」

「!?」

　顔を上げる。道の向こうから、制服姿の間ま宮みやが歩いてくるところだった。

「隠れて！」

「うおっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、横道に押し込められると同時に間宮の声がした。

「おっ、花じゃーん！」

「あっ、さ、サキ！　奇き遇ぐうだね！　制服着て、どうしたの？」

「こないだの小テストの補習～。清水先生シミＴに呼び出されて──って、あれ？　今日すっぴんか？　珍めずらしーな。てか、初めて見たかも」

「うっ、うん、そう！　あの、たまにはお肌はだ休めよっかなって！」

「すっぴんでもかわいいとか神かよ～！」

「あ、あはは、サキってば大おお袈げ裟さ～！」

　間宮と楽しそうにじゃれ合う花は、すっかりギャルの顔だ。

「そういや、キラ兄さん、元気か？」

「えっ、うん、元気元気！　さっきまで一いつ緒しよにいたよっ」

「マジかよ、会いたかった～！」

　花は間宮に気付かれないよう、俺に向かって「疾とく立ち去れ！」と合図を送る。

　俺はこっそりその場を離はなれた。最も寄よりのスーパーに足を向ける。

　夕日に照らされた花と間宮の笑え顔がおが、目に焼き付いていた。

（間宮、嬉しそうだったな……）

　微笑ほほえましく思うと同時に、胸がちくりと痛む。

　二人の仲の良さを知れば知るほど、そろって間宮を騙だましているのだと、そんな罪悪感が重たくまとわりついていた。最近間宮のことを知った俺でさえそう思うのだ。花の胸中はいかほどだろう。

　身体を包む夕日が柔やわらかくて、ちょっとだけ、夢を見てしまう。

　ゲームをしているときの、泣いたり笑ったり、ちょっと気持ち悪かったり。そんな無む邪じや気きで無防備な花を、間宮にも見てもらいたい。そして、できることなら。

（間宮も一緒にゲームできたら、きっと楽しいだろうにな……）

　けれど、間宮のゲーム嫌ぎらいの理由を知った後では、そんなことは言えなくて。

　もやもやしたものを抱かかえながら、俺はスーパーへの道をたどった。










　　　◆第九章　ゲノムハザード







「──ってことがあってさ」

　オレのなつやすみで思いがけずホラー体験をしてしまった話をすると、紗さ々さ乃のはあらあらと首を振ふった。

「本当にホラーが苦手なのねぇ、ポンコツちゃんは」

「仕方ないじゃん！　あんなの好きな方がおかしいから！」

　木曜日の放課後。カズキとゆえはまだ来ていない。

　俺と花はなに向けて、紗々乃はパッケージを掲かかげた。

「それでは、今日はこれをやりましょうか。『ゲノムハザード７』」

「!?」

　花が硬直する。

　ゲノムハザードは、襲いかかるゾンビを倒たおしながらクリアを目指す、言わずと知れたホラーガンシューティングだ。大ヒットシリーズで、もちろんその怖こわさはお墨すみ付つき。

「ひゃだあああああああああああああ！」

「実じつ況きよう者としてはいろいろなゲームができたほうがいいわ？　苦手を克こく服ふくしましょう」

「いい！　余計なお世話！　第一、誰だれもホラーゲームの実況なんて見ないって！」

「いや、ホラーは実況ゲームの中でも人気だぞ？」

　思わず口を挟はさむ。たぶん、『興味はあるけど自分ではプレイしたくない』という人が多いのだろう。他人と恐きよう怖ふを共有しながら安全圏けんで楽しみたいという需じゆ要ようにぴったりなのだ。プレイしているのは自分ではないし、ゾンビが出る前には、「音量注意」とか「くるぞ……」というコメントが流れて心の準備ができるし。

「だからってなんであたしが──ちょ、誰がやるって言ったのよ!?」

　紗々乃はテレビに配線を繫つないでいる。

　その手元を見て、花が新たな悲鳴を上げた。

「な、なにそれ……っ、まさか……！」

　紗々乃はやけにごついゴーグルを掲げ、

「ＶＲよ」

「冗じよう談だんでしょ!?」と花が絶ぜつ叫きようする。

　ＶＲ。バーチャルリアリティ。ゲームをリアルな現実のように体感できる機械だ。ゴーグルを着け、三六〇度その世界に没ぼつ入にゆうできるというもので……つまり、ホラーの世界にどっぷり浸つかることになる。

「あたしを殺す気!?」

「いいから、ちょっと体験するつもりで」

　紗々乃がゴーグルを被かぶせると、花は髪かみの毛を逆立てた。

「ぎゃあああああああああ真っ暗ああああああああああああ！」

「まだ機動してないからな。っていうか、静かにしてくれ、ありすが隣となりで勉強してるから」

「大和やまと！　ちょっと!?　大和！　そこに居る!?」

「なんだよ」

「ベッドに深く座って！　足広げて！」

　言われた通り、ベッドに腰こし掛かける。

　花はぺたぺたと俺の形を確かめると、脚あしの間に腰こしを下ろし、

「ふう」

「……なんか、前にもあったな、これ」

　確か赤あか鬼おにをプレイした時だったか？　こうすることで多少は恐怖が和やわらぐらしいので、仕方なく背もたれに徹てつする。

「それでは始めるわよ？」

　紗々乃がスイッチを入れ、花がびくーん！　と跳はねた。顎あごに頭ず突つきを食くらう直前で危あやうく回かい避ひする。

「あっぶね……！」

　ふと見ると、テレビにも、花が見ているのと同じ画面が映し出されていた。

　花はおっかなびっくり、不気味なタイトル画面からムービーに進む。

「うう、みんなそこにいる？」

「いるよ」

　導入部、登場人物の会話から不ふ穏おんな空気が漂ただよう。どうやらここ数十年で謎なぞの失しつ踪そう事件が立て続けに起こっているらしい。主人公は、三年前に失踪した妻──ミヤの手がかりを追って、とある洋館に侵しん入にゆうすることになった。

「え？　ま、まって、この人一いつ般ぱん人よね？　噓うそでしょ？　ゲノムハザードの世界には、特別な訓練を受けたソルジャーしか入っちゃだめでしょ……ねえ、ちょっと、正気なの？」

　確かに今までのシリーズだと、主人公は戦せん闘とうの心得があって、最初から銃じゆうを装備した状態で乗り込んでいたものだが、今回は丸まる腰ごしの一般人だ。このパターンは珍めずらしい。

　そういえば、と思い出す。もともと屈くつ指しのホラーゲームと名高いゲノムハザードだが、特にこの７では、従来のアクションよりもホラーに重きが置かれているらしい。が……これはただでさえ怯おびえている花のためにも、今は言わない方がいいだろう。

　古びた洋館は廃はい墟きよと化していた。

「分かった！　犯人はヤス！　はい解決！　ひゃっほー帰ろう！」

「待て待て待て」

　ひとけのない広大な建物内を、花はへっぴり腰ごしで進む。

「ね、ねえ、そこにいる!?　大和も紗々乃も、ちゃんとそこにいるの!?」

　ゴーグルを着けたままびくびくきょろきょろして、傍はたから見るとちょっと面おも白しろい。と、

「……ん？」

　部屋の外から物音がした気がして、俺は扉とびらを見み遣やった。カズキたちがきたのかと思ったが、扉は沈ちん黙もくを保っている。

「えっ、なに、なに、どうしたのっ？」

「いや、なんでもない」

　気のせいか。

　花は少しずつ、事件に関する資料を集めていく。今のところ何も起こらない。静けさがかえって不気味だ。

「わああああ、もうドア開けるの怖いぃぃぃ、ひゃだぁ……」

「気持ちは分かるけど、開けなきゃ進まないだろ」

「ねえ、武器は？　いつ手に入るのぉぉ～……？」

　主人公はいまだに丸腰。一般人ということも相まって、心細さが半はん端ぱない。

「もういっそひと思いに殺して……」

　やがて地下に侵入した主人公は、行方不明になっていた妻──ミヤと再会した。

「ああ！　やっと会えた、マイワイフ！　愛してるーっ！」

　花は人間に会えたことがよほど嬉うれしかったのか、大はしゃぎだ。

　一緒に脱だつ出しゆつすることになったのだが、ミヤの様子がおかしい。次し第だいに言うことが支し離り滅めつ裂れつになり、ついには激しく苦しみだした。

「どうしたの、マイワイフ!?　やだ、救急車呼ばないと……！」

　次の瞬しゆん間かん、ミヤの様子が豹ひよう変へんし、襲おそいかかってきた。

「ぴゃ～～～～～～～～!?」

「うおっ!?」

　花の手からコントローラーが吹ふっ飛ぶ。危ういところでキャッチした。

　画面では、主人公が左手を切り落とされていた。

「にゃああああああ！　左手っ、血っ、あたしの左手がぁあああああああああ!?」

「あるよ！　ちゃんとあるから！」

　花は自分の左手を押さえてのたうっている。ちょっとどっぷり浸ひたりすぎだろ！

「な、なんで、ミヤ……！　あたしたちあんなに愛し合っていたじゃない……！」

「いいから逃にげろ、早く！」

　背後から世にも恐おそろしい呻うめきを上げながら、ミヤが追いかけてくる。

　花は一目散に逃げ出した。

「にゃあああああ遅おそいいいいいいいいいもっと速く走ってぇぇぇぇえええええ！」

　焦あせるあまり光速で足あし踏ぶみしている。おまえが足を動かしても仕方ないぞ!?　そして紗々乃は、一いつ切さい画面を見ることなく、そんな花ばかりをにこにこと観察していた。ほんと花のこと好きだな!?

「！　待て、あのテーブルの上、アイテムがある！」

「あっ、斧おのだ！　斧っ、手に入れっ」

　斧を手にして振り返かえると同時に、ミヤが飛びかかってきた。

「にゃあああああああああああああ!?」

「反はん撃げきしろ！」

「わあああああごめんねマイワイフ！　ごめんねえええええええええ！」

　花は拾った斧を振り降ろす。肉厚の刃はががっきりとミヤに食い込んだ。しかし、

「し、死なないっ！　なんで……！」

「まだ！　まだだ！　もっと！　首を刎はねる気持ちで！」

「[image: おに゛]おにぃぃぃぃっ！」

　滅めつ多た打うちの末、ついにミヤが倒れた。

「はあっ、はーっ……」

　花はミヤの死体を呆ぼう然ぜんと見下ろし、ぐすりと鼻を鳴らした。

「最後の一いち撃げきは、切ない……」

「それは別のゲームだな」

　ミヤは床ゆかに倒れたままぴくりとも動かない。

「よし、今のうちに逃げろ！」

　しかし花はミヤの周りをうろうろした。

「何してんだ、逃げろって！」

「でも、せめて埋うめてあげたいの……」

「諦あきらめろ、それはもうおまえの妻であって妻ではない！」

「えっ、なんで？　離り婚こんしたってこと？　あたしはこんなに愛しているのに？」

「違ちがう、ゾンビ的な何かになってるって意味だよ！　もたもたしてると──」

　言いも果てず、ミヤが起き上がり、飛びかかってきた。

「びゃあああああああああああ!?」

　いったんは逃げ出したものの、ミヤはどこで拾ったのかチェンソーを振ふり回し、壁かべを壊こわしながら追ってくる。

「ねえ、あれ反則じゃない!?　敵と味方の装備に格差をつけすぎるのよくないって、ちゃんと制作サイドに伝えといて！」

「そんなん伝えられても迷めい惑わくだろうよ！」

　逃げ惑まどう内、花はテーブルの上に銃を見つけた。

「はっ、はひっ、銃っ！　銃見つけたっ！　これで勝てる！　勝てる、勝て──当たんないいいいいいいい！」

「おまえほんと下へ手ただなぁ!?」

　無む駄だな連射であっという間に弾たま切れ。

　主人公はチェンソーを持ったミヤに追いつかれて、切り刻まれた。

「あー！　死んだー！　…………ふう」

「……なんでほっとしてんだ？」

「なんかもう一周まわって、死こそが唯ゆい一いつの安あん寧ねいみたいなところがある」

　ボタンを押して仕切り直すと、主人公はかなり序じよ盤ばんのセーブポイントまで戻もどっていた。

「うそ……ここからなの……？」

「そりゃセーブしたところからなんだからそうだろ」

　花はずるずるとベッド下にうずくまる。

「もうやだぁ、やりたくないぃ」

「あらあら、だらしがないわねぇ。では今日はやめる？　あなたの愛するミヤを、誰だれがあんな化け物にしたのか、すっきりしないまま終える？」

「わぁぁああやだぁぁぁでも自分でやるのはもっといやぁぁぁ誰か助けてぇぇぇぇぇ」

　と、その時扉がゆっくりと開いた。

　カズキとゆえかと思ったが、現れたのは仏ぶつ頂ちよう面づらのありすだった。

「……またゲームしてるの？」

「あ、ああ、ごめんありす、うるさかったか？」

「別に……それ、何？」

　ありすは怪け訝げんそうに、ゴーグルをしている花を見遣る。

　紗々乃が答える。

「ゲノムハザードというホラーゲームよ。ありすちゃんもやってみる？」

「興味ない」

　そう言いつつも、ちらちらと気にしている。

　どうすべきかと思っていると、紗々乃がにこにこと手招きした。

「おいでなさいな、ちょっと体験するだけだと思って」

「だ、だめよ、ありすちゃん、死ぬわよ！」

「…………」

　花の忠告も意味を成さず、ありすはちょっと迷って、それから部屋に入ってきた。

　花からゴーグルを取り上げて、ありすにかぶせる。頭が小さいせいか、ごついゴーグルが妙みようにアンバランスで可愛かわいい。

「わ、すごい。本当にゲームの中にいるみたい」

「操作は分かるか？」

「うん、聴ちよう診しん器で聞いてたから」

「聴診器？」

「は？　超ちよう真しん剣けんっていったんだけど？」

「あ、ああ、そうか、聞き間ま違ちがいか」

　ありすはセーブデータの続きからプレイを始めた。

　既きプレイかと思うくらいにさくさく進んでいく。

「す、すごい」

　そして、花が死んだ場面。闇やみ雲くもにミヤを撃うっていた花とは違い、ありすはミヤの頭を打っては逃げ、頭を打っては逃げを繰くり返した。

「と、とどめを刺ささなくていいの？」

「だって、相手はゾンビだし、たぶんこの感じからすると、勝てるイベントじゃないんでしょ？　とりあえずアイテムを集めながら逃げ回って、ストーリーが進むのを待つ」

「ありす……さすが俺の妹……！」

　その後、主人公はなんとかミヤを退けたものの、事件の発ほつ端たんとなった狂きよう気きの一家に囚とらわれてしまった。狂気の晩ばん餐さんから命からがら逃げ出す。

　ありすは努めて平静だ。なんなら外野の花のほうがうるさい。

「ね、ねえ、何だったの、さっきの晩ご飯！　キモすぎ！　いきなりパンチされるし！　人を殴なぐっといて、キミも今日からファミリーだとか頭沸わいてんじゃない!?　しかもこの屋や敷しき広すぎるんだけど!?　どこからどうやって逃げるの!?」

「しっ、いいから黙だまって見てろ！」

　気の触ふれた一家に追われつつも、ありすは着々とアイテムを集めていく。

「は、速い……！」

　花が息を吞のむ。とにかく動きに一切の無駄がない。

　しかし、ようやくたどり着いた古びたガレージ、館主がじりじりと主人公を追い詰つめる。

　花が悲鳴を上げた。

「逃げて、ありすちゃん逃げて！」

　しかしありすは、左右に素す早ばやく目を走らせ──

「あそこに何かある！」

　部屋の隅すみに駆かけ寄ると、アイテムを拾った。

「車のキー！　ってことは、あの車動かせる！」

　花が感極きわまったように「あ、ありす師し匠しよう……！」と叫さけぶ。

　ありすは一目散に車に乗り込んだ。どるるるん、という重低音と共にエンジンが掛かかる。

「やっぱり！　いける！」

「す、すごい、ありす師匠っ……！」

　ありすはそのままガレージを突つき破やぶって外に出るかと思いきや、館主へと突とつ進しんする。

「脱だつ出しゆつしないのか!?」

「先にあいつを倒たおす！」

「あ、ありす師匠ーっ！」

　車は一いつ片ぺんの迷いもなく猛もう進しんし、館主を派手に跳はね上げた。

「やったぞ！　さあ、脱出……！」

「まだ！　ひき殺して完全にとどめをさす！」

「ありす師匠ぉぉおおおおおお───────！」

　俺の妹すごい怖こわい！　容よう赦しやない！

　ありすは初心者とは思えない手しゆ腕わんでゲームを進め、切りの良いところでセーブ。ゴーグルを外した。

　ふう、と乱れた髪かみを振り、合がつ掌しようしている俺と花を見てぎょっと目を剝むく。

「え、な、なに？」

「さすがは俺の妹っ……圧あつ倒とう的才能っ……ゲームの申し子……っ！」

「空前絶後の超ちよう絶ぜつ怒ど濤とうのゲーム女子……ゲームを愛しゲームに愛された乙女おとめ……」

「べ、別に愛してないけど……」

「本当にたいしたものね」

　紗々乃までもが素直に感かん嘆たんしている。

　そこにカズキとゆえが入ってきた。

「主あるじっ！　今日こそその魔ま手しゆを以もつて我が内なる竜りゆうを──」

　ありすをあがめ奉たてまつっている俺＆花を見て、ゆえが「ひぇ」と立ち尽つくす。

「むっ!?　黒き咎とが人にんを降臨させし儀ぎ式しきか!?（何事ですか）」

「ちょうど良かったわ。二人ともいらっしゃい？」

　二人を招き入れて、紗々乃は楽しそうに手を打った。

「ちょうどいいから、チームに分かれて対戦してみない？　ありすちゃんも、ぜひ加わってちょうだい？」

「え？　でも……」

「二人ずつのチームを作りたいのだけれど、このままだと一人余ってしまうのよ」

　ありすは「そ、そういうことなら」と頷うなずいた。態度はそっけないけれど、その頰ほおは嬉うれしそうに上気していたりして、兄としては微笑ほほえましい限りだ。

「で、なんのゲームをするんだ？」

「これよ」

　紗々乃が選んだのは、『ゲノムハザードリベレーションズ２』。ゲノムハザードのスピンオフ的な作品だ。

「まだゲノムハザードなのぉ!?　もうやだぁ、スプラシューンやろうよー！」

　駄だ々だをこねる花をよそに、紗々乃は着々と準備を進める。

　タイトル画面でレイドモードを選せん択たく。花が警けい戒かい心しん丸出しで尋たずねる。

「レイドモードって何……!?」

「明確なストーリーはなく、ひたすら敵を倒すことを目的としたモードよ。敵を倒した数や命中率、残りタイムで、得点が決まるの」

　なるほど。いわゆるハック＆スラッシュと呼ばれるシステムだ。敵をより多く倒したほうが勝ち。単純明快なルールだ。

「それでチームの得点を競きそうわけだな」

「そういうことよ」

　そうなると、時間内にいかに敵を効率よく倒すかが重要になってきそうだ。これは相方との相あい性しようが物をいう。

　じゃんけんでチーム分け。

　結果、俺とカズキ、ゆえと花、紗々乃とありすという三チームに分かれた。

「ふはははは！　我と主の絆きずなの強さ、とくと思い知るがいい！」

「ゆえち、頼たよりにしてるからねっ！」

「ほぁ……」

「よろしくね、ありすちゃん」

「う、うん。よろしく」

　まずは俺とカズキでレイドモード開始。

　テレビには上下二分割された画面が映っている。上が俺、下がカズキだ。

　それぞれキャラクターを選び、廃はい墟きよの街を歩く。

「ね、ねえ、そこゾンビ飛び出してくるんじゃない!?　ねえって！　聞いてる!?」

「花、悪いけど少し黙っててくれるか？」

　なんで外野が一番うるさいんだよ。

　……あれ？　そういえば、カズキもホラー苦手だった気が……

　そう懸け念ねんしつつ横を見ると、

「うふふふ、主とタッグ戦……！　いいところを見せて、褒ほめてもらって、あわよくば頭なでなで……！」

　なんか妙に燃えていた。怖くないなら何より。

　ひたすら敵を倒してゴールを目指すという単純明快なルールだが、さすが最高難易度だけあって難しい。

「カズキ、そっち頼たのんだ！」

「よかろう、この紅ぐ蓮れん騎き士しの真しん髄ずい、とくと思い知るが良い！」

　カズキがマシンガンで圧倒しながらダウンを取り、俺がゾンビの頭をスナイパーライフルで撃ち抜ぬく。

　図はからずも、一いち撃げき一撃が重い重量級コンビの完成だ。カズキも俺もわりと格かく闘とうゲームをやりこんでいることもあり、逸はやることもなく着実に相手の行動パターンを読んで仕留める。その甲か斐いあって、撃つ弾たまはほぼ百発百中。ただリロードに時間が掛かるので、体勢を立て直すのに時間を食い、タイムはパッとしなかった。

　ヒット数とタイムを合算して、得点が出る。

「まあ、こんなもんか」

　続いては花とゆえのチームだ。

「ふぇ……」

「ゆ、ゆえち、大だい丈じよう夫ぶよ、あたしがついてるからね！　何かあったらあたしに頼って！」

　がくぶるしているゆえに、花が頼もしく宣言する。

　そして、数分後。

「ウォルアァァアアァァ！　どけどけ道を空けろ、どけっつってんだろこの腐くされ＊＊＊＊＊野や郎ろうがァァアアア！」

「[image: に゛]ゃあ[image: あ゛]ああ[image: あ゛]ああ[image: ま゛]っで[image: ゆ゛]えち！　置いで[image: い゛]が[image: な゛]いでぇぇえええ！」

　まあこうなるよね。

　花は無む駄だ撃うちに無駄撃ちを重ね、しまいには空に向かって手しゆ榴りゆう弾だんをぶっ放しまくり、あっという間にゾンビに囲まれた。

「わあああああああ助けてゆえち！」

　ゆえはチィッ！　と舌打ちするなり、アサルトライフルを構える。

「伏ふせてろ、雑ざ魚こがァァァァアア！」

　煙えん幕まく瓶びんをなげて目くらましすると同時、アサルトライフルを連射。ゾンビが次々倒れていく。

「ゆえち、かっこいい……！」

「るせー！　さっさと行くぞ、オルァ！」

　死体の横を駆け抜けようとするゆえを、花がハッと制した。

「待ってゆえち！　あのゾンビ、絶対生き返るから！」

「っ!?」

　二人は警けい戒かいをあらわに、倒れたゾンビに銃じゆうを向け──

「生き返らねーじゃねーかクソがあああああああああ！」

「ごめんねえええええええええええええええ!?」

　生き返ると思ったゾンビに限って生き返らない。ゲノムハザードあるあるだ。しかも、その間に横からゾンビ犬に襲おそわれて大おお幅はばなタイムロス。完全に制作側に弄もてあそばれてるぞ。

　結局花は一欠片かけらも役に立たず、ゆえが質より量で押しまくってゴールした。

　得点は俺たちよりも低い。

「くくくく。どうやら我と主の絆には今一歩及およばなかったようだな！」

「チィッ！」

「ごべんねゆえち、ごべんねぇぇぇえ！」

　そして、最後に残ったのは

「さあ、行きましょうか。準備はいい？　ありすちゃん」

「うん」

　恐おそろしく冷静なこの二人組。まるで馴な染じみの店に入るかのような気安さで、ゲームがスタートした。

「ありすちゃん、そちらお願いできるかしら？」

「分かった。一〇秒待ってて」

　襲い来るゾンビをありすがハンドガンで足止めし、怯ひるませたところで紗々乃がショットガンで仕留める。巧たくみに武器を切り替かえ、アイテムを活用しながら進む。

　俺たちはその見事な連れん携けいプレーに、勝負であることも忘れて見入った。

「す、すごい……！」

「これは最高タイムが出るんじゃ……!?」

　と、横から見ていた花がはっと画面を指さす。

「そこ、アイテムある！　右のとこ！」

　しかし紗々乃は動かない。

「だめよ、たぶんまだ来るわ？」

「へ？」

　紗々乃がリロードすると同時、ゴミ箱の陰かげからゾンビが躍おどり出た。射線上に飛び出したそいつを、紗々乃は冷静にショット。

　さ、さすが、ホラーをやりこんでいるだけあって敵の行動パターンを読んでいる。

「ふう」

　紗々乃は銃を下ろして一息つき──と、その背後からゾンビ犬が襲いかかった。

「紗々乃さん！」

　ありすがすかさずフォローに入る。が、近すぎて当たらない。とみるや、ありすは瞬しゆん時じに銃をナイフへと持ち替えた。一いち撃げきで喉のどを割さかれ、ゾンビ犬が血を噴ふき出しながら倒たおれる。

「や、やった……！」

　息をも吐はかせないその神かみ業わざに、俺たちは思わず歓かん声せいを上げていた。

　ありすはナイフを大きく振ふって血を払はらい、

「また、つまらぬものを切ってしまった……」

「「「「あ、ありす師し匠しよう─────っ！」」」」

　そして二人は最速でゴール。

　ふう、と軽かろやかな息を吐きながら、紗々乃が手を掲かかげる。ありすも同じように応じ、パァン！　と無言のハイタッチを交かわした。

「か……かっこいい……」

　花はうっとりと頰を染め、カズキとゆえも目を輝かがやかせている。

　花がありすの手を取ってぶんぶんと上下に振った。

「すごい、ありすちゃん！　うちのエースよ！　期待の星よ！」

「お、おい花、もっと丁てい寧ねいに……うちの妹はガラス細工のように繊せん細さいなんだから……」

「それにしても、すごい才能ね。ほれぼれしてしまうわ？」

　紗々乃がにっこりと微笑ほほえみ、

「ところで、今のチーム戦をぶーけの実じつ況きようとしてネットにＵＰしてみたのだけれど」

「「「「ええええええええええええええ!?」」」」

「あ、大丈夫、本名で呼んでいるところは、きちんと合成音声で実況名に変えているから」

「い、いや、そうじゃなくて……てかそんなことできんの!?　すごいな!?」

　紗々乃のフットワークの軽さなんなの!?

　すでにＵＰされている動画を流してみる。最初に出てきた感想は、

「……すごい叫さけび声だ……」

　ぶっちゃけ実況よりも外野の方がうるさい。

　果たしてこれは実況として認められるのだろうかと疑問に思っている間にも、再生数はみるみる伸のびていく。

【このコンビ好きかも】【フローラ役に立たないｗｗｗｗ】【今のなに？　すげぇ】

　その勢いを見ながら、紗々乃が微笑んだ。

「いい手て応ごたえね。もしかするとランキング上位を狙ねらえるのではないかしら？」

　おおっ。中ちゆう堅けん実じつ況きよう者の紗々乃がそう言うということは、かなり見み込こみがありそうだ。

　コメントの嵐あらしを見て、ありすが目を丸くする。

「わ。これ、何？　私たちのゲームを見た人の感想なの？　人のプレイなんか見て何が楽しいの？　みんな暇ひまなの？」

　返す言葉もない。そうだよな、初めて観みた人はそんな感想を持つかもしれない。けど、一度ハマると案外病みつきになるんだぞ、これが。

　そして、動画が紗々乃＆ありすのパートに映った。

　ありすが初心者とは思えないスーパープレイを繰くり出す。と、コメントが【あ、ありす師匠！】【ありす師匠────っ！】で一色になった。

「あ……」

　ありすが目を見開いた。

　その頭を撫なでる。

「良かったな、ありす。みんな、おまえを応おう援えんしてくれてる」

　ありすは俺の手を振り払うこともせず、画面に見入り──花がその手を取った。

「ねえ、ありすちゃん！　よかったら、ぶーけに入らない!?」

「え？」

「ありすちゃんがいてくれたら、もっともっと楽しいサークルになると思うの！」

　ありすは目をしばたたかせていたが、やがてぷいっとそっぽを向いた。

「……ま、まあ、たまになら一いつ緒しよに遊んであげてもいいけど？」

「わああああありがとー、ありすちゃんっ！　いっぱいいっぱいゲームしようねーっ！」

「だから花、そんなに振り回すな！　ありすの肩かたが外れるっ！」

　こうして我が妹は実況者名『ありす師匠』として実況動画デビューを果たしたのだった。

　花たちが帰り支じ度たくを始める頃ころ、ありすは紗々乃に忍しのび足で寄っていった。

「紗々乃さん、あの……この前、教えてもらったゲームみたいな……他ほかに、おすすめのものがあったら、教えてもらいたいんですけど……」

「ふふ。もちろんよ。ありすちゃんは、どんなタイプのＢＬゲーがお好みかしら？」

　声が小さくて話の内容はよく聞き取れなかったが、あの紗々乃とも順調に交流を深めているようだし、何よりだ。

　微笑ましく思っていると、背中をつつかれた。

　振り返ると、花が見上げていた。小声で俺にささやく。

「ねえ、明日って、放課後予定ある？」

「いや、ないけど。バイトも休みだし……どうした？」

「サキが、また『キラおにーちゃん』に会いたいんだって」

「へ？」

「なんか、すごくキラおにーちゃんのこと気に入っちゃったみたい。あとなんか、渡わたしたい物があるみたいなこと言ってた」

　もしかしてミサンガウォッチだろうか？　気に入ってくれるのは純じゆん粋すいに嬉うれしいんだけど、あんまり会うとボロが出そうで怖こわいなぁ……。

　一いち抹まつの不安を抱いだく俺とは反対に、花はなんだかご機き嫌げんだ。綺羅星俺と間宮が仲良くなるのが嬉しいらしい。

「ってわけで、明日の放課後、着き替がえてから駅前広場に集合ね。サングラス忘れないでよ？」

　まあ、また使い道があるなら、家ですっかり埃ほこりを被かぶっているお高いサングラスも報むくわれるというものだ。……それにしても、随ずい分ぶん懐なつかれたもんだなぁ。

　緩ゆるみそうになる頰ほおを引き締しめながら、俺は花たちを送り出した。




　そして、その夜。

　夕食後、ソファーに寝ねそべりながらご機嫌でスマホをタップしているありすに、俺は「なあ、ありす」と声を掛かけた。

「なに？」
















「今日、楽しかったか？」

　ちょっと沈ちん黙もく。

　ありすはスマホを降ろして、呟つぶやくように言った。

「……ゲームなんてくだらないと思ってたけど、……ちょっと楽しかった」

　その言葉に、ふっと笑えみがこぼれる。

　俺がゲームをしていると、ありすは必ず「ゲームばっかり」と文句を言った。すっかりゲームが嫌きらいなのだと思い込んでいたが、もしかしたら構って欲しい気持ちの裏返しだったのかもしれない。

　一緒にゲームができれば、共有できる時間がもっともっと増える。

　ふと、明日会う予定のクラスメートのことを思いだした。

（……間宮にもこんな経験があったら……そしたら、少しは違ちがったんだろうか？）

　俺は頭かぶりを振って、テーブルを拭ふく作業に戻もどった。










　　　◆第十章　俺とゲームとクラスのギャルと







　そして、翌日。

「あはは、うそ、うける～」

　金曜日の昼休み。ギャル集団は、今日も今日とて明るい笑いを振りまいていた。

　その中心にいる花はなを、俺はぼんやりと見つめた。

　もともと整っている目鼻立ちは化け粧しようでさらに引き立ち、さらさらとなびく髪かみは絹のようだ。どこにも隙すきのない、完全無欠のギャル。ゲームをしている時とは本当に別人だ。

　と、間近から田た辺なべの声がした。

「おい大和やまと～、聞いてるか？」

「あ、ああ、悪い」

　慌あわてて目を戻すと、井いの上うえが苦く笑しようした。

「大和くん、最近よくあっち見てるね」

「え、そうか？」

　曖あい昧まいに濁にごすと、田辺が訳知り顔で頷うなずいた。

「ま、気持ちは分かるぞ。あいつらってどーしたって目ぇ引くし」

「でもほんと、あそこだけ世界違うよね」

　……そう。井上の言う通りだ。タニシと熱帯魚。同じ水すい槽そうに住んでいても、交わることのない、まったく別の生き物……本来なら。

　そんな熱帯魚の女王と俺みたいなタニシが、毎週末、なんなら平日の放課後も一緒にゲームをして、時にはゲームを買いに隣となり町まちまで遠えん征せいする仲だなんて、誰だれも思うまい。俺ですら未いまだに夢ではないかと疑ってしまう。

「つか、駒こま形がた、この間のテストも学年一位だったってよ。スペック高すぎて逆に怖こえぇわ」

　田辺のぼやきを聞きながら、華はなやかな集団の中心で楽しげに笑っている花を見み遣やる。

　きれいにメイクをして、いつも笑顔で、勉強も運動も手を抜ぬかず、おしゃれすることや学校の友達を大切にしていて……そしてそれと同じくらい、ゲームだって楽しんでいて。

　……ほんと、すごいやつだよな。

　前にショッピングモールに行った時、花は、高校に入る前はすごく地味だったと語っていた。あの言葉が本当だとすれば、あそこに行くために、いったいどれほどの努力を重ねたんだろう。

　俺には遠い世界。きらきら輝いていて、眩まぶしくて。一生手が届かないとは分かっているし、こんな望みを抱くこと自体がだいそれているとも思うけれど……やっぱり少し、羨うらやましくもある。

　そんなことを思っていると、ふと視線を感じた。

　間ま宮みやが、鋭するどい目で俺を睨にらんでいた。花に近寄るなオーラを剝むき出しにして、まるで子こ猫ねこを外敵から守ろうとする母猫だ。

　慌てて目を逸そらす。

　こ、怖い。……でもあいつ、本当はすごい好いい奴やつなんだよな。明るくて、友達想おもいで。俺を花に近づけさせまいと睨みをきかせるのも、花を思うが故ゆえであって……。

　そんな間宮が、ゲームをしているときの花を知らないのは、ちょっと寂さびしい気がする。

　ショッピングモールで見た笑顔を思い出す。

　本当はあんな風に、笑いながらショッピングをするみたいに、一緒にゲームができたら、きっと楽しいだろうに。

　……でもやっぱり、熱帯魚には熱帯魚の世界があるわけで。

　と、スマホが震ふるえた。

「ん」

　花からＬＩＮＥがきている。通知画面をタップすると、たった一言、

『非常階段集合！』

　花を見ると、相変わらずギャル友と談笑していた。机の下で打ったらしい、器用なことだ。

（どうせ放課後に会うのに、何の用だろ）

　怪け訝げんに思いつつも立ち上がる。

「悪い、ちょっと飲み物買ってくるわ」

「おー、行ってら～」

　そのまま行こうとして、すんでのところで踏ふみとどまった。鞄かばんからサングラスを取り出し、慎しん重ちように胸ポケットにしまう。

　なにしろこれひとつで一万三千円という超ちよう高級品だ、肌はだ身み離はなさず持ち歩くに限る。……それに、万が一落として、間宮に見つかったら大変だ。自分が綺き羅ら星ぼしであることがバレれば、間宮を傷つけることになる。扱あつかいは慎重にしなければ。

　人目がないことを厳重に確かめ、旧校舎の裏口から外に出た。

　自じ販はん機きで野菜ジュースを買い、階段に腰こし掛かける。

「うー、さむ……」

　冷たい風に首を竦すくめる。近ちか頃ごろめっきり寒くなって、外にいるのが辛つらくなってきた。そろそろ別の密会場所を探した方が良さそうだ。

　あったかい飲み物にすればよかったなと思いつつ待っていると、旧校舎のドアが開き、ぱたぱたと足音がした。花が顔を出す。

「あ、いた」

　そりゃいるだろ、おまえが呼び出したんだから。

「何の用だよ？　放課後まで待てなかったのか──」

「これ見て！」

　花はろくに説明もせず、スマホを突つきつけてきた。仕方なく画面を見つめる。

　そこに映っているのは、ニヤニヤ動画のランキング。その一番上に、なんだか見覚えのある動画のサムネが表示されていて──

「うおおおおおおおっ!?」

　俺は思わず立ち上がった。

「おま、これっ、これ……！」

「そう！　この間のチーム実じつ況きよう！　なんと、日刊カテゴリランキング一位っ！」

「す、すげぇ……！」

　興奮で声が震える。

　ランキング一位……！　すべての動画投とう稿こう者の夢……！

「マジか……！　マジか～……っ！」

　結成したばかりのチームにも拘かかわらずこれほど反はん響きようがあったのは、もちろん花や紗さ々さ乃のの知名度のおかげもあるだろう。だが、自分が関かかわった動画が一位になるというのは、やっぱり、いや、想像以上に嬉しいものがあって……

「ねえ、明日みんなでお祝いしよっ！　さっきグループライン送っといたから！」

「早いな!?」

　花はミリオン実況者だ、ランキング一位になるのは初めてというわけではないだろう。それでも俺と同じくらい、いや、もしかしたら俺以上にはしゃいでいた。

　動画を流し、一いつ緒しよに覗のぞき込む。画面にたくさんのコメントが流れて、いっそう感動がこみ上げる。

「うおお、すげー……！」

「ゆえち、弾はじけすぎ！　何回見てもウケるんだけど！」

「あ、ここ、おまえの動き、結構良かったんじゃないか？」

「でしょ!?　あたしもそう思った！　それでさ、次の実況は、もっと格ゲーっぽいのやりたいって思って！　なんだっけ、この間ショッピングモールで買った、あのゲーム──」

　嬉うれしさのあまり、ここが学校だということも忘れて動画に夢中になる。ああでもないこうでもないと意見を出し合っていた、その時。

「それ……」

「「!?」」

　頭上から、平べったい声が降ってくる。

　弾はじかれたように仰あおぐと、階段の上に間宮が立っていた。

「サキ!?」

　花が慌てて動画を止める。

　が、すでに手て遅おくれなことは明白だった。間宮は蒼そう白はくな顔で呟く。

「何してんだよ、こんな所で、二人きりで……今の動画、なんだよ……」

　震える声に、なんと答えていいか分からない。

　何も言えず立ち尽つくしていると、間宮が口の端はしを引き攣つらせた。

「あの声、花だよな……？　花、あたしがゲーム嫌いだって知ってるよな？　なのに、なんで……いったいいつから……」

「ち、違うんだ間宮、これは──」

　青ざめている花に変わって口を開くが、ぴしゃりと遮さえぎられた。

「うるせぇ、黙だまってろ！」

　間宮が俺を睨み──その目が見開かれた。視線が胸ポケットに縫ぬい止められている。俺も思わず自分の胸むな元もとを見下ろして、サングラスの弦つるが覗いていることに気付いた。慌てて隠かくすよりも早く、間宮が階段を駆かけ下り、サングラスを引き抜いた。

「！　間宮っ」

「……これ」

　弦に結ゆわえ付けられた星のチャームがきらりと光る。それは、間宮がくれた手作りの、世界でひとつしかないチャームで。

「……このサングラス……なんでおまえが持ってんだよ……」

　そう問う声はひどく掠かすれていて、ナイフを突き立てられたように胸が痛んだ。

　間宮は声を荒あららげて花に詰つめ寄る。

「花、どういうことなんだよ!?　二人してあたしを騙だましてたのか？　信じらんねー……っ！」

「待って、サキ！　騙してごめん、サキは大事な友達で、だから……っ！」

「だったら噓うそついてもいいのかよ！　ふざけんな、ふざけんなよ……！　大事な人をゲームなんかに取られんのは、もういやなんだよ！」

　ひび割れた悲痛な叫さけびが、冷たい風を切り裂さいた。

「あたしに噓ついてまで、そんなにゲームが好きなのかよ!?　あたしよりゲームを取るってことだろ!?」

「違ちがう！」

「だったら選べよ！　ゲームか、あたしか！」

「っ……！」

　花をなじる声は燃えさかるように激しいのに、その顔は今にも泣き出しそうに歪ゆがんでいて。

　花はしばし声を失い、やがてぽつりと掠れた声を零こぼした。

「……時間をちょうだい」

　俺は、ただ立ち尽くすことしかできなかった。










　そして、翌日。

「主あるじっ、祝福の鎖くさりはいずこに!?（飾かざり付け、これでいいですか？）」

「くっきー、もう、たべていい？」

　ランキング一位のお祝いパーティー。

　外は曇くもり。今にも泣き出しそうな空模様だが、俺の部屋に集まったカズキたちは、賑にぎやかに声を上げながら、色とりどりの折り紙やモールで部屋を飾り付けている。

　はしゃいでいる三人をよそに、俺は何か尋たずねられるたびに、「ああ」とか「うん」とか、曖あい昧まいな返事を繰くり返していた。

「主、我が師の姿が見えぬが（ありす師し匠しようはこないのですか？）」

「ん、ああ……今日は、友達と遊んでくるって言ってたな……」

　ふと、紗々乃が時計を仰あおいだ。

「それにしても、ポンコツちゃん、遅おそいわね」

　ぐっと言葉に詰まる。

　あの後──間宮に選せん択たくを迫せまられたあと、俺と花は別々に教室に戻もどって、それきり何の音おと沙さ汰たもなかった。

「……花は、来ないかもしれない」

「え？」

　紗々乃たちの顔を見られず、深くうつむく。

「……宗むね彦ひこくん、どういうことなの？」

　紗々乃が小首を傾かしげた時。

「ごめん、遅おくれたー！」

　いつものように元気よく扉とびらを開いて、花が現れた。

「花……」

「ごめんごめん、なんか蟻ありの行列見てぼーっとしてたら、気付いたら時間過ぎちゃっててさー！　わー、飾り付けいい感じじゃん！　アガる～！」

　明るく振ふる舞まっているけれど、その目は少し赤くて。

　……ひと目見て分かった。花は、まだ迷っている。間宮との関係を決められないまま、それでもぶーけのメンバーを心配させまいと、この場に来たのだ。

「そーだ、せっかくのお祝いだからシャンメリー買ってきたよー！」

「……これ、ドンペリだけれど？」

「うそ!?　間ま違ちがっちゃった、てへぺろ☆」

「何をどう間違えたら、女子高生がこんな高価なお酒を買えるものなのか、理解に苦しむけれど……」

「細かいことはいいじゃん！　乾かん杯ぱいしよー！」

「よくないわ。オレンジジュースがあるから、こちらにしなさいな」

　ジュースを注ついだコップが行き渡わたった。

　メンバーの視線を集めて、花が意い気き揚よう々ようと音おん頭どを取る。

「えー、この度たびぶーけの実況動画がめでたくランキング一位を取ったということで、めっちゃおめでとー！　ありがとー！　かんぱーい！」

「「「かんぱーい！」」」

　そして、パーティーが始まった。

「ゆえちゃん、そこのおしぼりを取ってくださる？」

「はひ……」

「あっ、このスルメおいしー！」

「煉れん獄ごくの歌姫カナリアよ、其そは主が住処すみかを彩いろどる偽いつわりの贄にえぞ!?（それ飾り付け用のビニールですよ!?）」

「あーっ、あはは、どうりでまずいと思った！」

　花の甲かん高だかい声が一ひと際きわ響ひびいて、いつも以上に騒そう々ぞうしい。

「そうだ、ゲームしない!?　たまにはアナログの人生ゲームとかどうかなって思って持ってきたの！　ほら！」

　花が勇んで一ひと抱かかえほどもある平べったい箱をあけるとずらりと虫が並んでいて、カズキが「ぴいいいいいいいいいい!?」と悲鳴を上げた。

「あっ、間違えてお父さんの標本コレクション持ってきちゃった！」

「ずいぶんと大だい胆たんな間違え方をしたわね」

「失敗失敗！　やっぱ普ふ通つうにゲームしよっ♪　いつも通り、たかしのボートピア殺人事件でいい？」

「い、一度もやったことないです……」

　あの気弱なゆえにさえツッコまれる始末。無理をしている花を見るのが辛つらくて、俺は思わず目を逸そらした。

　紗々乃が眉まゆをひそめる。

「ポンコツちゃん、いつにも増してポンコツだけれど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「えっ!?　何が!?　あたしいつも通りだけど!?」

　元気なところを見せようとしたのか、振り回した手がコップに当たった。中身が机にぶちまけられる。

「ああーっ！　ごめんっ！」

「もう、そそっかしいわね」

　紗々乃たちが机の上のものを避ひ難なんさせ、花が慌あわててティッシュで机を拭ふく。その横顔が、髪かみの隙すき間まからちらりと見え──息が止まった。

　花は、髪に隠れるようにして眉を下げ、唇くちびるを嚙かんでいた。それはこれまで見たことのないような、弱々しい表情で──

「宗彦くん、ぞうきんはないかしら？　……宗彦くん？」

　紗々乃の声にも気付かず、俺は握にぎった拳こぶしに力を込こめた。

　パーティーはなんだかぎこちないまま、終しゆう盤ばんへとさしかかった。

　紗々乃が時計を見上げる。

「そろそろお開きにしようかしらね？」

「えっ、もうそんな時間!?　最後にドンペリってやつちょっとだけ飲んでみない!?」

「ばか言わないの。さあ、飾り付けを外すわよ？」

「えー、なんかもったいなーい」

　椅い子すに乗ったり手を貸しながら、色とりどりの飾りを外す。折り紙で作ったカラフルなチェーンを両手に持って、花が顔を輝かがやかせた。

「ねえ、これさー、捨てずに取っておこうよ。そんで、これから先も、いいことがある度に、お祝いすんの！　いい考えでしょ！」

　楽しそうな声こわ音ねに、胸が突つき刺さされるように痛む。

　やがて元通りになった部屋を見み渡わたして、花が手を払はらった。

「はー、楽しかった！」

「ああ」

　俺は大きく息を吸うと、強こわばりそうになる喉のどから、平たい声を吐はき出した。

「ぶーけも、これでめでたく解散だな」

「……え？」

　まるで、時が止まったようだった。

　全員の視線が集まる。

「だってそうだろ？　念願のランキング一位になれたしな」

「……宗彦くん、何を言っているの？」

　怪け訝げんそうな紗々乃に、俺はなんでもないように明るく言い放った。

「何って、だってもともとそういう約束で始まったわけだろ？　俺は有名実じつ況きよう者になるため、花はゲームがうまくなるため。今回一位になったのは、個人実況じゃなくてチーム実況だけど……まあ、割と達成感あるっつーか、いい勉強になったわ。あとは花の助けがなくてもなんとかなりそうだしな」

「はあ!?　なにそれっ……！」

　唇を震ふるわせる花に、肩かたをすくめる。

「ま、あとはおまえのゲームの腕うでだけど……おまえ全然うまくなんねーし。正直これ以上は付き合ってらんねーわ」

「……あんた、それ本気で言ってんの……？」

　底知れない炎ほのおを宿した瞳ひとみが、俺を見つめる。

　胸にこみ上げる痛みを堪こらえて、ひらひらと手を振った。

「ま、それでも最初に比べたらマシになったんじゃねー？　もう俺がいなくても大丈夫だろ。ってことで、協定関係は終しゆう了りよう、ぶーけも今日で解散な」

「っ……！」

　口を開きかけた花を遮さえぎって、言い放つ。

「ああ、だから、その飾り付けも、もう使うことはないからさ。好きにしてくれ」

　花が立ち上がった。烈れつ火かのごとく燃える両目で、俺をにらみつける。

「最っ低……そんなやつだと思わなかった……！」

　低くうめくなり、ヒメリカのポスターを片かたっ端ぱしから剝はがしにかかった。

「は、はなさん……！」

　ゆえの声も聞こえないのか、部屋を占せん拠きよしつつあった私物を一心不乱に回収する。

　そして初めてうちでゲームをした日からずっと置きっ放しになっていたリュックにクッションや抱だき枕まくらを詰つめ込むと、叩たたき付けるように叫さけんだ。

　俺を睨にらみ付ける目は、熱く潤うるんでいて。

「あんたなんか大っ嫌きらい！」

　それきり、部屋を飛び出していく。

　ドアの閉まる音と共に、静せい寂じやくが訪おとずれた。

「主……」

　カズキがおずおずと俺を見上げる。

　……あの時、灰色に凍こおり付いた非常階段で、どちらかを選べと、間宮は言った。間宮にそう言わせたのは俺たちだ。間宮がどんなに友達想いで、彼女がゲームを嫌っている理由を知っていながら、二人で噓うそをついて、だまして、その好意を裏切った。

　まぶたの裏には、昨日見た間宮の顔がこびりついている。傷つき、けれどそれを怒いかりに変えることしかできない、哀かなしい表情。

　口を閉とざしていると、紗々乃が静かに口を開いた。

「宗彦くん、何か理由があるのでしょう？　それとも、私たちにも言えないの？」

　答えず、逃にげるように目を逸らす。

　……間宮にあんな顔をさせてしまったのは俺だ。間宮を傷つけまいと思って取った行動が、いっそう酷ひどく間宮を傷つける結果になってしまった。俺が首を突っ込まなければ──花と関かかわらなければ、間宮を傷つけることもなかった。

　花を間宮の下もとに返すことが、俺にできるせめてもの償つぐないだ。それに──

　耳に、どこか穏おだやかな声が潜もぐり込んだ。

「あの子のことを、よく考えて。──そして、自分のことも」

「……考えてる。考えたからこそ、……これで、いいいんだ」

「本当に？」

「…………」

　教室で楽しげに笑っている花を思い出す。カースト上位のギャル。屈くつ託たくのない笑え顔がおと、人の目を惹ひきつけずにはおかない、自信に溢あふれた仕草。

　本当は、ずっと憧あこがれていた。

　勇気があって、努力家で、恐おそれることなく前へ進んでいく花。本来なら、目立つことを恐れてモブに甘んじている俺なんかが、気軽に話しかけていい存在じゃなくて。

　──どちらかを選べというのなら、俺は、あの輝く世界を選んでほしい。

　俺にないものを持っている花が、ずっと羨うらやましかった。眩まぶしかった。あの世界を手放してほしくない。いつだって、クラス中の注目を集めて、きらきら笑っている花でいてほしい。

「……そう」

　紗々乃が吐と息いきのようにささやいた。

「あなたが心からそう思っているのなら、止めはしないわ。けれど、今あなたが動けば、変わるものや、救われる人がいるのかもね。……夏合宿の時のように」

「…………？」

　花と紗々乃がけんかをしたあの時、俺は何かを救っただろうか？　あの時はただ、二人の、そして俺たちの大切な居場所を守ろうと無我夢中で……

「主あるじ……」

「やまと、さん……」

　カズキとゆえが、泣き出しそうな顔で俺を見上げる。

　その背を、紗々乃がそっと押した。

「行きましょう」

「…………」

　紗々乃に促うながされて、カズキとゆえは戸と惑まどいながらも、自分たちの私物を拾い集める。

　そして、扉とびらが閉まる直前。

「宗彦くん。私、ぶーけのみんなで集まる時間が、とても好きよ」

　そして、三人は扉の向こうに消えた。

　一人、殺風景な部屋に残される。

「…………」

　椅子に力なく座り込んだ。やけに広く感じられる部屋に、秒針の音が重たく降り積もっていく。

　空には雲が重く垂れ込め、部屋は薄うす暗ぐらい。どれくらい時間が経たったのか、雨の音が響ひびき始めた。

　ふとパソコンを操作して、ランキング一位になった自分たちの動画を再生する。

　ディスプレイから賑にぎやかな声が溢れ出した。

　みんなの声をどこか遠く聞きながら、机に突っ伏ぷす。

（これでよかったんだ）

　声に出さず、そう呟つぶやく。

（……これで、よかった）

　花はクラスのギャルとして、俺とは関わらない生活になって、間宮は前と同じように花と笑って楽しく過ごせる。

　そうだ。ただ出会う前に戻もどる、それだけだ。

　そう何度も言い聞かせるが、気持ちは晴れない。

　ふと、紗々乃の言葉が蘇よみがえる。

『あなたが動けば、何か変わるかもね』

「…………」

　間宮が二択たくを突きつけたとき、俺は動けなかった。とっさに自分の身に置き換かえた。

　クラスの隅すみっこで、ひたすら地味に、平へい凡ぼんに生きている自分。そんな自分からゲームを取ったら、何も残らなくて……けれど花には、友達がいる。努力して手に入れた、カースト上位のギャルという特別な居場所がある。

　花自身が気付いていなくても、それは決して手放してはいけないもので、もしもどちらかしか選べないのなら、迷わず選ぶべきものなんだ。だから、これでいい、はずなのに……

『あの子のことを、よく考えて。──そして、自分のことも』

　紗々乃は確かにそう言った。

　……あれは、どういう意味だったのだろう。

　ふと、目を上げる。スクロールバーを操作して、終わっていた動画を巻き戻した。

　誰だれもいない部屋に、笑ったりだだをこねたり泣きわめいたりする花の声が響く。

『にゃああああああああ!?　助けて助けて！　ちょっと何笑ってんの!?　笑ってる暇ひまあんならアドバイスしてよ！　アドバウィッスァ[image: ァ゛]ァア[image: ア゛][image: ァ゛]ァア[image: ア゛]ァ[image: ア゛]ァアア!?』

　素すっ頓とん狂きような悲鳴に、思わずふっと口元が緩ゆるむ。

「なんだよその声……学校で聞いたことねーよ……」

　そうだ。花は学校一可愛かわいくて、勉強も運動もできて、いつだって鈴すずみたいな声で笑っていて。ずっと、遠い世界の人間だと思っていた。

　……けれど、花が有名実況者であることを知って、協定関係を結んでから、少しずつ花のことを知っていった。

　部屋着でごろごろして、泣いたり笑ったり、呆あきれるほど表情豊かで、学校での文武両道っぷりが噓のようにポンコツで、これがあの完全無欠のギャルと同一人物かと驚おどろかされた。

『んあ────────────っ！　また死んじゃったよおおおおおおごめんねぇぇぇえええ─────!?』

「……ほんと、不器用なやつ」

　なんだかツボに入ってしまって、喉を鳴らして笑う。

　肩を震わせて笑っていたはずが、いつの間にか嗚お咽えつに変わっていた。

　机の上で握にぎった拳こぶしが、ぎしりと鳴く。

「……違ちがう」

　気がつくと、そんな声がこぼれていた。

「いいわけない……」

　──寂さびしいと。

　そう思ってしまうことは、俺のエゴだと思っていた。

　花には花の世界がある。あいつが努力して手に入れた、おしゃれや流行のパンケーキ店や、可愛い雑貨に彩いろどられた世界が。

　けれどどんなにごまかそうとしても、花と──ぶーけのメンバーとゲームをする時間は、俺にとってどうしようもなくかけがえなくて、大切で……

「これでいいわけない……！」

　俺は気付かないうちに、自分の理想を花に押しつけ、クラスこそが花の居場所だと決めつけていた。

　けれど──

　動画から聞こえてくる花の笑い声は、底そこ抜ぬけに明るくて。学校でのどこか澄すました涼すずしげな笑い声も好きだけれど、ゲームではしゃぐ花の声は、思わずつられて笑ってしまうような魅み力りよくに満ちていた。

　学校での花も、ゲームをしている花も。どちらも偽いつわりなく、駒形花なのだ。分かっていた。分かっていたのに、それを俺は、俺のエゴで勝手に決めつけ、押し付けようとした。……自分の本音から目を逸そらして。所しよ詮せんは違う世界の人間なのだと自分に言い聞かせて。

「俺は……」

　ずっと、目立たないように生きてきた。息をひそめ、極力波風立てないように、自分を押し込めて。けれど、

『やった！　ゾンビ倒たおした！　ねえ、見た!?　今の見た!?　これちゃんと録画してる!?　ねえ!?　ねえって！　あたしの活かつ躍やく録画してる!?』

『してるよ、してるって、ほら画面見ろ』

　動画から聞こえてくる俺の声は、こらえきれない笑みを含ふくんでいた。

　花と出会ってから、毎日が騒さわがしくて、笑ったり怒おこったりケンカしたり、それはもう大おお騒さわぎで。そんな中で、俺は自分でも知らなかった一面をたくさん見つけた。俺はどうやら自分で思うよりもずいぶんとお人ひと好よしで、こだわりがあって口うるさくて、けれど花はそんな俺を、ありのままでいいのだと教えてくれた。

『あんたなんか、大っ嫌い！』

　そう叫さけんだ時の、花の目を思い出す。睨にらむみたいな、あるいは泣き出す寸前の子どもみたいな、涙なみだをいっぱいに溜ためた、大きく激しい瞳ひとみ。

　花がどうするか、決めるのは花自身だ。

　そして俺が今考えるべきなのは、俺が──俺自身が、本当はどうしたいのか。

「俺、は……──っ」

　もう一度、紗々乃の言葉が蘇る

『今あなたが動けば、変わるものや、救われる人がいるのかもね』

「っ……！」

　机からがばりと身を起こす。

　俺が、本当に守りたいものは──

　パソコン画面をにらみつけて、俺は決意を強くかみしめた。










　そして、次の日。

　日曜日の午後二時。住宅街に人通りは少ない。

　俺は、いつか花を送って帰った道の角で、その人物をじっと待っていた。

　やがて立っているのが辛つらくなり始めた頃ころ、彼女が現れた。

「間宮！」

　叫ぶなり、行く手に飛び出す。

「！」

　間宮は驚いた様子で立ち止まった。

「……なんだよ？」

　まさか補習帰りに待ち伏ぶせされるとは思わなかったのだろう。俺をにらんだまま、警けい戒かい心しんを丸出しにしている。

「間宮！　い、今から、俺と来てくれ！」

「はあ？　何言って……──」

　俺はその場に膝ひざをつき、頭を下げた。

「なっ……!?」

「俺はおまえを騙だました！　いくら謝っても足りない！　だが頼たのむ、一度だけ挽ばん回かいのチャンスをくれ！」

「ふざけんなよ、誰が……！」

　間宮の激げき昂こうを遮さえぎって、たたみかける。

「俺と花──駒形は、ゲーム実じつ況きようサークルを作ってて……週末とか、放課後とか、いつも一いつ緒しよにゲームしてるんだ。サークルメンバーも他ほかに三人いて……夏休みも合宿して……っ」

　小さく息を詰つまらせる気配があって、やがて、しぼんだ声が降ってきた。

「なんだよ……なんだよ、それ……花、そんなこと、一言も……」

　俺はいっそう深く頭を下げた。

「すまない、本当にすまない。おまえがゲーム嫌きらいなことを知っていて、俺は、俺たちは、おまえを騙した。許されることはないって分かってる。だが、一度だけチャンスがほしいんだ……！」

　懇こん願がんする俺を、間宮は言葉もなく見下ろし──と、背後から聞き慣れた声がした。

「あんた何してんのよ!?」

　腕うでを引っ張られて立ち上がる。

「花……なんで……」

「……あたしも、サキに話があって」

　花は唇くちびるを嚙かむと、間宮に向き直った。

「……ごめん、サキ。どうしても、直接会って謝りたくて……」

「……それで、どっちを選ぶか、答えは出たのかよ？」

　平べったい間宮の声に、花はぐっと拳に力を入れる。

「……あたし……あたし、やっぱり、……っ！」

　とっさに、その肘ひじを摑つかんだ。

「待て、花」

「大和……？」

　──間宮か、ゲームか。

　大事な物の二択を突つきつけられたとき、花はどちらを選ぶだろう。昨日一晩、こいつのことを考えて考えて、考え抜ぬいて──そして、いかにもこいつが導き出しそうな結論に至った。いつだって一いつ生しよう懸けん命めいで、裏表がなくて、貪どん欲よくなくらい欲よく望ぼうに忠実で、けれどちょっとだけ不器用で。そんなこいつが出す答えを全力で後押しする、俺にできることはそれくらいだ。

　驚いたように俺を見る花に、「話を合わせてくれ」と目配せし、再び間宮に向き直る。

「間宮。俺と一緒に来てくれ」

「だからなんであたしが──」

　間宮が言い終わるよりも早く、その手首を摑んだ。

「こっちだ！」

「ちょ!?　おい!?　いきなり何すんだよ!?　警察呼ぶぞ、こら!?」

　間宮は大暴れして蹴けるわ引っ搔かくわ、花よりよっぽどじゃじゃ馬だった。それでも放すわけにはいかない。手首を握る手に力を込こめ、引きずるようにして歩く。花も戸と惑まどいながらついてきた。

「ご、ごめんサキ、こいつ何考えてるか分からないし時々突とつ拍ぴよう子しもないことやらかすけど、口べたなだけで悪い奴やつじゃないから……！」

「いや同意無しに無理やり引きずってく時点でこえーよ!?」

　間宮を連れてやってきたのは俺の家だった。玄げん関かんを開く。

「入ってくれ」

「なんであたしがあんたの家なんかに……！」

「お兄ちゃん？」

　穏おだやかでない声を聞きつけたのか、ありすがリビングからおそるおそる顔を出した。

「新しいお友達？」

「そう。これからゲームするから」

「はああああああ!?　誰が──」

　間宮は声を荒あららげかけたが、さすがに小学生の前で激昂するのは躊躇ためらったのか、俺が階段を上がると舌打ちをしつつも黙だまってついてきた。

「これ」

　部屋に入り、間宮にコントローラーを差し出す。

　間宮の顔が引き攣つった。

「……ふざけてんのか？　いいか、あたしはゲームが嫌いだ。誰だれがこんなもの──」

「『美少女大戦』のストーリーモードをクリアできたら、駒形の寝ね顔がお写メをやる！」

　そう宣言するなり、スマホ画面を突きつけた。

　そこに映っている花の寝顔を見て、間宮が目を剝むく。

「は……!?　はァ!?　はァァ!?　は──────!?」

「ちょ!?　あんたいつの間に!?」

　夏合宿の時の写メだ。もちろん俺が撮とったものではない。昨日のうちに、紗々乃に送ってもらったのだ。

「なんっ、なんでてめーがそんな写メ持ってんだふざけんなよ!?　あたしですらまだ見たことないっつーのに!?」

「ちなみに水着写真もあるぞ！」

「おっ、おまっ、どういうことだ羨うらやましい！」

　今にも食くらいつかんばかりの間宮から、スマホを隠かくす。

「おっと、ここから先が見たいなら交こう換かん条件だ。どうする？　ゲームをして花の秘蔵写メを手に入れるか、それともこのまま何の収しゆう穫かくもなく帰るか」

　間宮はぎりぎりと歯を軋きしらせ、

「う……受けて立とうじゃねーかッ！」

「なんでーっ!?」

　花が目を白黒させているが、ここまでは計画通り。あとはうまく転がってくれることを祈いのるばかりだ。

　間宮が憤ふん然ぜんとテレビの前に腰こしを下ろした。

　俺は美少女大戦をセット。

　難易度は一番簡単なものを選んで、ストーリーモードでゲームを開始した。

　スタート画面、きらびやかな女の子たちがずらりと並ぶ。

「うわ、目ぇでかっ。なんなんだよこいつら、みんなおんなじような顔しやがって」

「ち、違ちがうもん！　ちゃんと一人一人個性があるんだからっ！」

「わっ！　ど、どうしたんだよ花、いきなり興奮して……」

　こういうテンションの花は初めて見るのだろう、間宮は戸惑いつつも新しん鮮せんそうにしている。

「あの子！　あの黒くろ髪かみの子、おすすめだから！」

「分かった分かった」

「じゃあ間宮、左手の十字キーで、カーソルをあの黒髪のお姫ひめさまに合わせて。で、○ボタン。そう」

　間宮は俺の指示通りに動かして、ヒメリカを選せん択たく。ヒメリカがスカートを翻ひるがえしてくるりとターンした。

『初めまして。私はヒメリカよ。一緒にがんばりましょうね』

「ふぉぉぉ……！」

　いつものようにエキサイトしたいのを必死に抑おさえているのか、花が変な声を出す。

　各種設定画面に移り、ヒメリカがウインクした。

『あなたの名前を教えてね！』

「!?　おい、こいつ個人情報聞き出そうとしてくるぞ！」

「いや名前くらい教えてやれよ」

「チッ、めんどくせーな」

　間宮はヒメリカの案内に従って、『間宮サキ』と本名を入力する。

『サキくん、よろしくねっ』

「いきなり名前呼びかよ。ふん。媚こびようたってそうはいかねーぞ」

「ち、違うもん、ヒメリカちゃんは媚びたりしないもん！　気高いお姫さまなんだもん！」

「花は黙って見てろ。こんなくだらねーもん、とっととクリアしてやるよ！」

　舞ぶ台たいは戦う乙女おとめたちの学園。そんな学園に、敵が急きゆう襲しゆうしてきたところから物語がスタートする。

　襲しゆう撃げきにいち早く気付いたヒメリカが敵を迎むかえ撃うち、場面が戦せん闘とう画面に移った。

『十字キーで移動、○ボタンでパンチよ！』

　チュートリアルを兼かねて、ヒメリカが操作を説明しながら敵と戦う。

「こ、こうか!?」

　間宮は慣れないながらにヒメリカを動かす。

『そう、上手よ！　今度は右に溜ためて強キックで、必殺技わざが出るわ！』

「く、けっこう難しいな……」

　最初は苦戦しつつも、間宮はすぐに要領を吞のみ込み始めた。けっこう筋がいい。というか、花より見どころがある。

「間宮、器用なんだな」

「るせーっ、気安く話しかけんな！」

　怒ど号ごうと共にヒメリカのパンチが決まって、敵がダウンする。

「おっ、やった！」

　間宮は一いつ瞬しゆん喜びかけて、はっと居住まいを正した。

「チッ、どこがおもしろいんだよ、こんなもの」

　と言いつつも、目は画面から離さない。俺と花は、密ひそかに目を交かわして笑った。

　俺と花が見守る中、間宮は順調に勝ち進み、ストーリーを進める。マップが進むにつれて、敵がどんどん手て強ごわくなっていく。

　そして中ちゆう盤ばんのボスとの戦闘、戦いは一進一退の攻こう防ぼうにもつれ込んだ。

「くっ、この！　ぜんぜんダメージ与あたえらんねーっ……！」

　ガードが堅かたい敵に、間宮はかつてないほど苦戦している。

　と、はらはらと見守っていた花が叫さけんだ。

「サキ、下がって！」

「っ!?」

　花の助言を受けて、ヒメリカが跳とび退しさる。

　降り注ぐ石つぶてをすんでの所で回かい避ひした。

「あっぶね……！」

「あの敵、攻こう撃げきすると絶対にカウンターがくるから、すぐ後ろに下がるの！　カウンターの後は隙すきができるから、そこを狙ねらって！」

「あ、ああ！」

　間宮は襲おそい来る攻撃をいなしながら、冷静にチャンスをうかがい──

「今っ！」

　花の声に合わせて、一気に肉にく薄はくするや回し蹴りを叩たたき込む。

「おっ、効いた！」

　今の一いち撃げきでコツを摑んだのか、反はん撃げきに移ったヒメリカは着々と敵のゲージを削けずっていく。

「よっし、いける！」

「ぁ、ぁ、ヒメリカちゃん、可愛かわいいっ……んぁぁぁヒメリカちゃんっ……♡」

　どうにかいつものヒメリカ廃はいっぷりをこらえていた花だが、だんだんと前のめりになってきた。

「あああ、ヒメリカちゃん、がんばれ！　んああああ可愛いっ♡　いいよいいよ、最高だよヒメリカちゃああああああああああん♡♡♡」

「ちょ、花、気が散るっ！　画面見えねーって！　花ーっ！」

　画面にしがみつく花と、それを押しのけようとする間宮を見ながら、思わず笑う。

　ゲーム画面に熱中する二人の横顔は、なんだか子どもみたいだった。

　敵を一体倒たおすごとにストーリーが進み、ヒメリカの生おい立ちが明らかになっていく。

　ふと、間宮が呟つぶやいた。

「このヒメリカって、結構いいやつだな」

「そうなの！」

「わっ！」

　怯ひるむ間宮に、花はマシンガンのようにまくし立てる。

「ヒメリカちゃんは名家の生まれなんだけど、帝てい国こくや友達を守るために家を出て学園に入るの。友達を、家族を、国を、本当に愛していて……勇ゆう敢かんな上に健けな気げで清せい楚そで一歩後ろにさがりつつも自分の意志はしっかり持ってて、誰よりも友達想おもいで、どんなに怖こわくても敵に立ち向かうの！」

「分かった、分かった」

　間宮は苦く笑しようするが、花は画面を見つめながら、なおきらきらと目を輝かがやかせる。

「ヒメリカちゃんと出会った時、思ったの。あたしもこういうふうに生きたいって。可愛くて強くて、大切なものを大切だって、胸を張って言える女の子になりたいって」

「…………」

　間宮は黙って画面を見つめた。

　画面の中で、ぼろぼろになったヒメリカが叫ぶ。

『分かってる、わがままかもしれない、それでも私は、諦あきらめたくないの。大切な物をぜんぶ守る、守ってみせる、そのために強くなろうって決めたの！』

　ストーリーは順調に進み、ヒメリカはついに最終決戦ボスにたどり着いた。

「そいつすごく強いから、気を付けて！　あたしも苦労したの！」

　敵はアーマーを纏まとい、ミサイルやアームなどの強力な攻撃を繰くり出す。

　ヒメリカは近付くことも出来ずに、一方的に翻ほん弄ろうされた。

「あっ、くそ……！」

　しかし間宮も負けてはいない。これまでの戦闘で培つちかってきた技をフルに使って反撃を食らわせる。

　ゲージを削り合う激しい応おう酬しゆうに、見ているこちらまで手に汗あせを握にぎる。

「あとちょっと……！」

　間宮が呻うめいた瞬しゆん間かん、不意に敵がしゃがみ込み、

「あ、危な──」

　花がとっさに手を伸のばして十字キーを押す。ヒメリカはしゃがみ防ぼう御ぎよで、下段の攻撃をぎりぎりで防いだ。

「サキ、反撃！」

「！」

　花が叫ぶと同時に、間宮が放った強キックからのコンボ技が敵の顔面に決まって、敵がダウンした。

『ＹＯＵ　ＷＩＮ』の文字が大きく表示される。

「や、やった……！」

「勝った……っ!?」

　花と間宮が手を取り合って画面を見つめる中、エンディングが流れ出した。

　壮そう大だいなＢＧＭに合わせてエンドロールが流れ、その背景にヒメリカとの思い出が映し出される。

　平和が戻もどった学園の中庭で、ヒメリカが微笑ほほえんだ。

『サキくん、ありがとう。サキくんがいたからがんばれたよ。あなたと一いつ緒しよに戦えたことは、私の誇ほこりです。……これからも、頼たよりにしていいかな？』

「…………」

　反応がない。横を見ると、間宮はぐすぐすと洟はなをすすっていた。

「……サキ」

　花がぽつりと呟いた。

「今まで黙だまっててごめんね……あたし、ゲームが……ヒメリカちゃんが好きなの」

　花はスマホを弄いじると、画面を間宮に見せた。

　そこには、一人の少女が映っていた。三つ編みにして、黒くろ縁ぶちの眼鏡を掛かけた大人しそうな女の子。

　花は恥はずかしそうに笑う。

「これ、中学の頃ころのあたし。すごい地味でしょ」

「!?」

　間宮と同じく、俺も思わず画面をまじまじと見つめた。スマホに映った少女は見るからに内気そうで、今の花とは似ても似つかない。

　声を失う間宮に、花はぽつぽつと胸の内を明かす。

「ごめんね。あたし、サキが思ってるような、理想の女の子なんかじゃないの。うちの親、すごく厳しくて……高校に入るまで、友達と遊ぶことも、オシャレをすることも許してもらえなかったの。もちろんゲームなんかもっての外で……でも、なんとか説得して、一人暮らしはじめて、おしゃれすることもゲームも、どっちもやっと手に入れたの。学校で、友達がたくさんできて、ゲーム仲間もたくさんできて、すごく楽しい。……ごめん、サキ。あたし、どっちかなんて選べない。サキもゲームも、同じくらい好きなの。学校でのあたしも、ゲームをしているあたしも、どっちもあたしなの」

　間宮にとってそれは酷こくな告白かもしれなかった。そうと分かっていて、それでも花ははっきりと自分の気持ちをぶつける。

「欲よく張ばりでごめんね。でも、約束する。サキも、ヒメリカちゃんも、お洒落しやれも、ゲームも、大切にする！　絶対ないがしろになんかしない！　あたしは全部大切にするよ！」

　間宮はじっと黙り込んでいたが、やがてエンドロールに目を戻して、ふっと頰ほおを緩ゆるめた。

「……なあ。もう一回、あの動画みせてくんねーか？」

「え？　あ、ああ」

　急に振ふられて驚おどろきつつも、パソコンを操作し、ぶーけの実じつ況きよう動画を再生する。

　間宮は動画に見入って、小さく噴ふき出した。

「花、こんなでけー声出るんだな。つか、誰だれが何言ってるか全然分からねー」

「ち、違ちがうから！　あたしが変なんじゃなくて、あいつらが変なだけだから！」

「はいはい」

　おかしそうに花をいなして、間宮は目を細めた。

「……ゲームって、こんなふうに、みんなで楽しめるものなんだな」

　昔はお兄ちゃん子だった間宮は、兄をゲームに取られたことをきっかけに、ゲームを嫌きらいになったという。間宮の目には、画面に向かって一人で黙もく々もくとゲームをする兄の背中が焼き付いているのかもしれない。けれど。

「もしかしたら、お兄さんに『一緒にゲームしたい』って言ってみたら、喜ぶかもな」

「…………」

　間宮はじっと考え込み──その唇くちびるから、ふっと吐と息いきが零こぼれた。

「……なんか、ゲームなんてろくなもんじゃないって決めつけてたけど……そうでもねーみたいだ」

「！　じゃあ……」

　間宮は花を見て笑う。

「これからは、たまにはあたしも誘さそってくれよ」

「～～～っ！　サキーっ！」

「うわ!?　花っ、ちょ、離はなれ……！」

　花に抱だきつかれて慌あわてふためく間宮を見て、胸をなで下ろす。どうにかうまくまとまったようだ。──元は俺一人で何とかするつもりだったが、花がいてくれて良かった。

　と、エンドロールが終わって、ヒメリカのアップ絵が映った。

　ヒメリカが頰を染めてはにかむ。

『ねえ、サキくん。少し恥ずかしいんだけど……一緒に戦ってくれたお礼に、わたしの初めて、受け取って……？』

　そして、目を閉じると顔を近づけ──

「う、うわぁぁぁ!?　やめろぉぉぉおおおおおっ！」

　間宮が慌てふためいて画面を覆おおい隠かくした。

「ど、どうした間宮!?」

「だだだだって、き、き、キス、とかっ……破は廉れん恥ちだろ！」

「キスくらいで!?」

「き、キスくらいって何だよ!?　あ、あ、会ってその日のうちにキスとか、ただのアバズレじゃねーかっ！」

「ち、違うもん！　ヒメリカちゃんは純じゆん粋すいだもん！　純粋にあたしのことを好きだから、大事なファーストキスをくれるんだもん！　ちなみに難易度ノーマルでクリアすると、下着姿のスチルが手に入ってこれがまた可愛かわいい──」

「下着!?　やっぱゲームなんてろくなもんじゃねー！　てめぇ、大和！　あたしの花を汚けがしやがってー！」

「俺!?」

　間宮に胸むなぐらを締しめ上げられている俺をよそに、花はスチル画面を開いて、「見てほら！　可愛いでしょ!?　ねえ、たまんないでしょ!?」と自分が釘くぎ付づけになっている。

　ようやく解放された俺は、間宮にこっそりと尋たずねた。

「……ゲーム、少しは好きになれそうか？」

「……それは、まだ分かんねーけど……」

　間宮はキラキラと画面に見入っている花の横顔を見み遣やり、

「ゲームをやってる花は、めっちゃ可愛い」

　それは同感だ。

　間宮はこれから、今まで知らなかった花を知っていくのだろう。それが純粋に嬉うれしい。

「まだ自分でゲームする気にはなれねーけど、とりあえず、この、ゲーム実況？　だっけ？　なんか、おすすめの動画あったら教えてくれよ。あと、花が世話になってるみたいだから、今度このぶーけとかいう奴やつらにも挨あい拶さつしてーわ」

「！　う、うん！」

　嬉しそうに頷うなずく花に笑いかけると、間宮は荷物を取って立ち上がった。

　玄げん関かんまで見送る。

「花はどーするんだ？」

「あたし、やりたいゲームあるから、もうちょっとしてから帰るね」

「ふーん」

　間宮は俺をじろじろと睨ねめつけていたかと思うと、指を突つきつけた。

「いいか、花に変なことしたらタダじゃおかねーからな、ああ!?」

「は、はい」

「あと、花の寝ね顔がおと水着の写メ送れよ!?　おまえが持ってるもの全部だ。いいか、ぜってー忘れんじゃーねぞっ！」

「はい」

　眼めがすごく血走っている。間宮、ちょっと花のこと好きすぎではないだろうか？

「……あと、これ」

　間宮が俺に向かって拳こぶしを突き出した。

「…………？」

　疑問に思いながら両手を差し出すと、ミサンガウォッチがぽとりと落ちた。

「あ……」

　間宮は歯を見せて笑う。

「じゃあ、また学校でな、花、キラ兄」

　間宮は制服のスカートを翻ひるがえして、出て行った。

　花と二人、残される。

「……この間は、ごめん」

　先日突き放してしまったことを謝ると、花は首を振った。

「いいの。あたしもカッとなっちゃって……でも、あんたがあたしのこと想おもってああ言ってくれたの、ちゃんと分かってるから」

「……ん」

　安あん堵どするのと同時に、なんとなくこそばゆい。

　ふと、花が呟つぶやいた。

「……あんたってすごいね」

「ん？」

「あの時あんたが居てくんなきゃ、サキのこと余計に傷つけてたかも。一緒にゲームをするとか、そもそも思いつきもしなかったし、きっとできなかった」

「いや、あれはほとんどおまえの功績だろ」

　二人のプレイを横で見ていたから分かる。花がゲームを楽しんでいるのにつられるように、間宮も笑え顔がおになっていったのが手に取るように分かった。同じ時間を共有して、同じ楽しさを分かち合って。

「ありがと」

　花は歯を見せて笑った。

　その、陽ひだまりの中で蕾つぼみが綻ほころんだような笑顔を見た瞬しゆん間かん、全身から緊きん張ちようが抜ぬけ落ちた。

　つられるように、頰が緩む。

　俺が本当に守りたかったものが、そこにあった。

　──ふと、懐なつかしい記き憶おくが兆きざす。

　遠い昔、俺がまだ五歳か六歳か、ほんの小さい頃のこと……俺のゲーム実況の原点になった出来事を思い出す。道ばたで泣いていた見知らぬ女の子を家につれて行って、一緒にゲームをした。とは言っても、女の子は俺のゲームプレイを見るだけだったのだが、涙なみだでくしゃくしゃだった顔がみるみる笑顔になっていった。その遠い記憶と、目の前にある笑顔が、重なって。
















「……おまえ、もしかして昔──」

　言いも果てず、花が手を叩たたいた。

「さ、あんたの部屋、あたしたち色にカスタマイズしなおさないとね！」

「……入いり浸びたる気満々だな」

「当たり前でしょ？」

　また、あの非日常みたいな日常が戻もどってくる。

　俺たちは顔を見合わせて笑い合った。










　　　エピローグ







「こんにちは、ぶーけです！　今日はいつものメンバーで大乱らん闘とうスマッシュシスターズをやっていきたいと思いまーす！」

　周囲を埋うめ尽つくすのは、ヒメリカのポスターやグッズ、禍まが々まがしい魔ま方ほう陣じん、優ゆう雅がなティーセットに猫ねこのクッション。男子高校生の部屋とは思えない光景。

　そして、そんな部屋をさらに賑にぎやかに彩いろどるカラフルな飾かざり付けに、騒そう々ぞうしい声。

「あーっ！　待ち伏ぶせしてたわね、卑ひ怯きような!?」

「あら、これはもともとそういうゲームだわ？」

「我が真なる闇やみの渦うずを食くらうが良い！」

「オルァ、どけどけ雑ざ魚こがぁぁぁあ！」

　文字通り、キャラクターが入り乱れての大乱闘だ。

　操作しながら、花はなに尋ねる。

「そういや、間ま宮みや、何時くらいに来るって？」

「一時くらいって言ってたから、そろそろだと思う」

　あれからというもの、間宮は俺たちの動画をチェックしているらしい。俺の実じつ況きように対して、滑かつ舌ぜつが悪いだの、説明が分かりづらいだのとアドバイスをくれる。多少辛しん辣らつではあるが、外部の人間から見た感想は貴重なので、とてもありがたい。

　そんな間宮が、「てか、次のチーム実況？　っていつやるんだよ？　楽しみにしてんだけど」と言い、花が「ちょうど今週末やる予定だから来てみる？」と誘ったのだ。

　せっかくなので歓かん迎げいパーティーをしようということで、花はもちろん、カズキたちもノリノリで部屋を飾り付けた。ランキング一位の時に使った飾りを、捨てずに取っておいてくれたらしい。

　と、軽かろやかな吐と息いきがふっと耳をくすぐった。

「うわ!?」

　耳を押さえて振ふり返ると、紗さ々さ乃のが楽しげに喉のどを鳴らしていた。

「な、何だよ紗々乃」

「ポンコツちゃんから聞いたわ？　道の真ん中で土ど下げ座ざして、女の子を引きずり回したそうね？」

「してねえわ！　いや確かにそうなんだけど！」

　もっと言い方ってもんがあるだろう！

　紗々乃は誇ほこらしげに目を細めた。

「さすがね、宗むね彦ひこくん。信じて待ってて、良かった」

　その微笑ほほえみに、束つかの間見とれる。

　ぶーけで再結集しようと連れん絡らくを取ったとき、やけにスムーズに話が運んだ。もしかして、紗々乃が水面下でカズキとゆえをなだめてくれていたのだろうか。

「主あるじ、主っ、次こそは我と共に血の盟約を！（次は一いつ緒しよのチームになりましょう！）」

「ゆえも、いっしょが、いい」

「ああ、はいはい」

　……それにしても、ポンコツギャルの面めん倒どうを見ることになるわ変なメンバーは入り浸るわ、紗々乃とのケンカを仲裁するわ、ギャル同士の亀き裂れつを埋めるわで……俺の平へい穏おんなゲームライフはすっかり様変わりしてしまった。

　と、

「うわっ!?」

　すっかり油断していたところを攻こう撃げきされて、俺のキャラが場外にはじき飛ばされる。

「こっ、の……！」

　隣となりを見ると、花が得意げに胸を張っていた。

「どう!?　ちょっとは見直した!?」

「……ああ。正直不意を突かれた。でもほら、ちゃんと画面見てないと」

　ちょうど、花のキャラが紗々乃のキャラに吹ふっ飛ばされたところだった。

「んあああああああああああああああ!?　やったわね、陰いん険けんスピリチュアル女っ!?」

「よそ見をするあなたが悪いのだわ？」

「てかあんた今味方でしょーがっ!?」

　その時、チャイムが響ひびいた。

「お、来たかな」

　部屋のドアを開けると同時、一階からありすの声が聞こえてきた。

「おにーちゃーん、お客さーん！」

「おー。上に上がってもらって。ありすも来いよ」

　二人分の足音が近付いてくる。俺の部屋が、また狭せまくなりそうだ。

「主、闇の聖水を召しよう喚かんすべき刻ときでは!?（お茶が切れたので持ってきましょうか？）」

「くっきーも、足りない……」

「ねえ聞いて、大和やまと！　このえせロハス女が嫌いやがらせばっかりしてくるんだけど！」
















「はいはい、ほら、もっと詰つめろ」

　追い立てながら、頰ほおが緩ゆるむ。

　ずっと一人でゲームをして、波風の立たない平穏こそを愛していたのに、花と協定関係を結ぶことになって、ゲーム実況を通してもっと人の輪が繫つながって……いつの間にかこんな大所帯になってしまった。

　花も少しずつではあるがゲームがうまくなってきているし、俺の個人実況もランキング一位とは言わないまでもだんだん再生数を上げてきている。きっといつか、自分の動画でもランキング一位を取ってやる。そしてゆくゆくは目指せミリオン実況者だ。

「てか、クラッカーとかないの!?　なんかサプライズしたい！」

「そうね、扉とびらを開けたらポンコツちゃんが死んでいるというのはどうかしら？」

「それサプライズじゃなくてサスペンスじゃん!?」

　わちゃわちゃしている間に、ノックの音が響いた。

「おー、どうぞ」

　そして、扉がゆっくりと開かれる。

　俺たちは声を合わせた。

『ようこそ、ぶーけへ！』










　　　あとがき







　年々冷え性が加速して、六月下げ旬じゆんである現在も布ふ団とんを四枚掛かけて寝ねています。こんにちは、琴こと平ひら稜りようです。執しつ筆ぴつ中も足が冷たくて……俺、宝くじあたったら、部屋に足湯を作るんだ……




　この度は『クラスのギャルとゲーム実じつ況きよう　part.2』をお手に取ってくださいまして、誠まことにありがとうございます。

　ぶーけのメンバーが繰くり広げるどたばたゲーム生活第だい二に弾だん、いかがでしたでしょうか。

　今巻では、花のギャル友であるサキが登場します。サキは花の過激派親衛隊にして、大のゲーム嫌ぎらい。そんなサキにバレないよう、二人の関係を必死に隠かくしていた花と宗むね彦ひこだが、とある事件が巻き起こり──!?

　他ほかにも、ゆえの生放送が炎えん上じようして凸とつユーザーが乱入してきたり、宗彦の妹が実況デビューしたり、カズキの手フェチが火を噴ふいたり、紗さ々さ乃のの意外な弱点が判明したり。楽しんでいただけましたら幸いです。




　さて、賑にぎやかなメンバーでお届けしてきましたクラスのギャルとゲーム実況ですが、これにて一区切りとなります。

　これまで目立たないよう、クラスのモブとして生きてきた宗彦が、クラスのギャル花の秘密を知って協定関係を結び、ゲーム実況を通して新たな輪が広がり、ありのままの自分を認めることができるようになって、ほんの少し勇気を出せるようになったお話。

　彼らの物語を私の手で綴つづるのは最後になりますが、この先も、ぶーけの面々のどたばた実況活動は続いていきます。個性豊かなメンバーに囲まれながら、花もきっと、少しずつゲームの腕うでを上げていくことでしょう……たぶん。

　朝、教室の席についたときや、何気なくＳＮＳを覗のぞくとき、おもしろそうなゲーム実況を探しているとき、宗彦たちは元気でやっているかなと、時々でも思いだしていただけましたら嬉うれしいです。




　それでは、謝辞に移らせていただきます。

　新作のネタが出ず途と方ほうに暮れていた私にゲーム実況という題材をくださり、ここまで導いてくださった編集さま。ありがとうございました。

　また、今回も素す晴ばらしいイラストを描えがいてくださったぺらぐらさま。可愛かわいらしくみずみずしいキャラクターの姿に、よこしまな妄もう想そう……もとい生き生きとしたイメージがふくらみ、筆がぐんぐん進みました。

　いつも応おう援えんし、支えてくれる家族、友人。

　校正さん、印刷所さん、営業さん、デザイナーさんをはじめ、この本に関かかわってくださったすべての皆みなさま。

　そして、今、このあとがきをお読みくださっているあなたへ。

　本当に、本当にありがとうございました。

　少しでも楽しい時間をお届けできたのなら、それに勝る喜びはございません。

　それでは、またどこかでお会いできることを願って。


琴平稜










琴平稜

●ことひらりょう



こんにちは、琴平稜です。

最近栄養不足を感じてサプリメントを飲み始めました。勢いづいて一気に買いそろえたら、けっこうな量になり、サプリメントだけでお腹いっぱいです。この本末転倒感。

さて、クラスのギャルをはじめ、賑やかなメンバーでお送りするゆるぐだゲーム実況生活第二巻、少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。
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